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　無くなってしまったと思い込んでいたものが、不意にひょっこり自分の手元に戻ってきた。読み返していた四コマ漫画の単行本で、読んでいなかった見開きを見つけたような、そんな小さな幸せに近いかもしれない。

　異能の有う無むに関係なく、酒さか多たさんを守りたい。そばにいたい。それが俺おれの願いだ。

　それはきっと、これからもずっとずっと変わらないのだと思う。

　俺は彼女のことが好きになってしまった。

　ただ、一つ問題があらたに生まれた。

　異能が増えたのだ。

　自分でもその能力の概がい要ようをよくわかっていなかった。ただの空そら耳みみでは片付けられない、はっきりと聞こえてくる新しい声。

　そしてその声はいつも、酒多さんのものではなくあいつの声だ。

　毒ぶす島じま縁ゆかり。

　七秒後の悲ひ鳴めいではない声に耳を傾かたむけるべきなのか、俺は少し迷っていた。
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　夏休みが終わった。

　宿題や課題といったものは夏休み前半にすべて片かた付づけ済ずみで、こんなにもすがすがしい気持ちで新学期を迎えられたのは生まれて初めてかもしれない。

　今日から二学期が始まる。

　俺おれと酒さか多たさんと縁ゆかりは、いつもの桜の木の前で合流すると三人並んで学校に向かった。制服の夏服姿の酒多さんを見るのは登校日以来だ。久しぶりの制服姿はなんだか新しん鮮せんに思えた。

　白いシャツの透とう過か具合に俺の視線がつい胸元に……。

「何をじろじろ見ている」

　俺と酒多さんの間に縁が割わり込こんできた。俺はつい、早口になる。

「じろじろ見てないから。いや本当にじろじろなんて見てないから」

　酒多さんが不ふ思し議ぎそうな顔で俺の目を見た。

「なんでそんなに焦あせってるんですか朗あきらくん？」

「焦ってないから。いやー。夏休みは終わったけどまだまだ暑あついよなぁ」

　歩道に照てりつける太陽は、夏の全力っぷりから少しは和やわらいだものの、まだまだ十分な破壊力をもつ暑さだった。

「早く涼すずしくなるといいですね。二学期かぁ……もう秋になっちゃうなんて。一学期も夏休みもあっという間でした」

　酒多さんは嬉うれしそうに目を細めて続けた。

「秋といえば焼やき芋いも……美お味いしいですよねぇ」

　一番最初に食欲の秋ですか酒多さん。ツッコミを入れるようなこともないけれど、他にも読書とか芸術とかスポーツとかあるでしょうに。

　いや、でも酒多さんらしいか。

　彼女と一緒にいると、なんだか自然と自分まで、のんびりリラックス気分になってしまう。

　縁が口を尖とがらせた。

「焼き芋なんてただの芋です」

　そりゃそうだが、シンプルな調理法には素材の良さを味わうっていう奥おく深ぶかさがありますよ縁さんや。酒多さんが眉まゆを八の字にさせてしまった。

「縁ちゃんは焼き芋嫌いですか？　スイートポテト派ですか？」

「焼き芋なんてダメです」

　理由も言わずに全否定する縁に、酒多さんはますます困っている。

　瞬間――俺の右耳がうずいた。周囲の音が一瞬、時間を凍こおり付つかせたかのようにぴたりと止やむ。無音状態の中に声が響いた。

【だって、美味しいから食べ過ぎちゃうし、それにお、おならがでちゃうし。好きだけど、男の子の前でこういう話をするの恥はずかしい】

　縁の声だ。

　まただ。七秒後の悲鳴ではない何かが聞こえてしまった。これは俺の妄もう想そうなんだろうか。縁がこんなことを思えば可か愛わいいのに……とか、思っていないぞ。いや、ちょっとは思ったけど、でもなんで縁の声ばっかり聞こえてくるんだ？　酒多さんに関する新異能なら歓迎もするのに。

　夏休みの後半、この縁の声は何度か聞こえていた。

　そのたびにこうしてフォローするのだ。

「まぁまぁ酒多さんもそんなにがっかりしないで。焼き芋が苦手な女の子だっているんだし。それにあれって食べるとおならが……」

「私はそんなこと言ってない！」

　ガスッ！　と、縁の蹴けりが俺の膝ひざ裏うらに炸さく裂れつした。

　こいつ、俺の膝関節を破壊する気か！

「痛いっつうかそれはやめろ！　まじで怪け我がするから！」

「だったらおな、おならとか言うな！」

　酒多さんはハッとなる。

「そ、そそそそそうですよね。恥ずかしいですよね！　焼き芋は女の子だけの秘密の食べ物でした！」

　食しよく物もつ繊せん維いたっぷりだし、いいんじゃないですかっていうかもうね、乙女おとめですね酒多さんってば。

　縁は俺の膝をじっと見み据すえている。

「膝の関節がもう一個増えて足ガクガクになり死ね」

「増えるか！」

　想像すると怖こわすぎだろう。ちょっとしたホラーですよ縁さんや。

　しかし、やっぱりあの縁の声……彼女の心の声なんだろうか。今までの行動や言動からはにわかに信じられない。

　男の前でおならの話題になるのが恥ずかしいなんて、酒多さんに匹ひつ敵てきする乙女回かい路ろ内ない蔵ぞうでなければ、まず出ない発想だ。

　縁って本当は俺が思っているよりも、もっと普通の女の子なのか？

　まてまて判断を急ぐな。

　俺がいきなり「縁よ……お前の本心、心の声を聴く異能を俺は手に入れたのだファーッハッハッハ！　これからはお前の噓うそなどお見通しならぬ、聞こえっぱなしだ！　自分を偽いつわるのはもう終わりにするんだな！」などと言い出したら、彼女はどうなるだろう。

　即そく「噓をつくな」というツッコミが返ってくるに違いない。

　何か証拠というか、そのことを証明できるような状況でなければ信じてもらえないよな。っていうか、なんで信じてもらおうとしているんだ？

　そもそも俺の妄想の産物なのかもしれないのだし。

　考えながら歩いているうちに、学校の正門が見えてきた。酒多さんが正門の向こうの校こう舎しやを見つめる。

「なんだか久しぶりですね。登校日以来だけど、みんな元気にしてるかな？」

　そういえば、ポイズンでいつも会っている酒多さんや縁や眼鏡めがねバカとは違って、クラスの連中に会うのは二週間ぶりくらいか。

　ああ、何度かポイズンにうちのクラスの西にし川かわさんが来てたっけ。酒多さんと西川さんって仲良しなんだよな。俺自身は直接会話したことはあんまり無いけど、酒多さんを通じて顔見知り程度にはなってる気がする。

　普通の人間関係が俺の周囲に溢あふれている。以前の俺の人間関係は全部が全部マイナスのものだった。異能を無理に使って、気味悪がられて避さけられて、自分のせいなのに異能のせいにしていた。この街にやってきたのも、決してポジティブな感情からじゃない。

　逃げたんだ。人間関係をリセットしたかった。

　独りなら誰だれかに嫌われることも、恐れられることも避けられることもない。

　そんな孤こ独どくがゼロ地点だとすれば、今の俺の持つ人とのつながりは、プラス方面に向いている……気がする。

　プラスだと断言できないあたり、俺はまだまだヘタレだ。

　反省している俺の隣となりで縁がぽつりと呟つぶやいた。

「文化祭……面倒くさい」

　ああ、文化祭の「さい」と面倒く「さい」でかかってるんですね。

「だじゃれか？」

「ち、違う！　二学期の前半は文化祭。後半は体育祭があるんだ。どっちもしんどいだろ。文化祭は準備が嫌だし、体育祭は練習とかも含ふくめて動くのが嫌だ。疲つかれる」

　球技大会の時も乗り気じゃ無かったようだが、縁はイベントがあまり好きではないんだろうか。バレーボールでは酒多さんを守るためにがんばったのであって、縁自身が進んでやってたわけじゃなさそうだ。いや、そのわりにノリノリだったようにも見えたんだけど。

　二学期を代表する二つの行事の両方とも、縁は楽しみではないらしい。

　文化祭はともかく、体育祭は俺も少し憂ゆう鬱うつだ。運動神経に定てい評ひようの無い俺にとって、苦く行ぎようにならざるを得えないからな。けど、お弁当は好きだ。青空の下、レジャーシートを広げて食べるお弁当。冷たい麦茶が身に染しみる。あの感じは結構いいものだと思う。

　なにより、今年の体育祭ではお弁当を独りで食べずに済みそうだし。それもこれも酒多さんのおかげだ。

　注意点があるとすれば、体育祭では家族が応援にやってくるので、碧みどり店長が縁や酒多さんに何かしでかしそうなところくらいだろう。一学期の球技大会ではチア服を用意したくらいだしな。

「体育祭は苦手です」

　縁の発言に酒多さんがちょっぴり肩かたを落とした。

「いや大丈夫だ酒多さん。俺がその……お、応おう援えんするから！」

「応援の抜け駆けはずるいぞ。私も酒多さんを応援する！」

　再び縁の蹴りが俺の膝裏にヒット＆クラッシュ寸すん前ぜん。このままだと体育祭まで俺の膝は持ちそうにない。

「痛いから！　ほんと壊れるから膝が！」

「異能を悪用するな」

「悪用とは人聞きの悪い。酒多さんをサポートするだけだろ」

　酒多さんは考え込んでしまった。

「朗くん。応援だけで十分です！　体育祭では異能は無しでお願いします！」

「お、おう」

　他人と競きそい合あう以上、相手に対してフェアでありたい。と、いうことか。以前、球技大会で酒多さんを応援した時に、俺は酒多さんに異能を使ってアドバイスをした。けど、酒多さん自身はあんまりそのアドバイスを活用できなかった。どちらかと言えば縁の方が俺の異能をフル活用して活躍してたっけ。

　酒多さんは俺が異能でサポートすることを知っている。

　だからこそ、彼女は俺とこんな約束をしたのだ。

　無理に助けないこと。

　酒多さんは俺のフォローにできるだけ頼たよりたくないんだと思う。俺は酒多さんに助けられてばかりだから、お互たがい様さまどころか恩おん返がえしがしたいのだけれど……。

　夏休みに俺が実家に戻った時、追いかけてきてくれた酒多さん。あの時、俺は自然と彼女に好きだと言ってしまった。あれからしばらく、酒多さんは何も変わらずいつも通り……俺のこと、何とも思ってないのかな。

　新学期に入っても、良いお友達という距離感のままになりそうだ。

　なんだか少しもどかしくて、寂さびしい。俺が勇気を持って踏ふみ出ださないと、この距離はずっとこのままなんだろうか。うん、たぶんそうなんだ。受け身のままじゃ男らしくないよな。

　俺が考え事をしていると、不意に縁が口を尖らせてぼやいた。

「酒多さん。あんまり異能のことを言うのはよくないです。こいつはともかく、酒多さんまで厨ちゆう二に病びようの変な人だと思われやがります」

「へ、変な人でもいいです！　朗くんといっしょなら……」

　ポッ……と、酒多さんの頰ほおが紅こう潮ちようした気がした。

　俺は縁から距離を取る。瞬間、俺の膝のあったあたりに蹴りが空くうを斬きった。

「避よけるな！」

「三度も同じ攻撃を食らうか！」

　俺と縁がにらみ合う。

「ふ、二人とも落ち着いてください！　縁ちゃんは蹴りすぎです！　朗くんが避けるくらいの打撃は禁止です！」

　縁はうつむいた。俺は縁によく攻撃を受ける。この流れはすっかり俺たちの間で定着してしまったのだが、ここでも暗あん黙もくの了解というかルールがいつの間にかできていた。

　俺が避けたりガードしたら終了。

　そして今のように酒多さんが縁にストップをかけるのである。ナイスジャッジ！　レフェリーストップで試合終了だぞ縁。

　縁はビシッと俺の顔を指さした。

「こいつの膝なんて壊れてるくらいがちょうどいいんです！」

「ちょうどよくないって！」

　瞬間、俺の右耳にまた、あの真空状態のような沈黙が襲いかかる。

【や、やりすぎちゃった。ごめんなさい】

　この声、やっぱり縁の本心なんだろうか？

　心の中で謝るんなら最初からしないでくれ！

「なあ縁。どうして俺に打撃を加えてくるんだ？」

　俺を殺意の宿った視線で睨にらみつける縁。

「気に入らないからだ」

【だって、構ってくれるから】

　うう、頼むからやめてくれ俺の異能よ。これが本心だとしたら、俺は縁にどう接していいのかわからなくなる。

「縁ちゃん。打撃は一日三回までです」

「酒多さん俺の身体からだはボロボロなんですが!?　三回でも十分危険だし、回数制限をするとむしろ一撃の威い力りよくがあがるっていうかなんていうか」

「じゃあ、優しく打撃してください！」

　俺と縁の間で視線を行き来させながら、酒多さんがパンクしそうになっていた。

「むしろ打撃はやめて、こうやって、撫なで撫なでしてあげるべきです！」

　酒多さんは俺の頭の上に手を伸ばして、撫で撫でさすさすし始める。

「痛いの痛いのとんでけー！」

　校門前で酒多さんは俺におまじない的ななにかをぶちかました。

　登校中の他の生徒の視線が痛い。だが、俺が拒否するような素そ振ぶりを見せれば酒多さんがちょっぴり傷ついてしまうだろう。

　俺は耐たえた。周囲の視線に。羞しゆう恥ち心しんの爆発に。

　そして縁はといえば……ニヤニヤしている。













「朗は一五歳児だな」

　ぐぬぬぬ。児ってつけるな。ああ、もう耐えきれない。恥ずかしさで胸が張はり裂さけそうだ。

「酒多さんもう大丈夫だから！　ほら、俺の膝も酒多さんのおかげで回復したし」

　俺はサムズアップしてみせた。酒多さんはほっと胸を撫で下ろす。ピョンピョンと軽く跳はねてノーダメージをアピールした……瞬間。

「隙すきあり！」

　ガスッ！　と、今度は俺のお尻しりに縁のミドルキックが炸裂した。

　こいつ、やっぱり凶獣だ。小型獰どう猛もう凶悪有害指定生物め。

「い、痛いの痛いの飛んでけー！」

　酒多さんがすかさず俺のお尻をズボンの上からさすり始めた。

　悪意と天然が生み出す打撃と癒いやしのコンビネーション……本当に、勘かん弁べんしてください。




　始業式では運動部を中心に、夏の大会で好成績を修おさめた生徒の表ひよう彰しようなどが行われた。野球もサッカーも近きん隣りんの強きよう豪ごう校こうに負けてしまったのだが、陸上競技やテニスに卓たつ球きゆうなどの個人戦で、大会の上位に食い込んだ生徒がいたりもする。

　スポーツ進学校でなくとも、あんな風に輝かがやけるものなんだなぁ……と、表彰式を眺ながめながらぼんやり思った。

　昔から、ああいうのに少し憧あこがれを抱いだいていた。残念なことに俺には表彰されるような力はないのだけれど、トロフィーとか盾たてとかって、ちょっとかっこいい。

　引き続き校長先生のお話になった。あまり長すぎると貧ひん血けつで倒れる生徒が出たりもするし、体育館の中は残ざん暑しよと人いきれで窓やドアを全開にしていても暑いため「では、短めに」と校長先生は前置きをしてから話し始めた。

　夏休みが明けて、特に事故や事件もなかったことと、これから始まる二学期の行事について。

　今け朝さ、登校の途中で酒多さんたちと話した時にもあがったけれど、二学期には体育祭と文化祭が控ひかえている。

　体育祭はともかくとして、問題は二学期前半に行われる文化祭だ。

　生徒会とは別に、文化祭の時だけ臨りん時じでクラス委員を立てなければならないらしい。

　体育館の壇だん上じようで校長先生が軽く咳せき払ばらいをした。

「文化祭実行委員になった生徒は、文化祭が盛り上がるようにがんばってくださいねぇ……えー、ではこれで話を終わりにします」

　蒸むし暑さから避難するように、上級生の列から順に体育館を後にした。俺たち一年生は最後の方だ。待っている間も汗あせばんでくる暑さで、頭がボーッとなりがちだ。

　少し待って、列が崩くずれ気ぎ味みになりながらようやく体育館からの脱出が始まった。女子の列が先に動き始める。酒多さんと縁は行ってしまった。

　とたん、眼鏡バカが俺の隣にやってくる。

　暑いのに……さらに暑苦しいのが追加された。

「おい朗！　文化祭だ！」

「そうみたいだな。どうしたんだ？　文化祭実行委員にでも立りつ候こう補ほする気か？」

「そういうテメェはどうなんだ！」

「するわけないだろ。ポイズンのバイトもあるんだし」

「はぁ？」

　怪け訝げんそうな視線を向けてくる川かわ原はらが、妙みようにむかつく。

「なんだよその目は」

「つうかスケジュール聞いてないのか？」

「スケジュールって？」

　ポイズン関連で何かあっただろうか。

「カレンダーくらいちゃんと見ておけって。オレはちゃんとポイズンのカレンダーチェックしてるんだぜ」

「何が書いてあったんだ？」

　重要なことならそのうち碧店長から口頭で連絡があるだろうと、俺は油ゆ断だんしていたようだ。

「文化祭の準備期間中、ポイズンは消えるんだ！」

「は？」

　熱でやられたのかこの男。

「は？　じゃねぇって！　消えるんだよ」

「消えるの意味がわからんのだが」

「魔球のように忽こつ然ぜんとな。そんなこともわからないのか」

　ウザい。けど、俺も夏休みを乗り越えて一つ大人になったんだ。

「すいませんわかりません。というか川原。もう少し相手にわかるように説明する努力をしよう。な？　お前の言い回しとか説明の仕方は、他人にはうまく伝わりにくいんだ」

「オレとテメェは他人なんかじゃねぇだろ？　と、とととともだ……」

「現に俺にちゃんと伝わってないわけだし。つまり俺とお前は他人ってことだ」

「わ、わかった！　伝わるように努力する！」

　時々、川原は川原のくせに妙に素直な一面を垣かい間ま見みせる。とはいえ、良いのはいつも返事だけだ。一学期からの付き合いになるけど、こいつって俺以外のクラスメート……特に他の男子との接点って少ないよな。ほとんど無いと言っていい。

　俺だって社交的ではないけれど、それにも増してこいつときたら……やればできる子なのになんでやらないんだろうか。ポイズンでの接客の時に、きちんと相手とやりとりしてるのが噓みたいだ。

「それで川原。消えるとはどういう意味なんだ？」

「休業だ」

「なんでまた……」

「改かい修しゆうするらしいぜ」

　なるほど。川原よなんで最初からそう言わない。

「消えるって比ひ喩ゆ的てきな表現を使わずに、改修すると最初から言うようにしましょう」

「え、あ、なんで？」

「なんで？　じゃないだろ。じゃあ逆に質問するが、なんで比喩的表現なんだ？」

「だって消えるって言った方が格段に格かつ好こういいだろ」

　ああこいつ、コミュニケーション能力に致ち命めい的てきな欠けつ陥かんがあるな。こんな奴を文化祭の実行委員にでもしようものなら、うちのクラスは空中分解確定だ。

「お前は絶対に実行委員に立候補しないでくれよ」

「いやぁ……照れるな」

　川原はぽりぽりと指で自分のほっぺたをかくような仕草をみせた。

「褒ほめてないから」

　どこをどう受け止めたらそういうリアクションになるんだ川原よ。相手への送信もダメだが受信機能も逝いってやがります。

「で、話をまとめるとだな、ポイズンの改修期間がちょうど文化祭の準備＆開場期間と合がつ致ちするわけだ！　これって超ラッキーじゃね？」

　俺は歩きながら腕組みした。体育館を抜けて校舎への連絡通路を進む。風が心地ここちよい。ぼーっとしていた頭も適てき度どにクールダウンされた。

　考えた結果……ほぼ一〇〇パーセントその日程は碧店長の計算ずくと断定できた。あの人、また何か企たくらんでるんじゃないか。

「ラッキーというよりも作さく為いを感じるな」

「で、オレらは文化祭に全力投球できるんだよ」

「やる気を出すのは構わんけど、まだ何をやるかも決まってないだろ」

「おい朗！　なんだっていいだろもっと熱くなろうぜ！」

　いや良くない。そもそも展示とかになったらがんばりようもないわけだし。

　展示かぁ……。文化祭の出し物の中でも、もっとも気楽な出し物だよな。

「そうだ川原。お前の撮とった写真で展示パネルでも作ってみたらどうだ？　まあ、クラスの出し物の邪魔にならん程度にでもな。せっかく良いカメラを使ってるんだし」

「ダメだ！　は、恥はずい！」

　はずい？　ああ、恥ずかしいのか。こいつに羞恥心があったことに驚きだ。

「まあ無理にとは言わないから」

　そんな会話をしながら俺たちは教室に戻ってきた。ざっくりと室内を見回す。クラス委員にはまじめな「まさにこれぞ委員長」タイプの東ひがし山やまさんがいるけど、文化祭実行委員は誰がやるんだろうか。

　それに、うちのクラスの男子連中はあまりこういった行事に積極的な方じゃないし……。

　ぱっと見て該がい当とう者しやも思いつかず、俺は自分の席に戻った。川原はといえば……ああ、またあいつ充じゆう電でんモードだ。二学期に入ってからも、俺や酒多さんや縁以外との交流は拒否ですかそうですか。

　入れ替わるように酒多さんが俺の席にやってきた。当然、縁も席についたままこちらに顔を向けている。

「文化祭楽しみですね朗くん！」

「楽しみですか酒多さん」

「朗くんはそうじゃないんですか？」

　中学の頃は文化祭という行事そのものはなかったけれど、近くの高校の文化祭の一般公開日なんてものはあった。けど、実際に行ったことはない。異能の都合で。というか一緒に行ってくれる人がいなかったという都合で。

　だから俺が知っているのは漫画やアニメやドラマやゲームや、そういったものに出てくる文化祭だ。

「俺は実際に参加するのは初めてだから、楽しみなのかどうかもわからないんだ」

「きっと楽しいですよ！　わたしも参加するのは初めてです」

「うちのクラスは何をやるんだろうな」

　俺がぼんやり呟くと、縁が首をこちらに向けて呟いた。

「展示で十分だ。街の歴史とかそういうありきたりな企画がいい」

　俺にも増してずいぶんと消極的ですね縁さんときたら。

「そうだ縁！　なんで話してくれないんだ？」

「……？」

　縁は首を傾かしげる。こういう仕し草ぐさは小動物的でいいなと思う。牙きばと爪つめが鋭えい利りすぎるのを除のぞけば、彼女は愛あい玩がん動どう物ぶつのように可愛らしい生き物だ。

「ポイズンを改修するんだろ？」

　縁が首を傾げたのにつられて、一緒に首を傾げ気味になっている酒多さんの目が丸くなった。

「え、ええ？　本当ですか朗くん？」

「いや、ごめん正確な情報じゃないんだけど……ソースは又また聞ぎきだし」

「改修？　どういうことだ朗！」

　縁が慌あわてている。

　ああ、こりゃまた碧店長……縁に話してないみたいだ。

「川原がポイズンのカレンダーで見たらしいんだ。詳しいことは今日の営業前にでも聞いてみようぜ」

「……お母さん……お店」

「どうしたんだ縁？」

「なんでもない！」

　縁はぷいっとそっぽを向いた。

【お店を変えたらお父さんの思い出がなくなっちゃう。そんなの寂しいよ】

　縁の心の声（？）は悲しげだ。

　ともかく、正確なことはわからないけど二人に伝えておこう。

「それで、ポイズンの改修工事の期間がちょうど文化祭の準備期間と重なるから、ポイズンでバイトできない分は文化祭に全力投球できるらしい」

　しまった。全力投球だなんて川原的な言い方だ。

　酒多さんがうんうんとうなずいた。

「朗くんが全力投球するなら、わたしはそれを全力でキャッチします！　ほ、ほら、えーと、あの、野球のキャッチャーって女によう房ぼう役やくって言うんですよね」

　顔を赤らめながら酒多さんはまじめに告げた。

　なんてことを言い出すんですか！　俺まで恥ずかしくなってくる。

　時々だけど、天然で酒多さんはこんなことを言ってしまうから……愛いとおしくなってしまうんだ。

　俺は愛おしくなった素振りを悟さとられないよう平へい静せいを装よそおった。そうしないと酒多さん大好きッ子な縁が不ふ機き嫌げんになってしまう。俺の半分は我が慢まんと自じ重ちようでできています。

「いや俺は展示もいいと思うんだけど。ほら、展示なら事前に準備をしっかりしておけば、文化祭の当日はそれほど忙しくもないだろうし。そうなれば他のクラスや部活の出し物をゆっくり見学できるし」

　縁がそっぽを向いたまま口を尖らせた。

「お前、結局酒多さんとデートしたいだけだろ」

　酒多さんがさらに、耳たぶまで赤くなった。

「え、あ、あわわわわ」

　酒多さんの反応に縁が俺を睨んでくる。

「……チッ」

　舌した打うちだ。最近は少なくなってきたのだが、俺に幸せが舞い込むと必ずおまけについてくる。

「み、みみみみんなでデートしましょう！」

　酒多さんが拳こぶしを握にぎって脇わきを締しめ胸を張った。たゆんたゆん。

　今なお成長中（碧店長談）の脅きよう威いの胸きよう囲いに俺は驚きよう異いを禁きんじ得ない。

　縁ががっくりとうなだれた。ツインテールをしょんぼりさせながら呟く。

「それならいいです」

　瞬間、俺の右耳がうずいた。

【みんなでデートじゃなくて、朗と……だめだよ。そうしたら酒多さんが独りになっちゃう。私は我慢しなきゃいけないんだ。朗とは文もん句くを言い合う仲じゃないと。朗が私を苦手に思うくらいじゃないと……朗に優しくされると……私がおかしくなる。私が私じゃなくなる。だから朗に優しくされないようにしなきゃ。なんでこんなに朗のことを考えちゃうんだろ。酒多さんに幸せになってほしいのに、私は悪い女の子だ】

　ああああああ。これは俺の妄想だ。縁がこんなことを考えるわけがない。

　けど、もし本心だったら……どうすりゃいいんだ。

　縁が俺のことを好き？

　あり得るのか？

　あいつは俺の異能がなくなったかどうか確かめるために、俺の頰にだけどキスをして、悲ひ鳴めいをあげたような奴だし。

　でも、本当に嫌いな相手にキスなんてするだろうか。

　考えれば考えるほど深ふかみにはまっていってるような気がしてならない。

「朗くんどうしたんですか難しい顔して？」

「え、いや、なんでもないです」

　酒多さんは不思議そうにしている。

　俺の新異能の件。どのみちこのままにはしておけないのだし、できるだけ早めに縁に言うことにしよう。

　隠しておいて後でグダグダになるのはもうまっぴらだ。この声が俺の妄想だとはっきりさせられればそれで良し。俺は「妄想癖へきのある困った人間」ということですべてが丸く（？）収まるだろう。

　妄想じゃないとしたら……どうしよう。




　学校にいる間は、酒多さんと縁はいつも一緒だった。そして、酒多さんはといえば、クラスの女子たちともうまくおつきあいができている。特に西川さんとは仲が良く、縁もいつの間にか西川さんと顔見知り以上友達未満という感じになっていた。ただ、縁はとっつきにくいので、西川さんがちょっぴり怖がっているような気がしないでもない。

　始業式のあとクラスでのホームルームも終わったところで、酒多さんは珍しく西川さんに呼ばれていた。

「朗くん、きょ、今日はちょっと遅くなりそうなので、縁ちゃんと一緒に先に帰ってください」

「あ、ああ。そうするよ」

　いかにも西川さんから相談を受けた的な雰ふん囲い気きだ。女の子同士でしか言えないこともあるだろうし、俺が首を突っ込むのは無ぶ粋すいだろう。

　問題はその相談事にはぶられた縁だった。

「私も酒多さんと一緒に相談を受ける」

「あ、えっと縁ちゃんはその……」

　酒多さん。断りたいのに断れなくなってるな。

「その……なにかあるんですか酒多さん？　あ！　えーと言いたくないならいいです。別に全然気にならないし、私はその……あの……」

　それを察さつしたのか縁がちょっぴり涙なみだ目めになった。

「急用があったのでやっぱり帰ります。いくぞ朗」

「へいへい」

　今日は縁と二人で下校することに決定した。

　しかし、酒多さんが縁に秘密で西川さんと相談？

　もしかして縁のサプライズ誕生日パーティーでも企画してるんだろうか。と岡おか目め八はち目もくな俺は思う。

　でも俺的にもちょうど良い展開だ。いつも酒多さんと一緒の縁を呼び出す手間が省はぶけたし。

　ただ下校途中はうちのクラスの連中及および、稲いな波ば高校の生徒で通学路は結構賑にぎわうからな。壁に耳あり障しよう子じに目ありとまでは言わないが、歩きながらというのもまずい。

　どこか途と中ちゆうの公園で寄り道して二人っきりになってからでないと、切り出しにくい。俺の異能のことを知っている人間は、やっぱり最小限にとどめておきたかった。

「じゃあ、お先に」

　俺は酒多さんに軽く手を振った。ここで一いつ旦たん別れても、夕方のポイズンでまた合流するのだし、なんだか変な感じだ。

　縁は不機嫌そうに肩を怒いからせながら俺の二歩先をずいずい歩いていった。

　酒多さんと違っていきなり転んだりはしないけど、ちょっと心配だ。

　俺が縁を追って歩き出すと背後から川原に呼び止められた。

「たまにはオレと一緒に帰ろうぜ！」

「お前の家は俺の通学路と反対方向だろ」

「引っ越せ！」

「そんな理由で引っ越せるか！」

　川原の相手をしている間に、縁との距離が開いてしまった。俺は慌てて廊ろう下かに出ると速足で彼女の背中に追いつくのだった。




　つかつかつかつか。

　俺の方に振り返る素振りも見せず、縁は黙もく々もくと歩く。昇しよう降こう口ぐちで追いついたのだが、彼女は俺を待たずに行こうとした。

「ちょ、ちょっと待ってくれ縁！」

「なんで私がお前を待たねばならないんだ」

「一緒に帰るって言い出したのはお前だろ？」

　口で足止めしながら俺は靴くつを履はいた。

「言ってない」

「行くぞ朗って言ったじゃないか」

「あれは酒多さんが先に帰っていてほしいって言ったからだ」

「そりゃそうだけど」

　とりつく島の無い感じに俺は肩を落とした。やっぱり、聞こえてくる縁のあの声って、俺の妄想っぽいよな。

　けど、ここで言わないことで、あとあとトラブルになるパターンはまっぴらだ。

「そうだ縁。ちょっと公園にでも寄っていかないか？」

「……はぁ？」

　じと目で俺を見据えるその視線、ゾクゾクします。悪い意味で。

「いやほらアレだよ。いつも相談事とかで俺のことを呼び出したりするだろお前」

「不公平とでも言いたいのか？」

「責せめるつもりはないけど、たまには俺のお願いをきいてほしいなぁ……なんて。この前の旅行の時だって、ホテルの屋おく上じようにいっただろ？」

　瞬間、縁の顔が真まっ赤かになった。

「よ、よよよっよ呼び出して、き、きききキスするのか!?」

　昇降口の外にはまだ稲波高校の生徒たちが多い。幸運にもクラスメートはいなかったのだが、視線が集まってる気がしてならない。

「するか！　はっはっはー縁さんときたら冗談がお上手なんだから」

「当たり前だ。それにお前の冗談はつまらん」

　瞬間、俺の右耳が火を吹いた。

【なんだ冗談だったのか。ちょっと残念だな。けどホッとした】

　今の声で、じと目で赤せき面めんしながら睨み付けてくる縁が、なんだかちょっとだけ可愛く思えてしまった。

　いかんいかん。俺は酒多さん一筋だぞ。それにしても俺の新異能が俺の妄想発生装置だとすれば、なんて台詞せりふをねつ造ぞうしやがりますか。

「それで、行くのか公園？」

「あ、ああ。もし縁さえ良ければ」

「公園じゃなくても、人気の無いところならどこでもいいのか？」

「まあそういうことになるかなぁ……ともかく見られるのはまずいんだ」

「へ、変態！」

「え、あっ！　違う違います本当にやましい気持ちは欠片かけらもないんです」

　予想はしていたがこんなにも縁を連れ出すのが大変とは思わなかった。

「じゃあ、約束しろ。変なことはしないって」

「しますします当然だろ」

　縁が小指を立てて拳を突き上げてきた。一瞬、俺は防御姿勢になったのだが、よくみればそれは指切りのポーズだった。

「約束だぞ」

　俺は指切りの指に自分の小指をひっかけた。

「指切りげんま～ん♪　噓ついたらお前のパソコンのハードディスクの中身をあらいざらい公開する♪　指切った♪」

　なんとも現代的な処刑方法ですね縁さんや。

「じゃ、じゃあ行こうか」

「本当に公開するからな」

　念押しする縁と視線が合ってしまった。

「勘かん違ちがいするなよ」

　縁が小さく唸うなる。すると、俺の右耳に木霊こだまのようにワンテンポ遅れて彼女の声が響いた。

【これってもしかして、二人きりで、でででデート!?　手とかつないでいいのかな。そ、それにこれはさ、酒多さんが行ってきていいって言ったのがもとだし、酒多さんの了りよう承しようを得てるからいいんだよね】

　一瞬、縁の左手がすっと俺の方に伸びてきた。

　これって……偶然だろうか？　すべて俺の妄想だと思っていたい。けど、右耳に聞こえる新異能の声は、やっぱり縁の……。

　怖くなって俺の口が滑すべる。

「手でもつなごうか？」

「つなぐかバカ。死ね。電でん解かい水すいで安全に除じよ菌きんされ死ね」

「俺は花粉やウィルスなんかじゃない！」

　校門から外に出る。なんだかここまで来るのにもようやくといった感じがした。




　通学路沿いから少しだけ住宅地に入ったところにある、小さな児童公園で俺は立ち止まった。この時間なら公園の主役たる児童たちが遊んでいてもおかしくないのだが、公園は静かである。

　周囲に稲波高校の生徒の気配はなくなっていた。それどころか人っ子一人見あたらない。

　俺には好都合だ。

「なんかこういう公園って、足を踏み入れるのも久しぶりだな」

「用件を言え」

「まあそう急せくなって。そうだブランコに乗るか？　後ろから押してやるぞ」

　普段なら絶対にここで嚙かみついてくるはずだ。俺は自分のスネに注意を向けた。ローキック対策を最近は念入りに行っている。正対してからの縁のローキックに対して、蹴られる足を軽く上げることでダメージを逃がす防御法を、今こそ試ためす時がやってきた。

「……うん。乗る」

　と、思っていた俺の勢いは瞬時に削そがれた。

　やけに素す直なおですね縁さんや。

　縁と俺は鞄かばんをベンチの上におき、縁は子犬のようにブランコに飛び乗った。

「え、えーと……じゃあ押すぞ」

　縁はコクリとうなずく。俺は子供にしてあげるように、縁の肩をぐいっと押した。反動をつけて徐じよ々じよにブランコの振ふり幅はばを大きくしていく。

「縁はもしかしてブランコが好きなのか？」

「ば、バカにしたら殺す」

「ああ、好きなんだな」

　まあ、年の割に子供っぽいと言われたくないのだろうけど、縁よ大丈夫だぞ。まだお前は小学校高学年で通じるものがあるからな。

「な、なんだ！　その上からな雰囲気は！」

「別に大人だってブランコ好きな人はいるだろうし、いいんじゃないか？」

「うう……死ね」

　反抗的な口ぶりのわりに、縁は素直にブランコに揺られ続けた。

「けど、ちょっと意外だったな。ブランコが好きっていうのは」

「お父さんが……昔こうしてくれたんだ」

　お父さん？　というと、碧店長の旦だん那なさんか。

　縁の大切な思い出に唐とう突とつに触れてしまった。

「私はちっちゃかったから良く覚えてないけど、ブランコのことは覚えてるんだ」













「そうか。家族の大切な思い出か……」

　なんだか異能のことを言いづらくなってきたぞ。

　もう少しこうしてブランコを揺らしてやるか。

「よし！　もっと高くするぞ！　うおおおおおおおりゃああッ！」

　先ほどよりもさらに力強く、俺は縁の背中を空に向けて送り出した。

「高いぞ朗！　も、もっとだ」

　本当に本当に、珍しく素直ですね縁さんや。

　端はたから見れば、高校の制服を着た怪あやしげな二人組が児童公園のブランコを占せん拠きよして、危険な遊技行為をしているという状況だろうけど……俺はしばらく、縁が満足するまでブランコの加速装置になった。

　五分もしないうちに汗だくだ。

「ハァ……ハァ……これくらいで勘弁してください」

「だらしないやつだな……でも…………………………ありがとう」

　超小声で彼女はボソリと謝意を示した。

　俺はベンチに腰こし掛かける。縁がぴょんとブランコから降りると俺の前に立った。

「それで用件はなんだ？」

　そうだ、本題を忘れるところだった。公園にはブランコを押しに来たのではないのだ。

「ハァ……ふぅ……あの、実は……俺」

「深しん呼こ吸きゆうでもしたらどうだ」

　お言葉に甘えてスーハーしてから、俺は縁を見上げた。ベンチに座っている俺と、立っている縁の視線が空中で交こう錯さくする。

「単刀直入に言うと、異能が増えた……かもしれないんだ」

「かもしれないとは曖あい昧まいだな」

「そうなんだ。だからその……確かめるためには、どうしても縁の協力が必要だった」

「私の協力？」

「そうだ。俺の新しい異能なんだが……」

　言おうとして少し、止まってしまった。どういう言い方にすべきなのか、整理してくればよかったと直前になって後こう悔かいする。

「なんだ？」

「変なことを言うかもしれないけど、我慢してきいてくれ。俺の異能は七秒後の未来の音を聞く力で、それができるのは波長が合う人間だけ。これは今まで通りなんだ。俺は酒多さんと縁の七秒後の悲鳴を聞くことができる。鬼き頭とう晴はる美みさんや碧店長や川原には、この力は発現してない」

「……それで？」

「それに加えて、なんていうか……七秒後の声じゃないんだけど、相手の心の声みたいなものが聞こえるようになったんだ」

　瞬間、縁の顔が青ざめた。

「まさか、私の心の声が聞こえるだなんていわないだろうな」

「残念ながらその通りかもしれない」

「な、何を聞いた!?」

「えーと、それは……」

　今日、ここに来る前にデートかもしれない的なことを、縁の心の声は言っていた。

「で、デートかもしれないとか」

　縁の顔色が青ざめすぎて真っ白になる。

「う、噓だ」

「もちろん俺の一方的な妄想かもしれないって思ったんだけど、もしかして……」

「妄想だ。お前は私をツンデレキャラにしたいんだな？」

　したいかどうかはともかく、縁が認めない以上、あの声がすべて俺の妄想及び願望な可能性は否定できない。

「もしかしてハズレてたのか？」

「ハズレもなにも、お前とデートなんてしたいと思うわけない。私はお前のことなんて嫌いなんだからな。酒多さんを守るためにたまたま偶然居合わせたくらいの関係性なんだからな。そ、そうやってまた異能があるあるブラフで私に対して精神的優位性を保たもとうとしているんだろう!?」

「そ、そんなつもりはないですすいませんごめんなさい」

　この反応からだと、本当に心の声が聞こえてるような気がしてくる。縁はムキになっていた。

「いいか朗。もうその話はするな。全部、お前のもうどう……妄想だ！」

「わかった。もうしない」

　あまりしつこく聞くと、縁が爆発してしまいそうだ。

　うーむ。やっぱり俺の思い過ごしなんだろうか。ともかくこの声の正体については、今は深く追つい及きゆうしない方がよさそうだ。

　もうしないとは言ったけど、どうにか確認する術すべはないだろうか。
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　二学期が始まってからちょうど一週間。俺おれもようやく夏休みモードが抜けてきた。学校の授業が平常になり、ポイズンでのアルバイトとの掛け持ちが、存ぞん外がいハードだと不ふ覚かくにも思ってしまった。

　一学期はいろいろと必死すぎて気づきもしなかった。この忙しさに慣なれてしまっていたんだな……と、俺は痛感した。

　とはいえ、酒さか多たさんと一緒に居られる時間が増えるポイズンでのアルバイトは、大変ながらもやはり楽しいものに変わりない。

　ある日の仕事終わりにはこんなことがあった。

　縁ゆかりと晴はる美みさんが着替えていて、俺も川かわ原はらが着替えるのを待っている。碧みどり店長はレジのチェックに忙しく、酒多さんとフロアで二人きりだ。

「朗あきらくんお疲れさまです！　今日は特別に肩をもみもみしてあげます！」

　俺の後ろに回り込むと、酒多さんは俺の肩に腕をのばしてぎゅっぎゅと揉もんでくる。

　腕を伸のばして揉みにくそうなので、俺は膝ひざを曲げてその場にしゃがんだ。

　お盆に料理を山やま盛もりにして運んだりしている成果なのか、酒多さんは意外にも握あく力りよくがあった。それほど肩が凝こる体質ではないのだけれど、幸せな気持ちになる。

　お返しに肩を揉んであげたい。でも、それってセクハラだよな。

「あ、ありがとう酒多さん」

「朗くんとす、スキンシップしたいから」

　そ、それって恋人的な……いや、きっとあれだ。猫や犬をブラッシングしてあげる的なスキンシップだ！　そうだそう考えればセクハラとかにならないんじゃないか！

　自分への言い訳ができたところで、俺は思いきった行動に出た。

「お、おおおお俺ばっかり揉んでもらって悪いから」

「え？　い、いいんですか」

　やっぱり胸が大きいと凝るんだろうか。嬉うれしそうな、でもちょっぴり恥はずかしげな表情を見せてから、酒多さんはくるりとターンして俺に背中を向けた。俺が酒多さんの肩に触れようとした瞬間……。

　着替え終えた縁がフロアに戻るやいなや、加速して俺の横からドロップキックをかましてきた。

　吹き飛ぶ俺の身体からだ。背後で何が起こったのかわからず首を傾かしげる酒多さん。自分の身をなげうってまで俺を殺しにかかる人間ミサイルこと縁。

　結局、俺は酒多さんの肩を揉むことができませんでした。

　そんな賑にぎやかな日々が続く中、碧店長から正式にポイズンの改修工事の日程が発表された。

　稲いな波ば高校の文化祭に合わせた日程で工事が始まり、来月の今頃にはリニューアルオープンだとか。基本的なデザインは今まで通りだけど、キッチンのスペースを少し広げてくれるらしい。確かに、最近お客さまも多くなってきて、晴美さんと二人で作業する時に少し窮きゆう屈くつに感じることもあったし。

　工事は週末から始まるため、今週いっぱいはポイズンも「リニューアル前サンクスフェア」をするんだとか。フェアの特典はいくつかあるけれど、俺が関係するものといえば……オムライス一〇〇円引きだ。

　団体のお客さまが怖こわい。

　そして、ポイズンの工事が始まる頃からちょうど、稲波高校では文化祭の出し物の準備作業が各クラスで少しずつ、ゆっくり動きだすのだ。

　といっても序盤はクラスの文化祭実行委員が中心になって進める感じで、クラス全員が準備に忙しくなるのはまだ先の話のはずだった。

　俺は学校の教室の机について、ここ最近のポイズンでの仕事のことを思い起こしながら、眠い目をこすりつつ黒板を見つめる。

　本日の午後の授業はロングホームルームだ。

　うちのクラスの担任はやる気がないのか、生徒の自主性を尊そん重ちようするつもりなのか、仕切りは全部クラス委員長の東ひがし山やまさんに丸投げしてしまった。

　黒髪ロングのポニーテールに眼鏡めがねな東山さんは、地じ味み目めな普通っ子の西にし川かわさんと、日焼けした派手派手コギャル系な南なん原ばらさん、それに隣となりのクラスのスポーツ少女な北きた野のさんと仲がよいらしい。後にわかったことだが、一学期の球技大会で縁と激闘の末すえに敗やぶれたバレー少女が北野さんだった。あの時、異能で縁をサポートしたので、俺は一方的に北野さんに負い目を感じていたりする。

　黒板の前に立って東山さんがホームルームを進行しだした。

「それではホームルームを始めたいと思います。本日の議題は文化祭の出し物についてです。まず何をするかを決める前に、クラスから文化祭実行委員を選出したいと思います。私は生徒会とのやりとりを中心に行うため、実行委員にはクラスをまとめてもらうことになるかと思います。立候補を募つのります」

　こういうのって、なかなか立候補する人間はいないよなぁ……と、思いつつ、俺は自分の席の斜め前に座る酒多さんの方をチラ見した。

　目が輝いている。

　危険だ。酒多さんに実行委員を任せるのは、なんだかとっても危ない気がしてならない。いや、それでも酒多さんがやりたいというのであれば、俺は協力を惜おしまない。惜しまないぞ。

　不意に俺の右手側から殺気が放たれていることに気づいた。

　縁である。彼女も酒多さんのワクテカに気づいたらしい。縁はノートの切きれ端はしにメモを書くと、それを丸めて俺に投げつけてきた。

　痛いということはないのだが、なんだか釈しやく然ぜんとしない。

　丸められたメモをとりあえず開いてみる。

『お前が立候補しろ』

　ああなるほど。俺が立候補すれば酒多さんは身をひいて、俺を応おう援えんしてくれるだろう。けど、俺がやるのか？　クラスを牽けん引いんするなんて無理すぎるぞ。だいたい男子の輪の中に俺はそこまでうまく溶け込めていない。

　自分でもなんとな～～くわかってる。

　周囲から見れば、俺はいつも酒多さんや縁と一緒にいるわけで、縁の実情を知らない男子連中からすれば両手に花なわけだし。

　嫌けん悪おや嫉しつ妬ととまではいかなくとも、あまり良い印象を持たれているとは思えない。まあ、サッカー部の柏かしわ木ぎ君とはちょっとだけ交流があったりもするんだが。

　球技大会の時に俺の献けん身しん的てきなディフェンスを、彼は評価してくれていた。日本代表の国際試合があると、その話題でちょっと盛り上がったりもしたけど……主に柏木君が俺に話しかけてくる動機は一つ。

　川原をサッカー部に入れられないか？

　これに尽つきる。いや、俺もそうした方が川原にとっては幸せなんじゃないかと思うのだが、当人にやる気がまったくないのだ。

　話を戻そう。

　俺が話ができる男子は二人だけ。川原と柏木君だ。クラスの人気者とまではいかなくとも、ある程度のコミュニケーション能力がないと実行委員になっても、うまく指示したりとかできないと思うわけだし、そもそもうちのクラスは女子が強い。

　イベントでは仕切りも盛り上げも女子の「仲良し力」が大いに発はつ揮きされて、男子はいつも女子の企画にのっかるだけなのだ。

　やっぱり実行委員は女子が良いような気がする。

　俺もノートをちぎってメモ書きにすると、丸めて縁にパスをした。

『実行委員には女子が良いと思う。クラス行事はいつも女子中心だから、むしろお前がやれ』

　そんな内容だ。縁が舌打ちする。つまり、俺の意見の正当性を認めたということか。

　教室の中がざわついている。誰が猫の首に鈴をつけるのか？　ネズミたちの会議のような雰ふん囲い気きに……耐えきれないバカ眼鏡が一人。

「うおおおおおおおおおおおおおお！」

　ガタッ！　と、音を立てて川原は立ち上がった。

　やめろ川原！　お前じゃ……お前のコミュ力じゃ文化祭実行委員は無理だ！　いや、無理は言いすぎかもしれないし、立候補もしない俺が言うこっちゃないかもしれんし、そもそもお前って、球技大会の件から男子にも女子にも一いち目もく置おかれてるから、むしろ俺よりも良いような気はするけど……。

「どうしたんですか川原君？　立候補ですか？」

　東山さんは至いたって冷静だ。

「違う！　推すい薦せんだ！」

　ゆっくりと川原が俺の方に振り返る。

「面めん堂どう君がいいと思います委員長！」

　待てえええええええいい！

　どうしてそうなる？

「他に立候補、及および推薦はありますか？」

　東山さんが普通に進行を続けてしまった。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　じゃない、ください」

　慌てて俺は立ち上がった。

　ああ、やばい。酒多さんが俺をじっと見てる。ちょっぴり潤うるんだ瞳ひとみで。やめてください酒多さん。視線に「がんばれ～がんばれ～」って念を込めるの！

「面堂君は推薦されたことに何か不満があるんですか？」

「えーと委員長。俺にはちょっと役やく不ぶ足そくです」

「つまり、自分は実行委員では収まらない器うつわだと主張するんですね？」

「ハッ……しまった」

　相当混乱してるのか、力不足と役不足が混ざってしまった。

「それでは実行委員は面堂君に……」

「待って！　すいません間違えたんです！　俺にはできる自信がありません」

　格好悪いけど、俺にはクラスをまとめるなんて不可能だ。俺が困こまっているのを見かねたのか、酒多さんがきょろきょろと周囲を確認した。

　まずい。このままだと酒多さん……俺を助けるために立候補しかねないぞ。

「は、はい！　委員長！　提案があります！」

　酒多さんが挙きよ手しゆしながら立ち上がった。

「酒多さん意見をどうぞ」

「あ、あの、わたしは……」

　立候補するんですか？　するんですね酒多さん。なら俺は全力でお手伝いします。ああ、また逃げてるな俺。酒多さんにやってもらおうとしているなんて。ここぞという時にメンタルの弱さが露ろ呈ていする自分が情けない。

　だが、俺の予想ははずれた。酒多さんは俺ではなく、隣の隣の席に視線を向けたのだ。

「実行委員には西川さんが良いと思います♪」

　意外なところで普通っ子な西川さんの名前が挙あがった。言われた西川さんはというと、ちょっと驚きながらもまんざらでもなさそうだ。

「実は京きよう子こちゃんのお手伝いできたらなって思ってたのよね。けど、わたしなんかが……って思っちゃって」

　京子ちゃんというのは東山さんのことだ。東山さんの頰ほおが赤あからむ。女の子同士での恥ずかしいやりとりは、なんだかちょっと可か愛わいい感じだが……いや、いいんじゃないか？

　西川さんは普通っ子だが、誰とでも仲良くできて、かといって男子にこびるようなところもなく、縁ですらも「西川さんは酒多さんの友達」と認めるくらいの素敵な女の子だ。

「俺も西川さんが適任だと思います」

「あ！　おい朗！　オレの推薦を無駄にする気か！」

「いいか川原。世の中には適材適所という言葉があるだろ」

「んだよ！　なんだってチャレンジだろ！」

　そういうポジティブなところに、俺は憧あこがれすら抱くぞ川原。だけどお前と違って俺はハイスペックでもなんでもないんだ。

「そこまで言うなら自分が立候補したらどうなんだ？」

「断る！」

　なんて勝手な奴なんだ。

　しかしながら、西川さんで決まりそうだ。対立候補の俺からも推薦されて、当人にもやる気があるならこれ以上ない。

　東山さんが確認した。

「他に立候補、推薦はありませんか？」

　教室のどこからも異論は出ない。しかし、俺が言うのもなんだけどうちのクラスの男子はみんな、流されっぱなしというかやる気がないというか、無気力とは違うのだが積極性に欠けている。

　誰だれでもいいよ。

　そんな声が異能抜きに、聞こえた気がした。こんな調子で文化祭なんてできるんだろうか？

　東山さんが小さくうなずいた。

「それでは文化祭実行委員は西川さんにお願いしたいと思います。西川さんは前へ」

「う、うん！」

　パチパチパチと、女子を中心に拍手が起こった。その中心になっているのは意外にも、コギャル風な南原さんだ。こういった行事には「たりぃ」といった感じでサボりそうな雰囲気なのに。いや、人を見た目で判断するのはいけないよな。

　男子もなんとなくそれに釣つられて拍手している。俺は席についた。川原は再び机につっぷしている。

　ここでスイッチオフとは、やっぱりわけがわからん。本当に俺に実行委員をやらせたかったんだろうか川原は。がっかりして絶望したあげく、電源が切れてしまった……なんてわけないよな。

　そして縁はといえば、特に不機嫌な素そ振ぶりも見せていない。この人事に納得しているようだ。

　酒多さんは嬉しそうに微笑ほほえみながら、ちらりと俺の方を見た。一瞬、目が合う。

　なんだか恥ずかしい。酒多さんもはにかんだような笑みを浮かべてから、すぐに前を向いてしまった。

　最近は七秒後の未来の音を聞いて酒多さんを助けるよりも、こんな感じで助けられてばかりな気がする。いつの間に逆転してしまったんだろうか。

　文化祭実行委員に任命された西川さんが、黒板の前で早さつ速そく就しゆう任にんの挨あい拶さつをした。

「あ、あの至いたらないところもあると思うけど、みんなよろしくね！　一生懸命がんばります！」

　ぺこりとお辞じ儀ぎをする西川さん。東山さんは隙すきがなくて、どことなく近寄りがたい感じもあるけれど、西川さんは愛あい嬌きようがあってとっつき易やすい。なんとなく、酒多さんと似ているように思えた。そんな彼女がさっそく議題を提案した。

「それじゃあえっと、さっそくだけど何をするか決めたいと思います」

　早くも実行委員としての仕事を始めた西川さんに、東山さんが補ほ足そくした。

「これから用紙を配るので、やりたい出し物を三つ書いてください。クラス全体の意見を集計した結果から、上位三候補までを生徒会に提出し、他のクラスの出し物との兼ね合いを調整して決定したいと思います」

　えーと、つまりどういうことだ？

　と、俺がすんなり理解できないでいるところで、川原がガバッと起き上がった。

「何を書いてもいいのか!?」

「常識の範囲内でお願いします。それに奇き抜ばつな案は票が集まらないので難しいと思うわよ」

「なんで三つなんだ？」

「他のクラスとやりたいものが同じだと困るのよ。一年生の出し物が全部お化ばけ屋や敷しきということにはいかないでしょう？　だから第二、第三候補まで出しておくのよ」

　相手が川原だろうと東山さんは落ち着いた返答だ。おかげで俺も理解できた。

　そうこうしているうちに、西川さんが用紙を机の列ごとに分配しだす。ほどなくして俺のもとにも用紙が回ってきた。

　さて、どうしたものか。

　お化け屋敷や飲食店は文化祭の花形だと思う。準備は大変だろうけど、文化祭に参加している感はすごくあるだろうな。

　演劇なんてのもある。学校の演劇部も公演を行うけど、クラスでやっても良いわけだし。酒多さんがジュリエットでロミオ役は……しまった、一瞬川原を思い浮かべてしまった。この前のウェディングドレス姿のイメージがまだ俺の中で尾を引いてるみたいだ。でも、演劇っていいよなぁ。公演時間は決まっているわけだし、飲食店なんかと違って当日ずっと忙しいということもない。それでいて、衣装やメークや舞台の装そう飾しよくやら、準備する項こう目もくはたくさんある。キャストばかりが忙しいということもなさそうだ。

　他には射しや的てきや輪わ投なげげといったアトラクション系。商品はクラス中で持ち寄る感じにすれば、結構集まるんじゃないかと思う。ＵＦＯキャッチャーのぬいぐるみとか、なんで買ったんだか自分でもわからないキーホルダーとか。そういうものが日の目を見るチャンスだ。

　けど、一番楽なのはやっぱり展示だよな。

　稲波高校周辺の移り変わりとか。そういえば、今は活動していない写真部の部室前で、昔の稲波高校周辺を写した写真パネルがあったっけ。

　第一希望は……展示にした。

　第二希望は……輪投げ。

　第三希望に……演劇。

　完かん璧ぺきだ。文化祭でまで接客業務をがんばる必要は無いんじゃないか？

　俺が書き終えたところで川原が挙手をした。

「第一希望しかないんだが！」

「では、それだけ書いてください」

　東山さんの返答は明めい快かいだ。

「よし！　喫きつ茶さ店てんだ！」

　声に出さなくても良いだろ川原。

　まあ、こいつの自由っぷりに関しては、もういちいちツッコミを入れるようなことでもないんだが。それにいくら流され易いといっても、うちのクラスの男子たちが喫茶店なんていう高難易度な出し物をしたがるわけがないだろう。

　俺がやれやれと溜ため息いきを吐ついたところで、西川さんが黒板の前からとことこと酒多さんの隣にやってきた。

「そういえば酒多さん、アルバイトしてるよね？」

「う、うん。してるよ伊い織おりちゃん」

　いおりちゃん？　あ、ああ、西川さんの名前か。そういえば、西川さんも酒多さんを酒多さんと呼ぶんだな。

「喫茶店だよね？　たしかぶすじ……ゆ、縁さんのおうちがお店なんだっけ？」

「そうですよ。しかもメイドさんなんですよ！」

「メイド服とか着ちゃうの？」

「着ちゃいますよ！」

　ん？　なんだか妙にわざとらしい会話だな。

　というか、なんで西川さんは今更そんなことをクラス中に聞こえるように言ってるんだ？　だいたい、夏休み中に西川さん、ポイズンに来たことがあったじゃないか。

　酒多さんと西川さんが、どことなくアイコンタクトしてるように見えるぞ。

「それに朗くんは料理がとっても上手で、厨ちゆう房ぼうを任まかされてるんです♪」

「へぇ～～そうなんだ。じゃあもし喫茶店になったら、メニューとかお願いしてもオッケーなのかな？」

「朗くんならきっとやってくれます！　それに信のぶ人とくんも接客がすごいんですよ！　執しつ事じさんなんです！」

「そうなんだぁ。ちょっと意外かも」

　さすがにこのやりとりの怪あやしさに、縁も感づいたようだ。

「おい朗……なんだか嫌な予感がする」

「ま、まさかそんな大丈夫だって。こんな宣せん伝でんトークで喫茶店が第一候補になったりしないって」

　俺は引きつった笑みを浮かべていた。教室中から俺や縁、川原に視線が注そそがれている。男子までもが「なんだ経験者がいるんなら楽できそうだな」的な空気を醸かもし出だしまくりだ。ああ、サッカー部の柏木君まで俺を見ている。柏木君には「川原はバイトが忙しいし、接客部門のツートップだからサッカー部は無理っぽい」と、いつも言っていたもんな……俺。

　西川さんを実行委員に推薦した酒多さん……ここまで計算してたのか!?

　たぶんそそのかした人がいる。酒多さん単独犯はあり得ない。きっと……西川さんだ。普通っ子と侮あなどっていたが、実はしたたかキャラだったのか。

　いや、でもそううまくいくものじゃない。この世に悪の栄さかえたためしなし。陰いん謀ぼうや計けい略りやくや打だ算さんに誠せい実じつさや正直さが負けてなるものか。

　展示だ。展示になれ！　どうか、どうか文化祭くらいは楽をさせてください神様！




　開票の結果、圧倒的多数で我らが一年Ｄ組の第一候補は「メイドカフェ」になりました。喫茶店じゃないのかよメイドカフェかよ！　明らかにさっきのやりとりの影響をみんな受けすぎだろ！　男子も流されすぎだっつーの！

　しかし、まだだ。まだ終わらない。飲食系は人気ジャンルだ。きっと他のクラスもやりたがっているだろうし、競争率は高いに違いない。

　そんな俺の祈りを知ってか知らずか、東山さんが黒板の前で「メイドカフェ」の得票数の正の字を書きながら続けた。

「ここまでメイドカフェが人気とは思いませんでした。これはなんとしても取らなくてはいけないわね。私が責任をもって企画書をまとめるわ。西川さんは手伝ってちょうだい。アピールポイントはそう……経験者ね。一年Ｄ組には喫茶店経営者の子がいて、そこでアルバイトをしている四人が揃そろっており、それぞれが接客や調理のノウハウを知り尽くしたスペシャリストだということ。これを軸じくに企画を通してみせるわ」

　静かな闘とう志しを燃やす東山さんに、俺は絶望感を覚えた。

　後日、飲食店は各学年に一クラスだけという狭せまき門もんだったのだが、一年生の飲食店部門の座を一年Ｄ組が見事射い止とめる。運命は残ざん酷こくだ。

　Ｄ組の勝しよう因いんは二つ。

　一つは東山さんのプレゼンテーション＆企画書のしっかりとした作りが高評価されたこと。そしてもう一つは……ポイズンでメイド服を借りてきた酒多さんが、実際にそれを着て見せたという実じつ演えんっぷり。後者の破壊力は特に強力だったとか。

　こうして俺たちは望む望まざるに拘かかわらず、メイドカフェの準備に着手することになるのだけれど……俺も経験者枠ということでがんばらなきゃならんよな。

　この春、孤独を選び極きよく力りよく地味になり、目立たず誰の目にもとまらず、存在を消そうとしていた自分がクラスの中心になって何かをするなんて、想像もしていなかった。しかも異能の力じゃなくて、料理の力で。




　土曜日から本格的なポイズンの工事が始まった。アーケードの中にあるポイズンの店頭は、すっかりグレーの防音シートで覆おおわれてしまっている。

　工事の準備といった感じだ。が、まだ店内はそのままだし、厨房も使える感じだけど、シートがかかるとお店の雰囲気が消し飛んでしまう。

　縁ほどではないにしろ、その姿がなんだかちょっと寂さびしく思えた。

　バイトはこれからしばらくお休みだ。ただ、その間ぼーっとしてばかりもいられない。

　俺はこれから稲波高校に向かう予定だ。ポイズンの方まで遠回りして寄り道したのは、改修前の店頭を見ておきたかったからだ。

　シートに隠されていてそれは叶かなわなかったけど、待っていてもこのシートがなくなるのは一ヶ月も先の話だし……俺は自転車を押してアーケードを出た。

　稲波高校までは自転車ならあっという間だ。

　土曜日なので駐輪場はがらがらだった。本来は自転車通学の生徒のためのものだけど、適当に場所を拝はい借しやくして自転車を置くと、すぐに教室に向かった。

　一年Ｄ組の教室に入るなり、眼鏡バカが俺をびしっと指さした。

「遅いぞ朗！　二秒遅刻だ！」

「集合時間の五分前だろ？」

　自分の腕時計と教室の時計の針はりを見比べる。どちらもきっかり午前九時五五分。約束の一〇時まで余裕があった。

　が、俺が一番最後だったらしい。酒多さんに縁。そして西川さんが揃っている。東山さんは委員長として生徒会とのやりとりもあるため、この会には出席しなかった。

　女の子三人に囲まれて、なんとなく居い心地ごこちが悪かったのかな、川原のやつ。物もの怖おじするような性格でもなかろうに。

　議長は実行委員の西川さんだ。机を五つまとめてテーブルのようにする。小学校の給食の時間を思い出した。お誕生日席に西川さんがつく。

「えっと、それじゃあ会議を始めるね♪」

　東山さんの仕切りだと、圧あつ迫ぱく感かんで緊張してくるのだが、西川さんはとてもフレンドリーだ。酒多さんがノートを開いた。書記を担当するらしい。

　縁が口を尖とがらせた。

「私はやるなんて一言も言ってないのに……」

　ここに来てまでぶーたれるなって。酒多さんがやる気まんまんなのだから、どのみち縁も協力はするんだろうに。

「縁ちゃんお願いします！　力を貸してください！」

　酒多さんが縁の両手を包み込むように握にぎった。瞬間、縁の顔が赤らむ。

「べ、べべべ別に……酒多さんに頼み込まれたからじゃないから。内ない申しん書しよとかよくなると思っただけだから」

　心にも無いような言い訳だ。俺の右耳は無む反はん応のうだった。あれが心の声であれ俺の妄想であれ、縁が俺に対して言った言葉にしか反応しないのだろうか？

　川原が中指で眼鏡をクイッとあげながら笑った。

「ツンデレ女」

「う、うるや……黙れ死ね。眼鏡のフレームだけ木こっ端ぱみじんに砕くだけ散ちってレンズだけ無む傷きずになり死ね」

「なんだと！　俺のフレームはアレだぞ！　か、カーボンとか使ってるんだぞ！」

　よくわからない喧けん嘩かが勃ぼつ発ぱつした。西川さんと酒多さんは困ったように顔を見合わせてから、同時に俺に視線を向ける。

　なんとかしろ的なお願いですね。了解しました。

　俺は席を立つとにらみ合う二人の間に割って入った。

「はいはいそこまで。縁はツンデレじゃないし川原の眼鏡も砕け散らないから安心しろ。というわけで、会議を始めようぜ？」

　川原はコクコクと無言でうなずいた。縁は俺を睨にらみ付つける。

「だってこいつがッ！」

　まあ、今のは珍しく縁からふっかけていった喧嘩というよりも、川原の方が挑ちよう発はつしてたよな。縁って攻撃的だけど守備力は低いのか？　煽あおり耐たい性せいゼロってことはないだろうけど、ツンデレ女なんて言葉に惑まどわされるなんてらしくない。

　もしかして、ちょっと不安定なんだろうか。店の改修も必要だと頭ではわかってるんだろうけど、思い出が無くなるような不安があるのかもしれない。

　少しだけ、いたわってやろう。俺ってば大人だ。

「そうだな。今のは川原、お前らしくもなかったぞ」

「お、オレらしさってなんだよ！　テメェがオレの何を知っているってんだ！」

　おいおい、こいつまで不安定でやがりますか。

「お前は普段は問題児だけど、ポイズンでは頼れる接客のエースじゃないか？　これから文化祭に向けて、お前のエースとしての役割が重要になってくるんだ。頼りにしてるぜ」

　まあ、正直心配なところも多いのだが、川原の安定運用に欠かせないのはやっぱり「接客意識」だと思う。文化祭まで執事モードをどれだけ多く引き出せるかが鍵かぎだよな。

　なんて、勝手に思っていた俺に良い返事が返ってきた。

「任せろ朗。さあ、会議とかいうやつを始めようか？」

　キリッとドヤ顔な川原。なんとなくだけど、こいつの乗せ方がわかってしまった気がする。

「その前に縁にごめんなさいは？」

「すいませんでした縁さん！」

　川原のやつ、素直に頭を下げやがった。

「ゆ、許す」

　縁もどうやらあまり引っ張って会議の進行を妨さまたげたくはないようで、すんなり川原の謝罪を受け取った。

　酒多さんがほっと胸をなで下ろす。

「い、いつもはもっと仲良しなんですよ？」

　西川さんがうなずいた。

「みんな緊張してるんだよね？　わたしもこういう委員って初めてだから、ちょっとドキドキしちゃう」

「大丈夫です伊織ちゃん！　わたしたちに任せてください！」

　酒多さんが胸を張った。たゆんぷるん。ああ、あんまり背中を反そらさないでください酒多さん。はちきれ感が危険ですから。夏服の薄着っぷりでブラのレースがくっきりと……。

　瞬間、俺の目にサミングが……寸すん止どめで突きつけられた。対面に座る縁だ。

「次は……刺さす」

「いやいやいやいや怖いから！」

　俺がちょっとでも前のめりになっていたら刺さってますから傷しよう害がい事件ですから！

「お、おっぱいなんて脂し肪ぼうの塊かたまりだ。見てて何が楽しいんだ」

　縁がぼやくと同時に、右耳がうずいた。

【朗はやっぱり酒多さんみたいに……おっきい方が好みなのかな……どうしたらおっきくなるんだろ……】

　これが縁の心の声なのか、確認できていない状況がもどかしい。

　が、今はとにもかくにも会議を先に進めねば。俺は自分でもらしくないと思いながら、議長に確認した。積極的にクラス行事に参加するなんて、なんだか変な感じだ。

「それで西川さん。今日は何をするんだい？」

　なんとなく西川さん相手だとタメ口っぽくなってしまう。もうちょっと丁てい寧ねいな方が良かっただろうか？

「えっとね、メイドカフェの企画書は見てもらえたと思うけど……」

　メイドカフェで確定したあと、東山さんから企画書のコピーを全員もらっていた。俺はもちろん、ざっくりとではあるけれど確認している。そこらへんはまじめな酒多さんも縁も確認済みだろう。

　川原がサムズアップした。

「全部暗記したぞ！」

　いや、ざっくりでいいんだぞ川原。酒多さんが川原に尊そん敬けいのまなざしを浴あびせている。

「わぁ、すごいです信人くん」

「ま、まあな。だからなんでも聞いてくれ！」

　照れているんだろうか、川原はぽりぽりと人指し指でほっぺたを掻かいてみせた。

　西川さんが企画書のコピーを鞄かばんから取り出してテーブルに広げる。

「えーと、京子ちゃん……じゃなくて、東山さんがある程度まとめてくれてたんだけど、大まかにわけて……えっと、どこだったかな」

　西川さんの企画書には蛍けい光こうペンでチェックが至いたるところにしてあった。けど、チェックのしすぎでどれが重要項目なのか逆にわかりにくくなっている。

　川原が指を一本立てた。親指ではなく人指し指だ。

「その①経けい理り。お金の流れを管理する人間な。その②が衣装担当。メイドカフェだから、いわずもがな。その③は確か……教室の飾り付け。その④は連絡役。委員長の東山さんと実行委員の西川さんのお手伝いな。で、その⑤は調理主しゆ任にん。これは朗に決定だろ常識的に考えて」

　勝手に調理主任にされてしまった。けど、上げられた役目を考えるとなんとなくそれでいいような気がしてくる。

　川原は思い出したようにぽんと柏かしわ手でを打った。

「そうそう、あと現場総監督？　つうか、男子のリーダーな。女子はまとまってるけど、男子のリーダーがいねぇんだっけ」

　ふと思った。それって俺か川原だよな。そして俺が調理主任ということは……。

「川原……お前が男子のリーダーなのか？」

「はぁ？　なに言ってんだよ。リーダーはテメェだろ？」

　こいつ何言ってるの？　的な視線で川原は俺を見み据すえた。いやむしろその顔は俺がすべきところだろうに。

「じゃあお前は何をやるんだよ？」

「お！　さすが男子のリーダー。さっそく仕切り始めたってわけか」

　うぜぇ。

「いやいや、西川さんが議長なんだし俺が決めることでも……」

　西川さんに視線を向けると、酒多さんと一緒にうんうんうなずいていた。

「面堂くんが現場総監督兼けん調理主任だね？」

「朗くんの役職決定です♪　ばっちり書いておきました！」

　酒多さんはしっかりと書記の仕事に邁まい進しんしていた。俺に拒否権は無しですか？

「ゆ、縁は反対だよな俺が男子のリーダーなんて？」

「この眼鏡よりはいくらかマシだ」

　ですよねぇ……。そういう返しをされると俺自身反論できない。

　川原もなぜか満足げだ。

「つうわけでテメェが男子代表だ。そこで提案だけど、メイドカフェやめて野球にしようぜ！」

「はぁ？」

「男子が野球のユニフォームを着て接客する、ベースボールカフェだ！」

「いやいやいや、野球部でもないのに意味わかんないだろ」

「それを言ったらメイド部でもないのに女子がメイド服着るのだっておかしいだろ！」

　川原の発言に西川さんが議長なのに挙手をした。

「ちょっと待ってよ川原くん！　メイド服可愛いから着てみたいの！」

「なんだと!?　西川さんとやら。男子だって野球のユニフォーム格好いいから着てみたいんだぞ！　なあ朗もそうだろ？」

　拳をぎゅっと握りしめ力説しながら川原は立ち上がった。

「いや、俺はやりもしないのに野球のユニフォームを着るのはどうかと思うぞ？」

「なん……だと」

　ショックで棒立ちの川原に、俺はなんと言葉をかけていいのかわからない。というか、なんでそこまでショックを受けるんだ。

　酒多さんが書記ノートに野球と書いてから、バッテンをつけた。

「野球はなし……と」

「そ、そんな酒多さん野球だぜ？　一いち塁るいに向かって朗がヘッドスライディングしながら注文を取る姿とかみたくないのか？」

「…………ハッ!?」

　酒多さんが一度バッテンをつけた野球の文字を消しゴムで消して、再びノートに書き直した。野球（ヘッドスライディング有り）って、いやいやいやいや、あとでそのノートを見返した時に、意味わからないでしょそれ。

　見かねて縁が川原にサミングした。寸止めではなく眼鏡のフレームをぎゅっと押し込むようにする。レンズに触さわらないあたりに優しさを感じさせるけど、基本的にそういうことしちゃだめだろ。人として。

「や、やめろ！　眼鏡を押し込むなんてテメェの血は何色だ！」

「ベースボールカフェについてちゃんとインターネットで検索してから出直してこい」

「なんだよ違うとでもいうのかよ！」

　まあ、検索はしてないけど間違い無く違うと思うぞ。縁と俺の反対もあって、酒多さんはしぶしぶもう一度、野球の文字にバッテンをつけた。

「やっぱりメイドカフェでいきましょう。朗くんのヘッドスライディングはちょっと気になるけど」

「しないから！　酒多さんそこに食いつきすぎだから！」

　時々、俺は酒多さんの趣しゆ味み嗜し好こうにちょっぴりついていけない時があります。

　こんなやりとりの間、西川さんはなんだかとても楽しそうにしていた。まとまりがなさ過ぎてちょっと申し訳ない気持ちになる。

「ごめんね西川さん。いつもこんな感じなんだ」

「仲良しっていうか、すごいチームワークって感じね。えっと、各自の担当のことだけど、面堂くんは現場総監督兼調理主任でいい？　大変そうだったら、調理の方は……」

「いや、俺……やるよ。やらせてくれ！」

　こと調理に関しては、酒多さんと縁に任せるわけにはいかないし、川原はあまりに未知数すぎる。

　晴美さんさえいてくれれば……と、思ったのだが、彼女は大学生だ。そういえば晴美さん、ポイズン休業がショックすぎて泣きそうだったっけ。今こん生じようの別れでもあるまいし。

　でもちょっと気の毒なくらい気落ちしていたので、文化祭の一般公開日には是ぜ非ひ遊びに来てもらおう。晴美さんをがっかりさせないためにも、俺たちはがんばらねばならんのだ。

　酒多さんがノートに役職と名前を書かき綴つづった。俺は現場総監督兼調理主任で決定だ。

「次に経理は……計算苦手です」

　酒多さんが肩を落とす。と、すかさず縁が手を挙げた。

「そういうのは得意だから」

　これもしっくりくる感じだ。西川さんもうんうんうなずいた。

「じゃあ縁さんお願いね？」

「うん。任せて」

　なんとなく縁と西川さんの距離感がわかった気がした。毒ぶす島じまさんと呼ぶと怒るという事前情報を、西川さんは酒多さんから聞いているっぽいな。ちゃん付け未満。それが今の二人の距離なんだろう。

　続いて酒多さんがノートを読み上げた。

「衣装担当だけど、これは……」

　難しいところだ。ポイズンの衣装は碧店長のオリジナルデザインだもんな。

　もう一度、縁が手を挙げた。

「私に良い考えがある」

　酒多さんが目を丸くさせた。

「も、もしかして兼任ですか縁ちゃん？」

　縁は無言でうなずく。なんというか、ちょっぴり動作がぎこちない。

「大丈夫なのか縁？」

「お前が調理と監督兼任なら、私だってこれくらいできる」

「俺に対抗してるだけっていうなら、あんまり無理せん方がいいと思うぞ」

「秘ひ策さくがある」

　いつになく縁は強気だった。

　そこまで言うのなら……俺もこれ以上文句は言えないな。

　西川さんがうなずきながら続けた。残る役職は二つだ。

「えっと、それじゃあ教室の飾り付けは……」

　酒多さんがそーっと手を挙げようとしたところで、川原がビシッと挙手した。

「あ！　それオレだ！」

　酒多さんを無視ですかそうですか。縁がじと目で川原を見据える。

「なんでお前と確定してるんだ？」

「いやぁ、だってオレより酒多さんの方がいいんじゃねーの？　東山さんと西川さんの連絡役ってのは」

　言われてみると消去法でそうなる……というか、川原よコミュ力に問題があると自覚できてるのか。お前というやつは。

　川原は眼鏡を外すとレンズを眼鏡拭ふきで拭き拭きしながら呟つぶやいた。

「それにほらデザイン画は酒多さんが描けばいいんじゃね？　小物作ったりすんのは女子に手伝ってもらって、大だい工く仕事とか力仕事担当つう感じか？　そこらへんは良い意味で適当にやってけばいいんじゃね？」

　うーむ、川原が建設的な意見を言う違和感。いや、違和感はあるけど賛成だ。

「俺もそれでいいと思う。かっちり決めすぎても柔じゆう軟なんに動けないだろうし」

「おお！　わかってくれるか朗！　オレもそれを言いたかったんだ！　柔軟ってやつ！」

　酒多さんがノートに役割分担と備考をメモした。西川さんがほっと息を吐く。

「よかった。これで役割が決まったね。じゃあ、次は各項目ごとにどんな仕事があるかまとめていこっか？」

　秋の気配はまだもう少し遠くて、暑い教室で俺たちの会議は続いた。

　週明けのロングホームルームで班編成をして、そのあとは各班ごとに動き始める……そんな感じになりそうだ。

　会議のさなか、酒多さんが思い出したようにぽつりと呟いた。

「そういえば……ポイズンみたいにオムライスは無理ですよね？」

　あッ!?

　班編成や役割分担のことばかりに頭がいってしまい、俺はすっかりメニューのことを失念していた。

「ドリンクメニューだけじゃないのか？」

　思わず俺は間の抜けた言葉を漏もらす。すぐに縁が口を尖らせた。

「メニューを考えるのはお前の仕事だろ？」

「メニューって……いやちょっとまてよ。文化祭の喫茶店で出せるものなんて限られるだろ？」

　サンドイッチを作り置きしておく？　いや、冷蔵保存は学校の調理室を使っても限度があるんじゃないか？　ここは無ぶ難なんにパウンドケーキあたりがいいかもしれない。

　西川さんがぽつりと呟く。

「そういえば、二年生の飲食部門も喫茶店なんだって。学年が違うからかぶってもオッケーが出たけど、あっちのメインはガトーショコラみたい」

　な、ななななななんだって!?

　ガトーショコラ……ちょっと、嫌な予感がするぞ。縁が俺をじっとねめつけた。

「どうした朗？　顔色が悪いぞ」

「いや、ガトーショコラって……マジですか？」

　西川さんはうんとうなずいてから続けた。

「ほら、商店街のアーケードのケーキ屋さんあるでしょ？　あそこの娘さんが稲波高校の二年生で、お店のガトーショコラの簡かん易い版ばん？　みたいなのを出すってことでコンペに勝ったの。ガトーショコラ美お味いしいよね？」

　俺の両肩から力がふうっと抜けた。

「もしかしてそのケーキって……ポイズンで仕入れてるケーキじゃないか？」

　ポイズンには厨房はあるものの、ケーキを自前で作る作業スペースはない。先々代――縁のおじいちゃんの頃からの付き合いで、お店のケーキは同じ商店街のケーキ店にお願いしていた。

　で、そのケーキの味はといえば、俺も試食させてもらったことがあるけど……美味しいのだ。ガトーショコラは看かん板ばんメニューで、ポイズンでも人気が高い。

　このままだとまずいぞ。メイドさんの衣装や接客が良くても、デザートメニューが足を引っ張ったら集客に響ひびくんじゃないか？

　と、心配してはみたものの、相手はプロ。俺は料理好きな素人しろうと。対決するなんてあまりに無む謀ぼうだ。

　酒多さんが心配そうに俺を見つめる。

「あの、朗くん大丈夫ですか？」

「しばらくそっとしておいてください酒多さん」

　ちょっと突き放すような口ぶりになってしまったことを、俺はすぐに反省した。

「え、あ！　いやあの酒多さん！　俺、がんばるから！」

「はい♪　朗くんにメニューはお任せです！　でも、もし協力が必要だったらいつでもわたしを頼ってください！」

　酒多さんが再び胸を張った。瞬間、俺のまぶたに縁のサミングの尖せん端たんが触れる。

「うおおおおッ！」

「刺さってないからセーフだ」

　縁はぼそっと呟いた。アウトだっつーの。

　しかし、こちらにいかにメイドさんという強みがあろうと、飲み物と一緒に出すケーキの質で大差がつくのは……調理主任として看かん過かできない。無謀とわかっていても、何かできることはないだろうか。

　まだポイズンの厨房、使えるかな？

　借りたい。ケーキ専用じゃないけど、厨房にはオーブンもあるし……。

　俺はあとで碧店長に電話で確認することにした。
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　会議から数日経たったある日の放ほう課か後ご。

　改修作業が始まるのとタッチの差で、俺おれはポイズンの厨ちゆう房ぼうにやってきた。

　厳げん密みつに言えばタッチの差というのは言い過ぎかもしれないけれど、明後日あさつてからポイズンの工事が始まってしまう。ある意味、タイミングが良すぎるくらいに良かったのかもしれない。

　厨房の利用の条件は一つ。使い終わったら調理器具と食器の梱こん包ぽうを手伝うことだった。

　今日で文化祭のメニューに目め処どが立たないようなら、今後は学校の調理室にお世話になりそうだ。なにせ俺の自宅のキッチンは一口コンロだし、調理器具だって必要最低限のものしかない。それになにより……この人数は収しゆう容ようできないからだ。

　俺は両手にエコバッグを持ちながら、ポイズンのフロアで立ち尽くす。

　碧みどり店長が私服姿でニコニコしながら俺を見つめて呟つぶやいた。

「面めん堂どうくん新メニュー開発するんでしょ？　それならと思って調理助手兼試食係を用意したわ」

　胸を張る碧店長。すごく……ドヤ顔だ。厨房カウンターにエプロン姿の酒さか多たさんが立っていた。彼女だけではない。縁ゆかりの姿もあるし、川かわ原はらまで三さん角かく巾きんを頭に巻いている。

　そして……。

「お、おお、お久しぶりです。朗あきら先せん輩ぱい」

　美人なのに女の子が好きすぎてがっかり感もひとしおな、晴はる美みさんまでもが俺の到着を待っていた。年上だけど俺の方が早くポイズンにいたから、先輩と呼ばれてしまう。なんだかいつまで経っても慣なれない感じだ。

「久しぶりというほどでもないんじゃ」

「久しぶりすぎます！　女子高生と同じ空間の空気……ハァハァ」

　最初から飛ばしてるなぁこの人は。

　もともと男性が苦手で挙きよ動どう不ふ審しんになりがちな人だったけど、ポイズンで調理だけでなく接客もするようになってからは、徐じよ々じよにその傾けい向こうが薄うすらいでいった。それに不ふ思し議ぎと川原とは馬が合うようで、普通に会話しているところも散さん見けんしている。

　男性への免めん疫えきがついたことで極きよく度どのあがり症しようと警けい戒かい的てきガン見は和やわらいだのだが、それが余計に「女の子が好きすぎる」という問題点を浮うき彫ぼりにさせていた。

　縁はすでに晴美に対してファイティングポーズをとっている。ジャブを虚こ空くうに放ちながらぼそっと呟いた。

「酒多さんに変なことしたら……ガン無視する」

「し、しません。我が慢まんします」

　ダメだろそれ。我慢するとか言っちゃダメですから晴美さん。

「あの、何を我慢するんですか？」

　こういう時に限って酒多さんは気がつかない。天然さんだ。

「それはその……あの」

　縁が監かん視ししている手前、どう切り返していいのか晴美さんは困っていた。そんな状況下で川原が泡立て器を片手に吠ほえる。

「んなもん決まってるだろ酒多さん！　甘味だ！」

「甘味ですか？」

「甘い物を我慢するんだよな晴美？」

「は、はい！　ある意味その通りなのです」

　ある意味とかつけなくていいのに。つけたことで別の意味があるように聞こえるし。

　酒多さんは小首を傾かしげた。

「でも、今日はケーキを作るんだし……あ！　なるほどそういうことですね！」

　何かに気づいて酒多さんは目を輝かがやかせる。

「ニンジンケーキとかカボチャケーキとか、野菜の持つ甘みを引き出したヘルシーなケーキを目指すんですね!?」

　どこにもそんな答えにつながるヒントはなかった気がするんですが酒多さん。

「は、はい！　ニンジン大好きなのです！」

　顔を赤らめて晴美さんは瞳ひとみを潤うるませた。

　なんだろう、この変な感じは。

　気にしたら負けな気がする。

　ともかく俺も厨房カウンターの上に牛乳や卵の入ったエコバッグをどさっと置いた。グラニュー糖や生クリームも自じ腹ばらである。基本的なレシピは用意したものの、材料を買い集めた時点でもノープランのままだった。

　ケーキ店のガトーショコラが常に脳のう裏りをよぎって離れない。文化祭バージョンということだから、チョコレートのグレードを多少ランクダウンさせるなり、子供でも食べやすいように洋酒を抑おさえめか、もしくはそれに代かわる風味付けをしてくることが予想される。正直、頭が痛い。

　晴美さんがじっと俺を見つめていた。

「あ、あの、何から始めましょうか!?」

「それじゃあまずは……って、晴美さんにお手伝いしてもらうのはちょっとタイム！　待ってください」

「待つのですか？」

「今日は文化祭の準備だし、晴美さんには当日ゲストとして来てもらいたかったりもするわけで」

「あ……なるほど、そういうことなのですね」

　察さつしてくれたのか晴美さんはコクリとうなずいた。

　今日は自分でスポンジケーキを焼いてみるつもりだったのだけど、予定を変更して酒多さんや縁にケーキを焼いてもらってみよう。

　俺が用意しておいたレシピを使って、監かん修しゆうしつつ……それでうまく行くようなら第一段階はクリアだ。

　ふと見ると縁が俺の買って来た材料をテーブル席まで持って行って並べていた。

「おい朗。予算オーバーじゃないか？」

「別にそれを全部使うわけじゃないんだが」

「卵が一パック三〇〇円級のちょっと高めなやつだな。それに牛乳も二〇〇円以上のものだし、薄力粉に関しては国産小麦じゃないか？」

「そ、それは……」

　一瞬で全部見抜くなんて、これが経理担当の力なのか。

「良い材料を使えば美お味いしくなるかもしれないけど、量を準備できなくてケーキは小さくなるぞ」

「おっしゃる通りです縁さま」

　もう「さん付け」を通り越して「さま付け」になっていた。彼女が予算を握にぎっている。逆らうことは出来ない。

　酒多さんが縁をきゅっと背後から抱きしめた。

「そんなに朗くんをいじめちゃだめですよ縁ちゃん。今日はお試ためしなので、ちょっと贅ぜい沢たくしちゃいましょう」

「……うう」

　今日の分の材料費に関しては俺の自腹なんだし、そんなに俺を睨にらみ付つけないでください縁さんや。

　それにしても、酒多さんにまた助けてもらっているな。俺はもっとがんばらなきゃならない。そんな気がしてくる。

　碧店長が鼻歌交まじりに俺に告げた。

「それじゃ、私は準備があるからケーキができあがったら声をかけてちょうだいね♪」

　言い残すと店長は二階に上がっていってしまった。

　俺は改めて晴美さんに視線を向け直す。

「というわけで、晴美さんには悪いんだけど……というか、晴美さんは初見のレシピでも上手く作れちゃうし、そうなると教える側の練習にならないし……」

「わかっています朗先輩。今日の私は審しん査さ員いんなのです」

「すいません……いや、ありがとうございます」

　俺はぺこりとお辞じ儀ぎをした。適度に常識的な人だからこそ、晴美さんの女の子を好きすぎるところだけは残念でならない。

「作るのは酒多さん先輩と縁先輩……じゅるり」

　思った矢先にこのリアクションかよ！　現役女子大生がパブロフの犬状態ですか！

　困った人だけど、こと料理に関しては晴美さんはすごく頼りになる。

　一人でメニューを考えていても行き詰まりそうだし、相談できれば……あ！　そういえば……俺、晴美さんのケータイ番号を知らなかった。

「そうだ晴美さん。ケータイの番号を教えてくれませんか？」

　言ってから俺は後こう悔かいした。

　なんかこれ、唐とう突とつすぎる申し出だよな。ケーキのことで頭がいっぱいで、切り出すタイミングや話の流れをガン無視してしまった。

「え、いやそのあの深い意味はないんです！　ただ新メニューに関して困った時に、料理が得意な晴美さんにアドバイスをもらえればいいかなって思って！」

　言い訳にしか聞こえないよなこれ。正直な気持ちなんだけど、我ながらなんでこんなにも言い訳チックに焦あせっているんだろうか。

　思わず酒多さんの顔色をうかがってしまった。

　酒多さんは目を丸くさせている。

「朗くん、まだ晴美さんとメルアド交換してなかったんですか!?」

　すごく驚かれました。

　縁も俺を一笑に付す。

「女子大生のアドレスを聞き出すのに必死だなお前」

「ち、違うって必死とかそういうんじゃなくてだな……だいたい女の人同士なら気軽にアドレスの交こう換かんもできるだろうけど、曲まがりなりにも俺は男なんだし」

　これは言い訳じゃない。一般論だ。

　しかし、そんな俺の一般論は打うち砕くだかれた。川原がケータイの電話帳画面を俺に見せつける。

「朗、テメェなんで晴美のアドレス知らないんだ？　オレなんて晴美とメル友だぞ。毎日メールしてるし」

　お前まで知ってたのかよ！　メル友で毎日って……俺なんて酒多さんにメールするのも緊張するのに。

　それにしても川原の電話帳画面……表示少なッ！　俺だって多くはないけど、川原の電話帳には俺と酒多さんと縁と碧店長と晴美さんしかないのかよ！　なのに晴美さんがきっちり入っているなんて。俺ってば川原以下なのか。

　落ち込んだ。こんなやつですら晴美さんとアドレス交換してメル友なことに落ち込んだ。

　そんな俺を見て、晴美さんはケータイを取り出して赤外線ポートをこちらに向けてくれていた。

「ど、どうぞ朗先輩」

「はははは……ありがとうございます」

　なんだかお情けチックなアドレス交換が行われた。地じ味みにショックが大きいです。
















　酒多さんがメレンゲを泡立てている。スポンジケーキのふんわり感を出すのにメレンゲは重要なのだが、彼女は一度はまるとずっとそれにばかり集中してしまう癖くせがあった。

「あわあわ……楽しいです。朗くんみてください！　いっぱい泡ができました！」

　ほっぺたにメレンゲをくっつけて酒多さんは人ひと懐なつっこい子犬のように瞳を輝かせた。そんな泡まみれな酒多さんにハァハァしている、危険なお姉さんに俺は注意を払いつつ、酒多さんに注意する。

「酒多さんストップ！　作りすぎですから！　シフォンケーキにでもするつもりですか！」

「シフォンケーキにしちゃいましょう！」

　こんな調子でちゃんとしたスポンジケーキができるんだろうか。

　片や、縁のメレンゲは角が立つ一歩手前くらいで止まっていた。電動ミキサーが一つしかなく、それを酒多さんに譲ゆずってしまったので、縁は前腕をパンパンに腫はらせて泡立てている。

「腕が重たい。もういい。これで十分だ」

「いやいや良くないから！」

「お前がやれ。力仕事は男の分ぶん担たんだ」

「それじゃあ縁のケーキじゃなくなるだろ。そこに縁の作ったケーキを待ちわびている人もいるわけだし」

　待ちわびているのはもちろん、晴美さんだ。本来ならケーキ作りにも参加して一緒に楽しみたいところを、こうして我慢……いや、晴美さん的には美少女二人がそれぞれ手がけるケーキの完成を待ちわびている感じか。ともかく、作る方は不参加をお願いした。

　ちなみに川原はというと……テーブルにつっぷして寝息を立てていた。今はおとなしくしていてくれることに感謝だぞ川原。

　そんな感じで酒多さんと縁のスポンジケーキ作りを俺は監修していった。

　焼き上がる前から二人のケーキはなんというか……生き地じが違っている。同じ材料。同じ分量で作ったはずなのに、もったり感が別物だった。

　大きめのオーブンに二つを並べて焼く。この焼き時間も、使うオーブンによってまちまちなんだよなぁ。

　焼き上がりまで酒多さんはそわそわ、うきうきしていた。

「できあがりが楽しみです♪　スポンジケーキって自分で作れちゃうんですね！」

　まあ、酒多さんのケーキの生地は良い雰ふん囲い気きだったと思うのだが、縁のケーキはメレンゲの泡立ちに難ありだし……ちょっと予想がつかなかった。メレンゲの件は本人の努力が足りないこともあるのだが、やっぱり手動でやるのは女子にはキツすぎだよな。酒多さんは「縁ちゃん！　これ使ってください！」と、再三縁に電動泡立て器を渡そうとしていたのに「別にいいです」の一点張りだったし。

　そんな縁がオーブンを恨めしそうに見つめている。

「膨ふくらまなかったら……こ、殺す。冷蔵庫に改造し殺す」

　それはオーブンもたまったもんじゃないな。

　俺は改めて、焼いている間に次の工程を二人に指示する。

「じゃあケーキの焼き上がりに合わせて生クリームをホイップしてフルーツをカット。スポンジは粗あら熱ねつがとれたところで真ん中から切って二段にして、フルーツケーキにしてみよう」

　テーブル席で晴美さんの目め尻じりがトロンと落ちている。

「ジューシーなフルーツの甘み……じゅ、じゅるる」

　危ない。なんか、危ういっつうか危ないぞ。

　視線を晴美さんからオーブンに戻すと、縁が俺を睨み付けてきた。

「フルーツは高いから本番じゃ使えないぞ。バナナはともかく、メロンなんてもってのほかだ」

「そうなんだよなぁ」

　それに生のフルーツは傷いたみやすい。ガトーショコラの濃のう厚こうな味に対抗できそうなのは、甘くさっぱりとしたフルーツの魅力だと思っていたんだけど、それってやっぱり素材の力に頼り切りってことだし。

　やってみると課題ばかりが浮き彫りになって、前に進むどころか後退している気がしてきた。




　ケーキが出来上がった……のだが、結果だけ言えば惨ざん敗ぱいだ。

　まずスポンジの失敗。縁のスポンジケーキは想定していた三分の二程度にしか膨らまず、目のつまったカチカチなものになってしまった。一方、ふんわり柔やわらかくできあがった酒多さんのスポンジは、一見成功したかに見えたのだが……。

　スポンジを二つにカットしたところで、酒多さんのケーキはつぶれ気ぎ味みになってしまった。ふわふわすぎたのだ。パン切り包丁で水平に綺き麗れいにカットするのは至し難なんの業わざである。縁のスポンジの方がしっかりしていたため、若じやつ干かん切りやすかったのだが、やはり断面が歪ゆがんでどことなくいびつになってしまった。

　さらに生クリームでのデコレーションも難なん航こうした。お店のケーキのように均きん一いつにクリームでコーティングすることはできず、ところどころ土台のスポンジがむき出しだ。フルーツを載せて絞しぼり袋ぶくろでホイップして飾り立ててみたのだが、焼け石に水だった。

　さらに、柔らかすぎるスポンジのため酒多さんのケーキはフルーツの重みに耐たえきれず、フルーツを載せた部分がくぼんでしまった。それでもなんとかクリームに支えられて形けい状じようを維い持じしているような格好だ。

　冷れい房ぼうが効きいている店内だからいいものの、冷房のない学校では生クリームが溶けてしまいかねない。

　ガトーショコラの隙すきの無なさを改あらためて痛つう感かんさせられた。チョコレートケーキなので暑さには弱そうだが、それでも生クリームやフルーツのケーキに比べれば耐たい性せいは高いだろう。生クリームのホイップ袋だけ、氷などで常に冷やしておいて、ガトーショコラを出す直前のタイミングでお皿に盛もり、ミントの葉の一枚でもあしらえば見た目にも鮮あざやかだ。

　一方、こちらのケーキには問題が多い。監修した俺の力不足なわけだが、スポンジ生地の段階から作る人の性格や調理器具によって個人差が出てしまった。

　オーブンの温度管理も難しいし、品質が安定しない。ある意味手作りケーキの良さだとは思うのだけど、お客さまにお出しするものならもう少しだけしっかりさせたかった。

　俺は二つのケーキを前にそう、頭の中でまとめる。

　そんな中、試食タイムに入った。碧店長が二階から降りてきて、寝ていた川原がむっくり起き上がり、晴美さんがフォークを片手に切り分けられたケーキに熱視線を送る。

　作った当人たちはというと、ちょっぴり気落ちしているようだ。

「ケーキって難しいんですね」

「レシピが悪い」

　酒多さんはちょっぴり悲しげで、縁は俺への責任追つい及きゆうモードに入っていた。

「いや、二人とも最初にしては上手にできたと思うぞ。俺だって自分で作っても、大差なかっただろうし」

　実際、スポンジ生地までならなんとかできそうだと思うのだが、デコレーションを綺麗にやる自信は皆かい無むだった。晴美さんならちゃちゃっとやってしまいそうだけど、彼女に頼るわけにはいかない。

　俺はまず、酒多さんのケーキにフォークを伸ばした。

　ふよん♪　と、スポンジというよりもきめの細かいシフォンケーキのような柔らかさがフォークを伝ってくる。少し崩くずれ気ぎ味みだけど、生クリームの塗ぬりたくられた柔らかい生地にフルーツの瑞みず々みずしさが溶とけ合あって……美味しかった。

　川原が一瞬でケーキを食たべ尽つくすと空っぽのお皿を差し出す。

「おかわり！」

「は、はい！」

「いやちょっと待て川原。縁のケーキもあるだろ」

「別べつ腹ばらだっつーの」

　縁のスポンジがぺったんこ気味なケーキを差し置いて、川原は酒多さんのケーキを一ピース余分に食べた。

　碧店長は「美味しいけど形が崩れちゃったのはもったいなかったわね」と、冷静な評価だ。

　晴美さんは瞳を潤ませながら食べていた。料理で人を感動させて涙まで流させるなんて、普通なかなかできることじゃないと思う。今回の場合は試食する側が普通じゃなかったわけだけど。

「さてと、次は縁のケーキだな」

　俺はフォークを突き立てようとして、ぐいっと力を込めてしまった。

　やっぱり固めだ。タルト生地とまではいかないが、目が詰まっている。

　スポンジ生地は少しボソボソっとしていた。生クリームとフルーツでなんとか喉のどに押し込む感じだ。

　黙もく々もくと試食していると、縁が突然、俺にキレた。

「別に無理に食べなくてもいい！」

　瞬間、川原が空からっぽの皿を出す。

「おかわり！」

「な、なんだろ……なんだと！」

　縁の方が面めん食くらっていた。

「勝手にもらっていくぞ」

　川原は酒多さんの時と同じように、二ピース目を食べ始める。

　なんだよ……こいつ良い奴じゃないか。

　晴美さんは酒多さんの時と同じく、泣きながら縁のケーキも食べていた。美少女の手作りというだけで感かん涙るいなんですねわかります。

　縁は顔を真まっ赤かにしながら不機嫌そうに口を尖とがらせる。自分のケーキの出来がそれほどよくないことは、作った縁自身良くわかっていて、それなのにみんな喜んで食べてくれているのが恥はずかしい。そんなところだろう。

　碧店長は縁の頭を撫なで撫なでする。

「お父さんにも食べさせてあげたいわね。縁がケーキを作れるようになるなんて……」

　晴美さんの不ふ純じゆんそうな感動とはまったく逆の、ピュアな感動だ。

「恥ずかしいから！　そういうの禁止だからお母さん！」

　なんだか、文化祭のための試作品としては失敗してしまったけど、ケーキを作ったこと自体はやってよかったと素直に思えた。酒多さんのケーキとの比ひ較かくになってしまったのは、ちょっと気まずかったけど。

　縁が口を尖らせて俺を見み据すえた。

「別に残してもいいから」

　瞬間、右耳に声が響ひびく。

【朗が美味しいって言ってくれたら嬉うれしい……けど、酒多さんのケーキの方が美味しかったし無理かな】

　俺は縁のケーキを完食した。

「どっちも美味しかった。ごちそうさまでした」

　いまは「けど」とか「でも」とか言う場面じゃないよな。

「オレは酒多さんのケーキの方が美味しかったぜ！」

　おいいいいいいいッ！

　天然か！　天然なのか川原！

「それは私もわかってる」

　意外にも縁は荒れるような素振りもみせず、川原の意見に反論しなかった。

　晴美さんが弛し緩かんした表情でぽつりと呟く。

「美味しかったのです。けれど、これを文化祭で出すのは難しいのです」

「レシピを選択した俺のミスです」

　俺が気落ちしても仕方ない。こうなったらこちらもガトーショコラで行くべきか。いや、チーズケーキという手だって残されている。ベイクドタイプはもちろんありだけど、レアチーズなら冷やして固める分、焼しよう成せいでの失敗はないはずだ。

「レアチーズケーキならどうかな？」

　縁が手を胸の前で交差させてバッテンを作った。

「それは無理だ朗」

「断定するの早ッ！」

「理由はある。レアチーズケーキで使うクリームチーズはごまかしがきかない。代用品もないからコスト削さく減げんの余よ地ちもないぞ」

　碧店長がうんとうなずいた。

「そうねぇ。味の工く夫ふうも難しいんじゃないかしら？」

　レアチーズケーキはそれ自体、完成されてしまっているところがある。フルーツジャムのソースでアクセントをつけるくらいしかできない。下手なものを出すよりはよっぽど安定しそうだが、ガトーショコラに勝てるかといわれると……微び妙みようだ。

　酒多さんがエプロンを外してぽつんと呟いた。

「あとケーキっていうと、ホットケーキくらいしかつくれないです」

　ちょっと困ったように微笑ほほえむ酒多さん。

　ホットケーキか。ホットケーキ……あっ！

　瞬間、俺の背せ筋すじに電流が走った。

　そういえば、ちょっと前にホットケーキじゃないけど、パンケーキブームなんてものもあったよな。

　文化祭当日の家庭科調理室の状況から、オーブンを使うことは難しい。けど、ホットケーキなら教室でホットプレートを使って調理できる。

　焼きたてを提供できるのはもちろん、シロップやソースで味に変化だってつけられるんじゃないか？　シンプルなケーキだけど、生地に工夫もできるし、ホットケーキに合うチョイ足しランキングとかテレビで見たことあるし！

　材料だって一般的なものだし安価だ。

　次々と自分の中で歯車がかみ合っていくのを感じた。

　いいんじゃないかホットケーキ！　いや、パンケーキの方がカフェっぽいかな？

　なんで今まで気づかなかったんだろう。

「そ、それだ酒多さん！　ホットケーキ……いや、ここはさらにカフェっぽくパンケーキだ！」

　俺は思わず立ち上がって、酒多さんの両手をとってしまった。

「あ、あわわわわ」

「すごいよ！　本当にすごいよ酒多さん！　パンケーキは文化祭にぴったりじゃないか！」

「そ、そうなんですか？」

「パンケーキ専門店もあるくらいだし、ソースや生地に工夫の余地があると思う。ベーキングパウダーの配合で生地の食感も変えられる！　コストの面もクリアできそうだ！　焼き方もコツさえわかれば難しくない！」

　やっぱり酒多さんは俺にとって女神なのかもしれない。

　はたと、周囲の視線に気づいて俺は酒多さんから手を離した。

「えっとあの……興奮してごめんなさい」

　俺は萎い縮しゆくして小さくなった。




　パンケーキ専門メイドカフェ。ここに一つの目標が定まるのだった。
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　一〇月に入ってすぐに、稲いな波ば高校は文化祭準備期間に突入した。

　これから週末までの三日間、授業は行われず一日中作業に没頭できる。

　俺おれの担当は調理なのだが、パンケーキに関しては調理の指導をする必要もほとんどない。ホットプレートは毒ぶす島じま家、酒さか多た家、西にし川かわ家からそれぞれ一つずつ確保できた。どれもテフロン加工がしてあるのは確認済みだ。油を敷しかずに焼けてしまう。油を使う場合、一枚目は高確率で焦こがしてしまうのだが、油を使わずに焼けて、温度も一定に保てるホットプレートなら失敗はあり得ない。

　それにもう一つ、俺は東ひがし山やまさんと西川さんに提案するつもりだった。

　ポイズンメンバーはオブザーバー的な立場をとる、という案だ。

　もちろん傍ぼう観かんしているだけじゃなくて、ピンチになったらヘルプに入るつもりなのだけど、これにはきちんと理由があった。

　フロアに川かわ原はらと酒多さんを解とき放はなつと、他のフロア班のやることが無くなるかもしれない。そんな懸け念ねんがあったりなかったりするのだ。

　これは決して俺の過大評価じゃない……と、思う。酒多さんはそれでも空気を読んで仕事量をセーブしてくれそうだけど、川原はそこらへん関係なく無む双そうしそうだし。

　レベル99のプレイヤーが初心者の狩り場を荒らすが如ごとき行こう為いを、見み過すごすわけにはいかなかった。

　しかし、川原にはなんて説明しようか。

　そういえばメイドカフェだよな。川原はあくまで執しつ事じなので基本的にフロアには出なくていい……これだ！

　当日、どれくらいの混こん雑ざつになるのかはわからないけれど、川原が接客に回るようなことにはならないだろう。ほどほどに混雑してくれれば最高だ。

　そんなことを考えながら、俺は調理室のテーブルを一つ占せん拠きよしていた。学校所しよ有ゆうのホットプレートを前にして腕うで組ぐみする。

　つい先ほど、パンケーキの焼き方講習を行ったのだ。一通り実習をしてうちのクラスの調理班は解散になった。今はそれぞれが、また別の部署の手伝いに行っている。あとはこのホットプレートを片付けて、テーブルを空あけるだけだった。

　パンケーキ生き地じの調整は現状でベストと言えるものに仕上がっている。

　最近、俺の夕飯は全部パンケーキで、もう見るのもうんざりなのだが、それでも試食を繰くり返かえして納得できる粉の配合にたどりつくことができた。すっかりベーキングパウダーとお友達だ。

　本物のメープルシロップはコストの関係で使えないので、安いメープル風味シロップで代用する予定である。ジャムやマーマレードなども試ためしてみたけれど、残念ながらどれもコストに見合うだけのパンチの効きいた味にはならず、結局メープル風味シロップに落ち着いてしまった。

　けど……これだとやっぱり普通のパンケーキだ。ベーキングパウダーのバランスだけでは、食感の変化にも限界がある。

「……ハァ」

　思わず溜ため息いきが出た。調理室では他のクラスや部活動の調理班が練習に精せいを出していた。野球部はたこ焼きをやるらしい。いっそあのたこ焼きの金かな型がたに生地を流し込んで、ボール状にでもしてみようか？

　あれ？　なんか可か愛わいくていいかもしれないな。串くしに刺さしてお団だん子ご風ふうパンケーキなんてどうだろう。

　一瞬いける気がしたけど、すぐに目が覚めた。根本的に味は変わってない。食感も変わるし見た目もいいかもしれないけれど、相手はケーキ店のガトーショコラなのだ。

　ホットプレートを家庭科準備室の戸と棚だなに収しゆう納のうしてから、俺はひとまずＤ組の他の班の様子を見に行くことにした。西川さんから「時々でいいから見回りをして、改善できそうなところとか、意見があったらバンバン言ってね！」と頼まれている。

　ここから一番近いのは被ひ服ふく室しつで作業中の衣装班だ。女子が中心……というか、女子しかいない班だけど、教室に戻る前にちらっと見ておこう。




　被服室前までやってきた。教室のドアは開放されている。廊ろう下か側の窓も開けられて、被服室側の窓から適度に風が入っていた。コンロを使う調理室よりも涼すずしくてホッとする。俺はそっと被服室をのぞき込んだ。

　別にやましいことをしているわけじゃないんだけど、集中して作業しているなら邪魔するのも悪いし。

　被服室の奥側が、うちのクラスの作業スペース……なのだが、なぜか二年生や三年生の女子生徒の姿までちらほら見えた。

　ど、どういうことだ？

　三年生の文化祭の出し物は、受験の兼かね合あいであまり大がかりにはしないのが通例らしいのに……。

　奥側にあるミニ黒板にチョークで図面を描く……縁。その図面を熱心にメモしている他のクラスや学年の女子たちと、ミシンを動かしたりコサージュを作ったりするうちのクラスの女子たち。

　縁が講義を続けている。

「うちの高校の制服は可愛いから、その上からするエプロンでメイドさんっぽくしましょう。えーと、サイズはＳとＭがあれば良さそうね。パターンはこっちで起こしてきたから、これからは私の指示に従したがってちょうだい。みんなで良い服を楽しんでつくりましょうね♪」

　まるで別人のように振ふる舞まう縁。

　ゆ、縁？













　いや、ともかくだ。ともかく順調そうなので……ここは問題ないだろう。重要な事をおもいっきり黙もく殺さつしたような気がするけど、きっと気のせいだ。

「質問があったらどんどん挙きよ手しゆしてちょうだい」

　縁の言葉に南なん原ばらさんが手を挙げた。彼女は西川さんや東山さんと仲がよい、ちょっとギャル系な女の子だ。

「縁っちってそんなキャラだったっけ？　マジ別人みたいな」

「あたしって服のことになると性格変わるのよね」

「なんかお姉さんチック？　っていうか年上系？」

「そんなことないわよ」

「マジパネェ！」

　南原さんが完全に面めん食くらっているけれど……あれは縁なんだ。だってほらロングのツインテールなんだし……だいたい他に一体誰だれがいる？

　何も見なかったことにして、俺はそのまま被服室を後にした。




　教室に戻ってきた。机を四つ向かい合わせて作った小さなテーブルが並んでいる。本番ではこれにクロスを敷しいてきちんとテーブルっぽく演出する予定だが、まだ作業中なのでそこまでは進めていなかった。

　余よ分ぶんな机と椅い子すは運び出されて、普段よりも教室が広く感じられる中、男子の作業班がつまらなそうに文化祭作業から取り残されている。なんというか……懸念していた以上の惨さん状じようだった。

　川原が装飾の作業担当なのだが、ほとんど進んでいないのだ。いや、一部……というか、入り口付近だけは紙でつくった造ぞう花かで飾かざられていた。その造花の出で来き映ばえはかなりのものだ。売れるんじゃないか？　というくらいに繊せん細さいな仕事ぶりなのだが、肝かん心じんの立て看かん板ばんと入り口ゲート付近にかける大看板の作業がまったく進んでいない。

　男子連中はケータイをいじったりガムテープを丸めてつくったボールと掃そう除じ用ようの箒ほうきで野球をしたり。

　俺は慌あわてて責任者の元に向かった。責任者は我われ関かんせずといった感じで、造花や切り絵を作っている。

　あの売れるレベルの紙かみ細ざい工くはお前の仕し業わざですか川原君。いったいどういう方向にいくつの引き出しを隠かくしていやがるんだ。

　赤い紙をカッターで細工してフリルのような花びらを切り出すと、それをまとめて一輪のカーネーションを川原は造り上げた。

「この花をテメェに捧ささげよう」

「いや、いらないから」

「なんだよ朗。人の善意を回かい避ひするなんて罰ばち当あたりな」

「いやいやいや」

　俺は小声で川原の耳元でささやいた。

「なんなんだこの状況は？」

「ひゃ！　や、やめろ！　耳に吐と息いきを吹ふきかけるな！」

　川原は肩をびくつかせる。まったく、人が気を利きかせてやったのに。

　つうか、俺の背中に男子たちの視線が刺さってるぞ。その視線から察するに「早くこの眼鏡めがねバカをどうにかしてくれ」という要望が多分に感じ取られる。

「ちょっと外に行こうか？　川原君や」

「な、なんだよオレは忙いそがしいんだ！」

「これは現場総監督としての命令だ」

「暴ぼう君くんだな！　テメェは暴君なんだな！」

　文句を言いながら川原はしぶしぶカッターを手放した。




　廊下に出る。隣となりのクラスはお化ばけ屋や敷しきの準備中で、窓はすべて黒い紙や暗室用の遮しや光こうカーテンで光をシャットアウトしていた。今からそこまで真まっ暗くらにする必要もないだろうに。そのせいなのか、廊下まで大道具係がはみ出して作業をしていた。人通りも多いので、立ち話をするにはどうにも落ち着かない。

「ちょっと屋おく上じようまで行こうか？」

「え、それは……マジで？」

　川原よ。マジでと確認する意味がわからんのだが。

「マジもなにも、ここで話をするにはちょっと落ち着かないだろ？」

「それもそうだな！　よし屋上行くぞ朗！　競争だ！」

「いやしないから」

　とりあえず階段の踊り場まで川原と並んで歩くと、踊り場も一団に占拠されていた。文化祭実行委員だ。期間中、彼ら彼女らはずっと腕わん章しようをつけているので、他のクラスの委員でも一目でわかった。踊り場スペースの壁にどういった順番で出し物の広告チラシを貼はるのか協議中のようだ。

　それを横目に見ながら川原が吐息混じりに呟つぶやく。こいつが溜息だなんて珍しい。

「なあ朗手伝ってくれよ」

「手伝うって何をだよ」

「もうパンケーキの準備はできてんだろ？　装飾が全然進まんのだ」

「一つ質問がある。うちのクラスの男子一同がずいぶん暇ひまそうにしていたんだが？」

「だ、だってあいつら造花もつくれないって言うんだぜ！」

　あ～～なるほどな。

　階段を昇のぼりきる前に俺は立ち止まった。中二階で川原も足を止める。

「ちょっとここで待っててくれ」

「なんでだよ屋上じゃないのか？」

「別に場所は関係ないんだ」

　俺は足速に階段を降りると教室に戻った。

　相変わらず男子連中はだらけきっている。当人たちもきっと参加したいだろうに。俺はその中から……柏かしわ木ぎ君を呼んだ。

「ちょっといいかな柏木君」

「あ！　面めん堂どうあのさ俺、サッカー部の方に行っていい？　あっちも人が足りてないみたいで……」

「ごめんちょっと待って！　誰が問題なのかは俺も重じゆう々じゆう承しよう知ちだから。今朝からの動きをざっくりでいいから教えてくれないかな？」

　柏木君は肩を落として呟いた。

「全部、川原がやろうとするんだよねぇ。というかやってる。リーダーだからとか、面堂に心配かけたくないとか言いながら、なんでも自分でやろうとするんだ。造花なんか触らせてもくれないし、飾り付けも角度がどうとかこうとかで……正直、どこにこだわってんのかわけわかんねぇ！」

　俺は頭痛がしてきた。あいつの角度に対する敏びん感かんさは時々冗談に見えるくらい、本当に細こまかい。

「ごめん。あいつすごく不器用なんだ……人付き合いが」

「いっつも教室でつっぷして寝てるよな。キーパーの才能には惚ほれ込こんだけど、まぁなんつうか天才肌ってやつなのかなぁ……って思ってた。で、今日いきなり天才というより変人ってのがわかった。面堂はいつもあいつのフォローしてんの？」

「えぇとまぁ……してるようなしてないような」

「ちょっと尊そん敬けいすんよ」

　柏木君だけでなく、クラスの男子たちから同情の視線が俺に向けられた。

「あ、あの川原ってさ、とっつき悪いところがあるし訳がわからないやつなんだけど、根は良い奴なんだ。俺からもきちんとするように注意するから、力を貸してやってくれないか！　ください！　お願いします！」

　俺は頭を下げた。他に方法が見あたらない。柏木君は苦にが笑わらいだ。

「いや面堂が頭下げることでもないでしょうに。少なくとも俺は指示があれば参加するつもりあるし」

　逆に困ったような柏木君に、俺は申し訳ない気持ちになった。

「ごめん……じゃない、ありがとう！　川原に話をつけてくるから、柏木君は作業を進めておいてください。川原には文句は言わせないんで」

「わかった。じゃあやりますか！　ミッチーたちも手伝ってくれる？」

　柏木君がガムテープボールで野球をしていた連中に声をかけてくれた。ミッチーって……あ、テニス部の三みつ井い君のことか。さすが運動部系を中心に友達の多い柏木君だ。もう装飾班のリーダーを代わりにやってほしいくらいだぞ。

　しかし、危うく川原ＶＳクラスの男子になるところだった。柏木君という窓口があってよかったと正直ホッとする。俺は教室を出ると廊下を再び速足で抜けて、階段を駆け上がった。中二階の隅すみっこで川原が体育座りをして俺の帰りを待っている。

「なんで体育座り!?」

「ナイスツッコミだ朗！」

　俺のツッコミ待ちの姿勢ですかそうですか。そういう意味不明なところも含めて、とっつきにくさが増しているということに気づけ。

　いや、俺が気づかせてやらねばならんのか。面倒くさい奴め。

「立て川原」

「お、おう」

　座りっぱなしの川原に俺は手をさしのべた。その手をとって川原は立ち上がる。

「やっぱり屋上に行こう」

「お、おう！」

　なんか返事だけはいいんだよなこいつ。




　晴せい天てんだった。もう一〇月に入ったのにまだ少し暑あつい……けど、日増しに段々と空が高くなっていってる気がする。

　屋上は相変わらず空からっぽだ。サボっている生徒の姿もない。緑色の網あみフェンス前までやってきた。フェンスの向こうには野球部が普段練習しているダイヤモンドが見える。この春、酒多さんに屋上で異能のことを告白した時のことが思い出された。あそこからの打球がこのフェンスを越えて、俺か酒多さんに当たりそうになったのか。

　じゃない。今は思い出に浸ひたっている場面ではないのだ。

　俺はフェンスを背にして振り返った。

「なあ川原。野球はチームプレイだ」

　川原は不思議そうに小首を傾かしげた。

「テメェは何を言ってるんだ？　今は野球なんて関係ねぇだろ！」

　ちょ、お前！　いつも事あるごとに野球やろうとか野球に喩たとえようとか、無理矢理野球に当てはめて物事を考えようとするのに……俺がお前にわかりやすいようにと、野球を持ち出したらいきなり全否定ですか!?

　いや、ここで怒ったら負けだ。落ち着け。冷静になるんだ俺。

「いいか川原。お前はリーダーなんだから、もっとみんなと仲良くしなきゃいかんぞ」

「そういうテメェだってクラスじゃ浮いてるだろ！」

　痛いったああああああああああああああああああああああああああああああい！

　俺は急所を衝つかれた。俺は死んでしまった。

　って、なるから止やめろ！　なんだよこいつ自分のことは棚に上げて！　いや「テメェだって」って言ってるってことは、川原は自分でも浮いてるって認めてるんだな。

「まあそのなんだ……認める。俺も浮いていると思う。で、浮いてる俺が言っても説得力はないけど、それでもさ……溶とけ込こむ努力はしようぜ」

「んなこと言われてもどうしていいかわかんねぇ」

　まあそうだよな。俺だってちゃんとした答えは持ってない。そういえば友達ってどうやって作るんだろう。

「とりあえずさ……接客する気持ちで接してみたらどうだ？」

「接客だと？」

「男子をみんなお客さまだと思うんだ」

「なるほど……わからん」

　俺の言っていることがしっくりこないのか、川原は首を左右に揺らしていた。

「だからその……口調だ！　お前はお客さま相手ならいくらでも丁てい寧ねいに対応できるだろ？」

「それは当然だろ！　お客さまには敬語。と、ともだ……友達にはタメ口だ！」

「俺も社交的な方じゃないけどさ、お前は俺以上に俺以外のクラスメートと距離を置いてるような現状だ。まだまだ友達未満だよな？　ケータイのメルアド知ってる奴他にいるか？」

「いねぇ」

　川原は少しぶっきらぼうに呟いた。ちょっと言い過すぎたか？　いや、ここは心を鬼にしよう。それがきっと川原のためになる……と、信じて。

「だから、タメ口はせめてメルアドを交換できるくらい仲良くなってからがいいんじゃないかと思うんだ。それにどんなことでもやってもらうなら丁寧にお願いされた方が、誰だって気持ち良く仕事できると思うし。えーと、お願いします川原君」

　見本を見せるつもりで俺は頭を下げた。なんでだろう。現場総監督になってから、こうやって頭を下げるのが上手くなった気がするぞ。

「て、テメェなに他人行儀ぶってんだよ！　は、恥はずかしいだろ逆に！」

　逆にってなんだよ。意味がわからん。ちゃんと俺の意図が伝わったのか不安になってくる。

　川原は眼鏡を指でクイッと押し上げた。

「でもまあ、朗がそういうんならそうしてみるか」

　急にこいつ、自信を取り戻しやがった。

　もともとぜんぜんうまくいってないんだから、これ以上悪くなりようもないけど……不安だ。やっぱり失敗だったか？




　クラスに戻るなり、川原が背筋をただして一礼した。

「失礼いたしました。それでは作業を続けましょう。お手伝いいただけますか？」

　ちょっと形のいびつな造花を手に、柏木君が硬直した。

「えっと……誰？」

　俺はぼそりと呟く。

「一応川原。店モードなんで余よ計けいに変かもしれないけど……」

　俺のぼやきに川原が反応した。

「ここは私にお任せください。総監督たる者、一ヶ所に留とどまっていてはなりません。柏木さんよろしいですか？　まずは造花の作り方のコツからお話させてください」

　別人だ。柏木君が軽く引いている。

「えっと、よ、よろしく」

「ではみなさまも紙を一枚手にとっていただけますでしょうか。手元に無い方はこちらにお並びください」

　柏木君が俺の隣にやってくるなり肘ひじで軽く小突いてきた。

「あのさ面堂……どうなってるの？」

「俺に聞かないで。けど、こっちも川原なんだよ」

「二重人格ってやつ？」

「わりとそれは的まとを射いているかも。でも、このモードに入った川原はさっきのアレよりはよっぽどまともだから」

　川原が俺と柏木君を見み据すえた。

「総監督。まだこんなところに……いけません」

「じゃ、じゃあよろしく頼む！」

　どちらかと言えば川原にではなく柏木君にそう告げて、俺は教室から退散した。

　がんばれ川原。俺が言うのもなんだけど、社会復帰への第一歩だぞ。




　教室の装飾作業を手伝いたかったのだが、川原に追い出された俺は……酒多さんのことを思い出した。

　彼女は接客講習をしているはずだ。場所は校舎四階の空き教室だったと思う。

　川原のようにコミュニケーションが取れないという心配はないのだけれど、酒多さんは時々天然さんなところがある。

　ちょっと様子を見に行こうか。

　教室の前はどこもがやがやとしている。

　廊下を歩いていると縁とばったり出くわした。彼女は黒い帳ちよう簿ぼを手にしている。

「えっと……お前は衣装作りをしてたよな？」

「し、してたけど何か文句でもあるのか？」

　とたんに俺の右耳がうずいた。

【も、もうばれてる。けど、あ、あれは私じゃないし。私の発案じゃないし！】

　縁の顔色が青ざめた。

「もしかして、衣装班の班長をやってるのって……」

「わ、私だ！」

　俺の右耳がざわついた。

【言えない。絶対に言えないよ。お母さんがかつらかぶって来てるなんて】

　これって……噓うそか？

　もしかして俺の右耳は縁の噓に反応してるのか？

　じゃあ、聞こえてくる声ってやっぱり……縁の……噓のない本心？

　証拠はないけど、そんな気がしてきた。今ここで追及すべきか。

　普通にこちらから言っても、縁はたぶん「噓だ！」とか「私をはめようとしてるんだ！」と、信じてくれないだろう。何か手を打たなきゃいけない気がするのに、何も案が浮かんでこない。

　俺は縁に「何かに気づいたこと」を悟さとられないように、会話を続ける。

「会計の仕事と掛かけ持もちできるのか？」

　縁はがばっと帳簿を開いて俺に見せつけた。

「もちろんだ。見ろ！　布代とか内ない装そう費ひの管理はばっちりだ。布代はエプロンのお持ち帰りをしてもらうことを条件に、女子の接客班にちょっぴりカンパしてもらった。こんなところでうろついてないで、早くメニューを完成させて材料費の試算をさせろ」

「あ、ああ」

　こちらのメニューは一応できあがってるんだが、まだ改かい良りようの余よ地ちがあった。

「期限は今日までだぞ。わかっているのか？」

　つまり今日の最終下校時刻までは、まだなんとかなるってことだよな。

　縁は腕組みすると、下から俺を睨にらみ上げて不機嫌そうに呟いた。

「お前はせめて自分の得意分野で役に立て」

　相変わらずの上から目線（下からだけど）な発言のあとで、俺の右耳が再び反応する。

【朗が自分の仕事に集中できるように、私は私の得意なことで協力しないと】

「お、おう。そっちも経理とかがんばれよ」

　この異能が噓に反応して、本心が聞こえてくるんだとしたら、縁は本当は優しい女の子で、素直になれないだけなんじゃないか。

　縁はフンっと鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

「言われなくてもやる。お前のためじゃないからな」

【朗もがんばれ】

　やばい。混乱してきた。縁の本心の声が嬉うれしくて恥ずかしい。

「何をにやけているんだ？」

「な、なんでもありません！　じゃ、じゃあ俺は現場総監督の仕事があるんで」

「ちゃんとしろよ」

【朗がんばれ。超がんばれ】

　俺を見送る縁は無言なのに、俺の耳にはそんな声が響いていた。




　四階の空き教室は賑にぎやかだった。先ほどの男子の教室と比べると接客班は和わ気き藹あい々あいとしている。俺の心配は杞き憂ゆうでしかなかった。

　ポイズンの接客マニュアルが役に立っているようで、それに沿そって練習を交えながら、小休止の時には酒多さんはポイズンでの楽しかったことや、トラブルがあった時の顚てん末まつなんかを話していた。

　説明もわかりやすくて、ささいな質問にも酒多さんは真しん摯しに応対する。

　熱心に先生役をやっているせいか、俺がうまく気配を消せてしまっているからなのか、廊下から様子をのぞいている俺には気づいていなさそうだ。

　女子の一人が手を挙げた。

「はーい先生しつも～ん♪」

「はい！　なんでも聞いてください宮みや本もとさん」

「酒多さんって、いつも面堂くんと一緒よね？　もしかして付き合ってるの？」

「え、えええええ!?」

　酒多さんは教きよう壇だんで棒立ちになった。みるみるうちに顔が赤らむ。

　これは……き、気になる。いや卑ひ怯きようだぞ俺。盗み聞きなんて。酒多さんが何か答こたえる前に俺はこの場から立ち去るべきだ。

　べきだ……けど。やっぱり気になる。酒多さんは俺のことをどう思ってるんだろう。

　質問した宮本さんが目を丸くさせた。

「え？　冗談のつもりだったんだけど……本当なの？」

　そうだよなぁ。俺と酒多さんが付き合ってるだなんて、世間一般的にみれば冗談にしか見えないよなぁ。

「あ、あのあのあの……朗くんとは……し、信じ合える戦友と書いて『とも』と呼ぶような仲です！　先日、ポイズンに、いかにもご飯を食べに来たお客さまがたくさんいらっしゃった時も……」

　酒多さんは別の話題に切り替えた。

　戦友ですか。いや、がっかりなんてしてないぞ。だいたいあそこで「大好きです！」と、酒多さんが言えるわけもない。恥ずかしすぎますよね常識的に考えて。

　俺はホッと胸をなで下ろした。我ながら一体何を期待していたんだ？

　しかし、俺の名前が出てしまったので余計に顔を見せるタイミングを逸いつした感じがする。

　酒多さんの講義も再開されて、接客班は順調そうだ。

　俺はそっと教室前の廊下を後にした。




　ほぼ学校内を一周して、俺は再び調理室へと戻ってきた。すると、そこには……縁の姿があった。

「どうしたんだこんなところで」

「どうしたもこうしたも……早くメニューを決めろ」

「まだ三〇分も経たってないだろ」

　どうやら俺が全体の足を引っ張ってしまいそうな雰ふん囲い気きすら漂ただよい始はじめたようだ。俺のところに縁が張り付いてきたということは、他の班の予算関係がまとまったという裏返しである。

　縁が調理作業テーブルにパタンと黒い帳簿を置いてから俺を指さした。

「お前は放っておくとクオリティを上げようとして予算を無視する傾けい向こうがあるからな。監かん視ししに来た」

「そ、そんなことは……」

「あるだろう。ポイズンの夏向けメニューはボツになったじゃないか」

　オムライスに代かわる主力として、それこそ冷やし中華始めました的な食事メニューを考えたのだが、残念ながら不採用となった。

「あれはその……どうしても生パスタで行きたくて……」

　野菜をたっぷりと使ったサラダ感覚のパスタを提案した……のだけど、パスタマシンの導入は見送られた。厨ちゆう房ぼうのスペース的な関係で。

「生パスタは諦あきらめろ。そして、こっちの出来ている分だけでも教えろ」

　縁の視線が痛い。

「わかった。それじゃあ今のところなんだけど、ドリンクは紅茶とコーヒー。ホットとアイスの両方を用意したい。アイスコーヒーは水出しで……」

「却きやつ下かだ。水出しアイスコーヒーを作るのに何時間かかると思ってる！」

「じゃあ市販の無む糖とうタイプで……」

「当然だ。パンケーキセットをワンコインで提供できるようにしろ」

　限りなく原価に近い価格設定ができるのも、文化祭ならではだろう。人件費はボランティアだ。

「なあ縁。紅茶やコーヒーだけだと小さなお子様向けにはならんよな」

「なら牛乳でも出せばいい」

「牛乳か……確かにパンケーキ作りに使う材料だし、仕し入いれには問題なさそうだな……」

　俺は腕組みすると考えるような素そ振ぶりを見せた。いや、実際ちゃんと考えている。パンケーキと牛乳という組み合わせはアリだと思うけど、牛乳をそのまま出すのか。何かできないだろうか。

　それにパンケーキセットに関しても、やはり今のままじゃ食感的に軽さが足りない。この前、酒多さんが偶然作ったシフォンケーキ風のスポンジくらい、軽い食感にできないだろうか？　文化祭では運動部系の屋や台たいも建ち並ぶ。焼きそばやたこ焼きにフランクフルトといったボリュームメニューを食べたあとでも、つい食べてしまうくらいの軽さと、それでもしっかり美お味いしかったと印象に残るもの。なんというかコクや旨うま味みのようなものを両立したい。けど、ある意味両極端だ。食感の軽さにどっしりとした美味しさなんて……牛乳……乳製品なんてどうだ？　バターでコクをプラスするのももちろんだけど、生地にもチーズとかヨーグルトとか……。

　不意に縁が近づいてきて俺の顔をのぞき込みながら呟いた。

「バーカ」

「脈みやく絡らくもなく唐とう突とつに罵ば声せいをあびせんでくれ」

　俺は溜息混じりに冷蔵庫に向かった。うちのクラスの牛乳パックを手にとる。今日の実習で中ちゆう途と半はん端ぱに残ってしまったのだ。

「縁も牛乳飲むか？」

「いらない」

「左様ですか」

　縁には牛乳が必要な気がする。カルシウムたっぷりで骨も強くなるし背も高くなるかもしれんし、飲めばイライラしなくなるらしい。

　俺はグラスを一つ、棚から取り出した。牛乳を注そそいで確認する。

「チーズやヨーグルトの類たぐいは使えないのか？」

「コスト的に厳しい。牛乳と卵はお母さんの知り合いの酪農関係の人から格安で仕入れられそうだけどな」

「なにげにすごいなポイズンのネットワーク。けど、乳製品は無理かぁ……」

　俺は肩を落とした。

「甘えたことを言うな」

　縁は口を尖とがらせる。そして、また異能が彼女の声を俺の脳内で再生させた。

【元気ないな朗。そうだ……ちょっと元気づけてあげよう】

　元気づける？　縁が俺を？

　縁はどこに隠し持っていたのか、小さな水みず鉄でつ砲ぽうを手にしていた。

「あの縁さん。それはいったいなんですか？」

「お前の大好きなレモン水だ。この水鉄砲に仕込んだレモン水をこうやって狙ねらって……客の口に撃ち込む」

　全然元気づけになってない！　というか、普通に撃ってきた。口というか、俺の顔面にスパークリングするレモン果か汁じゆう。

「うおおおおおおおおおお！　目がああああああああああああああああ！」

　レモンの汁が俺の涙るい腺せんに警報を鳴らしまくる。泣けた。顔面にぶっかけられたレモン汁で泣けました。プロの指導の下で行っています。良い子のみんなは絶対に真ま似ねしないでください。とかテロップに出る勢いだ。

「何しやがるんだ！」

「レモン汁をかけただけだぞ。お前は今までに唐から揚あげにかけたレモン汁の回数を覚えているのか？」

　なにその無茶苦茶な反論。

「いいか縁。俺だから良いとはいわないが、他の奴にはやるなよ」

「もちろんそれくらいわかってる」

「わかっていてやってるのか」

　一度でいいから、こいつに対して本気で怒った方がいいのかもしれないな。

　縁は今度はハンカチを取り出した。

「ほら、使っていいぞ」

「偉そうだなまったく」

　俺はハンカチを奪うばって顔を拭ふいた。なんだかさっぱり爽さわやかな感じだ。柑かん橘きつ系男子のできあがりだな。目は充血してるだろうけど。

　ともかくここは牛乳でも飲んで落ち着こう。

　ん？　牛乳の様子がおかしい。進化でもしそうな雰囲気だ。縁も気づいてグラスを手にして揺らす。

「なんだこれ。白くてドロドロだ」

「これは……」

　レモン汁が混ざったのか？

　牛乳とレモン……そういえば、昔思ったっけ。レモンティーとミルクティーを混ぜたらどうなるのか？　なんでミルクティーにレモンを入れちゃいけないのか……って。

　確かミルクの成分が分離するからだ。冷たい牛乳に入れるとどろっとしたものになる。今のこの牛乳がまさにそれだ。

　加熱すると成分が分離して、牛乳は凝ぎよう固こ物ぶつと乳にゆう清せいに分かれるんだ。

　たしかこの凝固物って……。

　瞬間、俺の中でバラバラだったピースが一つにまとまった。

　行けるかもしれない。

「縁！　そのレモン汁ってもしかしてポイズンのネットワークで安く仕入れてるのか？」

「お母さんの実家の徳とく島しまから送ってもらえる国産レモンだ」

　高級品じゃないか。それを水鉄砲に仕込んで人の顔面に……なんて罰当たりなんだ。

　縁は首を傾げる。

「レモンティーにでもするのか？」

「それだけじゃないんだが……レモンはもうないのか？」

「お前がサボった時に気合いを入れ直す用に、冷蔵庫の中の私の名前が書いてあるドリンクホルダーに入れてある」

　怖こわい！　けど、なんというかなるべくしてなったのかもしれない。

「そのレモン、俺に使わせてくれ」

「なんだ？　一気のみでもする気か？」

「するか！　材料として使うんだよ。パンケーキに！」

　俺は椅子の上に畳たたんでおいたエプロンと三角巾を再び装備した。思いついてしまった以上、もう押さえきれない。

　牛乳を熱して、そこに塩とレモン汁を加えた。牛乳は分離して乳清と凝固物に分かれる。この凝固物は……そう、フレッシュチーズだ。そして乳清はというと、これにシロップを加えて牛乳で割れば、ラッシー風のさっぱりとしたドリンクになる。今はできないけど、余あまったレモンの皮は薄切りにして砂糖で煮込めばジャムにもなるぞ。

　なんだか夢が広がりまくりだ。

　縁はずっと俺の作業を監視していた。

「チーズを自作したのか？」

「たっぷり入れたいところだけど、予算に合わせないとな」

「……むぅ。こんな工夫をするなんてキモイな」

「もっと褒ほめてもいいんだぞ」

「…………チッ」

　舌打ちをされた瞬間、俺の右耳がまたしても発動した。

【朗ってすごいなぁ】

　縁が俺を認めてくれてる!?

　縁の気持ちが気になりながらも、俺はパンケーキ製作を続けた。

　チーズでコクを補おぎなった次は、食感の工夫だ。

　卵を黄身と白しろ身みに分けた。普通のパンケーキなら一緒に生地に混ぜ込むけど、ここは手間をかけることにした。人件費はボランティアなのだ。電動ミキサーで俺は白身をメレンゲにした。それを粉と卵らん黄おうと牛乳……それに先ほどのチーズでつくったクリーム色の生地とさっくり混ぜ合わせる。混ぜすぎないように注意した。

　シフォンケーキを作る要よう領りようだ。

　こうしてできあがった生地を、あとは今まで通りホットプレートで焼き上げた。

　完成したパンケーキは焼き目がまばらというか、均一ではなく見た目には若じやつ干かん不格好だ。白いお皿に二枚を重ねる。先ほどの実習で残ったバターをのせて、メープル風味シロップをかけてできあがりだ。

「おい朗。ムンクの叫びのムンクさんみたいな焼き色だぞ」

「別にいいだろ個性的で」

　俺がフォークを手にすると、そのフォークを縁が奪った。

「試食する」

「あ、そ、そうか」

　しぶしぶ俺はフォークをもう一本、戸棚の引き戸に取りに行った。

　行って戻ってくると、二枚あったパンケーキが二枚とも消えている。

「あの、縁さん？　パンケーキはどこですか？」

「悪くなかった」

　同時に右耳に声が届く。

【美味しいこれ。すごく美味しい。サクサクふわふわトロトロだけど、チーズの食感もあってシンプルな見た目からは想像できない複雑な美味しさ。もっと食べたいなぁ】

　俺は恐る恐る縁の表情を確認した。

「それで予算の方なんだけど……」

「朗。私に任せろ。多少の無理は通してやる」

　なんとも力強いお墨すみ付つきをいただきました。




　最終下校時刻の三〇分前には、Ｄ組の作業は撤収となった。

　実行委員の西川さんに俺たち各班のリーダーは集められた。

　教室の飾り付けは格段に進んでいる。川原のがんばりもあると思うけど、柏木君が窓口になってくれたのが大きいよな。

　接客班の講習を終えた酒多さんは、やりきったような満足げな表情をしていた。

　そして衣装班のリーダーの縁と、会計の縁。

　縁が二人並んでいる。西川さんが面食らっていた。

「縁さんが二人!?　どういうこと!?」

　片方がにっこり微笑ほほえむ。

「えへへ♪　混ぜてもらっちゃった」

「なにやってんですか碧みどり店長」

　もう一人の縁に川原がぼそっと呟く。普段の元気がまるでない。川原の充じゆう電でん池ちは空っぽなようだ。

　ああ、まったく……碧店長って結構トラブルメーカーだよな。

「え？　でも髪型が違います！」

　西川さんと同じく面食らった酒多さんがツッコミをいれる。

「付け毛よ！」

　堂々と胸を張る碧店長。しかし……うちの学校の制服が似合ってしまうなんて……犯罪的だ。

「お母さん自じ慢まんげにならないで恥ずかしいから」

　どうやら、碧店長が紛まぎれ込こんだのは縁の手引きで間違いなさそうだ。

　俺の異能は縁の噓に反応する。また一つ、確信とまではいかないけど……いや、これはもう縁の噓に反応すると思って行動した方が良さそうだな。

　碧店長が衣装班の報告をした。

「エプロンの方はオッケーよ！　ばっちり可愛いのが仕上がってきてるわ♪」

　西川さんが一瞬思考停止状態になっていた。

「明日も来た方がいいかしら？　いいわよね？　ポイズンは改修中で暇だし」

　ハッと我に返って西川さんはぺこりとお辞儀する。

「よ、よろしくご指導のほどをお願いします！」

「任せてちょうだい！」

　いいのかよ。

「あの西川さん。文化祭に生徒の親が参加するのって大丈夫なのか？」

「そこらへんは大丈夫……な、はず。ほら、父母会の出店もあるくらいだし」

　父母会は父母会枠での参加だけど、碧店長の参加の仕方は生徒枠に含まれている気がしなくもない。

　続けて酒多さんが西川さんに報告した。

「接客班は明日から、お客さまとメイドさんに分かれて交互に接客の練習します！」

　ああ、酒多さんが接客班を引っ張ってる。

　近頃の俺は自分のこと……メニューのことばっかりになっていて、酒多さんをフォローしてない。最近の酒多さんは良い意味で自信を持っていて、堂々としている。俺は少し寂さびしかった。別に異能でフォローする時に密着できる回数が減ったとか思ってないぞ……少しだけしか。

　テーブル状に並べた机につっぷしながら川原が腕だけ上げる。

「内装班、見ての通りだ。マジで疲れた」

　普段のなんの変哲もない教室が、パーティー会場のように花で飾られつつある。看板も下した塗ぬりが終わっていた。あと二日あれば十分に間に合いそうだ。

　俺が最後に報告する。

「えーと、調理班はメニューが完成したので、明日に試食会をやりたいんだけどいいかな？」

「朗くん自信たっぷりですね」

　酒多さんの笑顔が弾はじけた。なんだかちょっとプレッシャーだ。

「自信っていうほどじゃないけど、俺も思いつく限りの工夫はしてみた」

　縁が俺の後に続ける。

「予算オーバーギリギリになりそうだけどな」

　俺は両手を合わせて縁を拝み倒す。

「そこはどうか、縁さまの神会計で！」

「拝むな！」

　ビスッ！　と、縁のローキックが俺のすねに炸さく裂れつした。

　そんな準備期間を経て、時間はあっという間に、それこそ消し飛ぶような勢いで流れていく。

　こうして俺たちはそれぞれの課題に取り組みながら、ついに文化祭当日を迎えるのだった。
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　文化祭初日。天候は曇くもりで秋の気配も深まり、残ざん暑しよの厳きびしさもすっかり和やわらいだ感がある。過ごしやすい気き候こうだった。

　プレオープンということで、生徒や教師だけの開場なためどこも比ひ較かく的空すいていた。初日は明日の一般開放日に向けての準備という側面が強い。お客さまとしてやってくるのは、非番の生徒や展示などの手のかからない催もよおし物ものをしたクラスの生徒が中心だった。

　さて、喫きつ茶さ店てん対決がどうなっているのかというと。

　これって対決って思い込んでるのは俺おれだけなのかな？　二年生は俺たちのクラスのことなど歯し牙がにもかけていなさそうだ。

　料理漫画ならともかく、二年生の喫茶店と料理を並べて直接対決するようなこともなく、全体的な盛せい況きようぶりの比較で言えば……うちのクラスは劣れつ勢せいだ。

　偵てい察さつに出た柏かしわ木ぎ君の話では、二年生の『コトブキ洋菓子店』は二〇分待ちなのだとか。プレオープンの空いている今がチャンスとばかりに、お客さまが集まっているらしい。一方、我らがメイドカフェ『プチポイズン』はというと、女子生徒のお客さまがほとんどだった。男の方が恥はずかしがって敬けい遠えんしてる感がある。

　俺は手持ちぶさただった。用意したホットプレートは三台だが、二台は電源が切られていた。パンケーキの動きが鈍にぶい。川かわ原はらが撮影して碧みどり店長が画像を加工し、いかにも美お味いしそうな写真までメニューに掲けい載さいしたのだが、お客さまはドリンクしか頼んでくれなかった。

　そして、ガトーショコラを食べている。

　持ち込みだ。禁止はしていないけど、こんなのってあんまりだ。

　どうやら『コトブキ洋菓子店』の席がいっぱいらしいので、ケーキだけテイクアウトして『プチポイズン』に流れてきているらしい。

　俺は『プチポイズン』のバックヤードで、柏木君が買って来てくれたガトーショコラを手にしていた。こっそり一口食べてみる。

　あくまで偵察というか、対たい策さくのため……なのだけど、一口食べて後こう悔かいした。

　美味しい。アマチュアの大会にプロが出てくるようなものだ。派は手でさはないけれど、欠点らしい欠点が見つからない。いつの間にか俺は一ピースをぺろりと平らげてしまっていた。

　酒さか多たさんは表側でメイドエプロンを装着してホットプレートを担当している。未だにパンケーキのオーダーが入らない。酒多さんはそわそわしていた。

　仕事がなくて逆に落ち着かないんですね。入るのはドリンクのオーダーばかりだ。

　それでも席は埋うまってきている。これは宣せん伝でんの力かもしれない。

　川原と縁ゆかりが一緒にビラ配くばりに出ているのだ。

　他のメンバーはというと、柏木君や男子一同は自由時間になっている。今の混こん雑ざつ具合では仕事を振りたくても仕事がない。使う分の生き地じはクーラーボックスで冷蔵保存してあるのだが、下した拵ごしらえ前の材料は調理室の冷蔵庫においてあった。忙しくなってきたら、男子チームにはその材料の搬はん送そうという使命があるのだけれど……今のところその必要は認められない。男子の数人が洗い物担当で残っていた。ここらへんの仕事の割り振りは、西にし川かわさんと東ひがし山やまさんできっちり分ぶん担たんを決めている。女子から軽けい蔑べつの視線を受けたくないからか、サボる男子はいなさそうだ。

　東山さんは相変わらず生徒会の仕事に出ていて、うちのクラスの仕事だけでなく、文化祭全体の運うん営えいに関かかわっているらしい。お疲れ様です。

　フロアにはクラスの女子が数人出ている。その中に西川さんと南なん原ばらさんの姿があった。ギャルっぽい南原さんのメイドエプロン姿はなんというか、ちょっと崩したルーズな着こなしになっている。川原が見たら即そく、注意するレベルだ。とはいえコミュ力の高さからか、南原さんは物もの怖おじせずにオーダーを取るのもスムーズだった。

　西川さんは緊張でガチガチになっている。そんな西川さんを南原さんがフォローしていた。

　開店からずっとこんな調子で、パンケーキのオーダーが入ることもなく時間ばかりが過すぎていった。

　ホットプレート前で酒多さんがぼんやりしている。バックヤードから出て俺は酒多さんの隣となりに立った。

「あ！　朗あきらくん口にチョコついてます」

「え？　こ、これはその」

「さっき俊しゆん輔すけくんに頼んだお使いって、ガトーショコラだったんですね」

　俊輔くん？　あ、柏木君のことか。

「それで、どうだったんですか？」

「うちのパンケーキだって負けてない！　と、言いたいけど、ちょっと凹へこむレベルだった」

「まだ勝負は始まってません！」













　始まる以前に勝負させてもらっていないような気がするんだが。いや、ネガティブになるな俺。文化祭開場から一時間じゃないか。

「それじゃあ、誰だれか身内にサクラを仕込んでパンケーキを食べてもらうっていうのはどうだろうか？」

「朗くんはそれでいいんですか？」

　酒多さんは小さく首を傾かしげた。

「ごめん。けど、何かきっかけは欲しいよな」

　それこそガトーショコラが売り切れにでもなってくれないと、このままじゃ『プチポイズン』は『コトブキ洋菓子店』の支店になってしまいそうだ。




　雲が流れていった。朝方から市内の空に蓋ふたをしていた薄うす灰はい色いろの雲の切れ間に、太陽が顔をのぞかせる。みるまにちょっぴり汗ばむ陽よう気きになってきた。

　冷たいドリンクの売れ行きが伸びている。南原さんが俺のところまでやってきた。

「ちょっといい？　質問なんだけど」

「は、はい？」

　南原さんが苦手というわけではないけれど、ギャルっぽい女の子に話しかけられると、ちょっとビクッ！　となる。

「あのさ、これ何？」

　メニューを片手に南原さんは少し不ふ機き嫌げんそうにしている。

「ラッシー風ドリンクが……なにか？」

「だからラッシーって何？　なんか客がさぁ、聞いてくんだけど。マジうざい」

　南原さん、こんな調子で接客してたのか？　と、ともかく説明だ。

「それは牛乳からチーズを作る時に出た乳にゆう清せいを使った飲み物で……ちなみにそのチーズはパンケーキの中に混ぜ込む奴なんだけど……」

「はぁ？」

　威い圧あつ感かんがすごいな。縁とは別の意味で。

「ヨーグルトの上うわ澄ずみってわかりますか南原さん？」

「あ～～。あのすっぱいの？」

「そうそう。乳清っていうのはアレのこと。牛乳ベースだけど、乳清と合わせてさっぱりとさせたドリンクなんだけど……」

「なんだけど……なに？」

「いえ！　そういうドリンクです！」

「お前さぁ、ケドとかデモとか多すぎ」

「すいません」

　なぜかお説教されました。事実なので反論できない。

「じゃあヨーグルトっぽい冷たい飲み物ってわけ？」

「ちょっと違うけど……だ、だいたい合ってる！」

　俺が「けど」ってつけた瞬間に睨にらまれた。

　確かにラッシー風ドリンクっていう名前はラッシーの意味を知らないと何がなんだかわからないよな。

　それでもとりあえず納なつ得とくしてくれたのか、南原さんはフロアに戻っていった。俺はホッと胸をなで下ろす。正直、縁の方が何倍も接しやすいな。

　すぐにラッシー風ドリンクにオーダーが入った。

　相あい変かわらず閑かん古こ鳥どりが鳴いているホットプレートを前に、酒多さんが微笑ほほえむ。

「良かったですね朗くん♪」

「ラッシー風ドリンクに注文が入ったのは良かったけど、俺ってそんなに言い訳がましいのかな……あ！　ご、ごめん。今みたいなところがアレなんだよな。他人の顔色ばっかりうかがってる感じがするってなるんだよな」

「朗くんは気き遣づかいが出来る人なだけです！　自信を持って堂々とオドオドしてください！」

　それ矛む盾じゆんしてますからっ！

　ああ、でも堂々とオドオドすればいいって、なんだかとても酒多さんらしい言い回しだ。自分がオドオドしているのを気にして、もっとオドオドするよりもどっしり構えていられそうな気がする。

　そんなやりとりをしている間に南原さんがホットプレート前にやってきた。

「なんかラッシーすすめたらパンケーキ食べるってさ。早く作ってくんない？」

　初めてのオーダーが入った！

　苦く節せつ二時間と十二分。ここまでガトーショコラに侵しん食しよくされていたけど、やっとパンケーキに出番がやってきたのだ。

「よし、任まかせてくれ！」

　俺は電動ミキサーでメレンゲを泡立てた。このパンケーキの弱点はメレンゲだ。作り置きがきかないので、オーダーが入ってからメレンゲを立てないといけない。注文が入り続ければいいのだが、少し間を置いてしまうとメレンゲがしぼんでしまうのだ。

　ふんわりと立てたメレンゲを生地と合わせる。この合わせも混ぜすぎないようさっくりとやるのがコツだった。

　できあがった生地を酒多さんにパスする。酒多さんが慣れた手つきでパンケーキを焼き上げた。バターとメープル風味シロップに、レモンの皮で作ったジャムを添そえて完成だ。

　できあがったパンケーキが南原さんの手で運ばれていく。お客さまは三年生の女子グループだった。

　緊きん張ちようが走る。酒多さんもじっとお客さまのテーブルを注ちゆう視ししていた。

「朗くん……だ、大丈夫ですよね」

「だ、大丈夫だ。酒多さんが焼いたんだから」

　気温が上がってきているので、焼きたてのパンケーキの熱々っぷりはどうなのかと心配にもなるけど、ともかく食べてもらえるだけでありがたかった。

　俺と酒多さんがガン見しているのに気づかず、三年生の女子のお客さまがナイフとフォークを手にする。パンケーキを一口サイズに切って……口に運はこんだ。

　ポイズンで料理を出すのには慣れているのに、まるで初めて自分で作った料理を誰かに食べてもらうような心境だった。

　三年生のお客さまは一口食べると、メモ帳を取り出してメモをつける。その表情からは美味しかったのかどうか判断がつかない。

　ただ、メモをつけたあとは一緒のテーブルについた友人にもお裾すそ分わけをしていた。自分で食べてから人に勧すすめるくらいなんだから、美味しかったんだよな。

　酒多さんは眉まゆを八の字にさせていた。

「ど、どうだったのかわからないです」

「たぶん美味しかったはずだよ酒多さん。ほら、一緒に来たお友達にも味見を勧めてるくらいだし」

「ちょ、ちょっと行って聞いてきます！」

　瞬間、俺の右耳に懐なつかしい音が響いた。




《ガツンッ！　ビィィィィン！　ガシャン！　ばしゃん！　ドテッ！　ううっ……》




　俺は酒多さんの手をとって引き留とめる。

「ちょっと待って酒多さん」

「は、はい！」

　酒多さんはすぐに立ち止まった。俺は彼女の足下に視線を落とす。そこにはたるみ気味になっているホットプレートのコンセントのコードがあった。

　なんとなく、七秒後の酒多さんはこのコードに引っかかって転んだんじゃないかと思う。

「足下のコードに気をつけて……というのもあるけど、直接聞きに行くのもストップでお願いします」

「わ、わかりました」

　酒多さんの手をとったまま俺はまじめに訴うつたえる。酒多さんは小さくコクリとうなずいた。そしてフロアからオーダーを取った南原さんが俺たちの元へやってくる。

「へぇぇ……やっぱ付き合ってんじゃん」

　俺は大慌てで酒多さんの手を放した。

「こ、これはその……」

「またパンケーキのオーダー入ってるんだけどぉ」

　南原さんに呆あきれられながら、俺は再び電動ミキサーを手に取った。




　どうやら最初のオーダーが呼び水になったらしい。パンケーキを焼き上げた甘い香りが効きいたのか、定期的に注文が入るようになった。

　時刻がお昼にさしかかる。客足は嬉うれしいことに右肩上がりだ。ちらほらと男子のお客さまも入るようになった。一度、客席に男子が入ると、堰せきを切ったように男子のお客さまも増える。

　いつの間にか持ち込みでガトーショコラを食べるお客さまの姿もすっかりなくなり、案内待ちができはじめていた。

『プチポイズン』は行列店になったのだ。

「朗くん生地が足りなくなりそうです！」

　酒多さんがホットプレートの前で悲鳴をあげた。

「もうすぐメレンゲが上がるからちょっと待ってて！」

　返事をした俺はすぐに他の女子に捕まった。

「こっちのパンケーキぺったんこなんだけど」

　ああ、それは生地とメレンゲを混ぜすぎだから！

　俺はぺったんこになってしまった生地にメレンゲを足してさっくりと混ぜた。どうやら生地の仕上げは俺がやらないといけなさそうだ。

　すでにホットプレートは三台がフル稼か働どうしていた。おかげでブレーカー的なリミットがきてしまっている。電動ハンドミキサーは使用不能だ。そこで、急きょ非番組の男子にも召しよう集しゆうがかけられた。男子が交代制で手動でメレンゲを泡立てる。

　フロアの女子も増員だ。案内係と予約待ちノートが急きゆう造ぞうされた。

　チラシ配りから戻ってきた縁が、手動ミキサー班の監かん督とくをしている。縁自身も男子に混ざってメレンゲを立てる作業を手伝っていた。

「キリキリ働け！　サボったらローキックする」

　おいおい縁さんや。相手は俺じゃないんだからあんまり暴走しないでください。

　まあ、縁自身が率そつ先せんしてやっていることもあってか、不平不満が男子チームから出ていないのは救いだった。

　そして、押さえきれない男が一人。

　川原である。男子用の簡素なエプロンをして、あいつはフロアに出てしまった。

「南原さんは七番テーブル。西川さんは三番テーブルの清せい掃そうを。深み山やまさんは次のお客さまの案内をお願いします」

　川原のハイスペックさが炸さく裂れつしていた。南原さんが文句も言わずに……いや、むしろ川原に尊そん敬けいの眼まな差ざしすら注そそいでいる。彼女だけではない。フロアの女子全員が川原を……フロアだけじゃないぞ。お客さまからも川原に視線が集まっている気がする。

　それにしても、フロアに出たとたんに川原の奴、なんて生き生きと仕事をしやがるんだ。一方的に指示を出すばかりだった川原に、南原さんが声をかけた。

「川原やっぱやるじゃん」

「南原さん。会計でお待ちのお客さまが出てきているので、会計のヘルプに入ってください」

「え？　あ、うん」

　南原さんは素直にうなずいた。

　なんだろうか。こんな光景を酒多さんが見たら、また勘かん違ちがいしてしまいそうな雰ふん囲い気きだ。南原さんが川原を好きだとか……いやいやいや無いだろそれは。

　酒多さんはパンケーキを焼くのに集中していて気づかない。

　もし、川原と南原さんのことを酒多さんが誤解してくれたら、川原に対して酒多さんは一定の距離をおき、俺のチャンスが増える……ってバカ！

　こういうのをきっと痩やせた考えというんだ。今は生地作りをきちんとこなさねば。

　縁がメレンゲを持ってきた。

「おい朗。こんな面倒なメニューよくも考えたな。おかげで腕が痛い」

「縁はもうずっとメレンゲをやり続けてるんだから、そろそろ他の男子と代わってもらってもいいんじゃないか？」

「お前はともかく、酒多さんががんばってるのに私だけ休めない」

　賑にぎやかな周囲の音が一瞬、フッとミュートしたように消えた。

【朗はすごいな。こんなメニューを作って、お客さんもいっぱいだし。朗がポイズンにいてくれたら……ずっとずっといてくれたらいいのに】

　ずっと……か。

　心の中で溜ため息いきが漏もれた。

　俺も心のどこかでずっとポイズンに居い続つづけたいと思ってる。酒多さんや縁や晴美さんに碧店長に、それからおまけで川原と一緒に、ずっと……ずっと。

　酒多さんが俺の顔をのぞき込んでいた。

「朗くん！　生地！　生地ください！　いっぱいください！」

「お、おう！」

　大おお慌あわてで俺は縁の立てたメレンゲを混ぜ込んで生地を完成させた。

　このペースで行くとパンケーキは完売ペースだ。明日は一般公開日になる。さらに混雑が予想された。

　本当は酒多さんと文化祭の他のクラスの出し物を巡めぐりたかったんだけど、この調子だと無理っぽいな。

　俺が実際に溜息をつくと、オーダーを取った川原が俺の元までやってきた。

「どうした朗？　元気がないな？」

「明日はもっと忙しくなるだろうし、そうなると他のクラスの出し物を見る暇ひまはなさそうだと思ってな」

　川原は眼鏡をクイッと人指し指で上げた。

「休きゆう憩けいは取れるだろ？」

「調理班の焼きは任せられるんだけど、生地に関しては混ぜる仕上げにちょっとコツがあるんだ」

「……………………わかった」

　なにがどうわかったんだ川原よ。まあ、こいつが意味不明なのは今に始まったことでもないか。

「そういうお前は元気そうでなによりだな川原」

「楽しいぞ」

「そりゃよかったな」

　女子にモテモテで、球技大会での活躍以上の注目度だもんな。

「朗のアドバイスのおかげで、他の連中ともうまくやれてる。最近いつもなんか楽しいし……ありがとな」

「え？」

　川原は真顔で告げると伝票を残して再びフロアに戻っていった。

　あいつが「ありがとう」だなんて、熱でもあるのか？
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　一般公開日がやってきた。

　早朝から材料の仕込みをして『プチポイズン』のオープン準備は万ばん全ぜんだ。仕し込こみには酒さか多たさんと縁ゆかりと西にし川かわさんがヘルプに来てくれた。なんというか、俺おれは男として両手に抱かかえきれないほどの花状態だと思う。

　開場の午前一〇時を前にして、ホットプレート三台態勢が整っている。昨日は急に忙いそがしくなったこともあり現場は大いに混乱したけれど、おかげで調理班も接客班もずいぶんと鍛きたえられた。

　昨日の段階で酒多さんは調理班ホットプレートチームのリーダーになり、縁は男子チームをこき使うメレンゲ監かん督とくだ。地じ獄ごくの獄長よろしく、すっかり仕切るようになっていた。早くも、各チームごとに今日の連れん携けいを確認している。ホットプレートチームは和わ気き藹あい々あいとしていて、メレンゲチームはピリピリとした緊張感に包まれていた。双方のリーダーの資質がそのまま空気として出てしまっている感がある。

　そして川かわ原はらはといえば……。

　今日はポイズンからの出社である。いや、ポイズンは改修中なので正確には毒ぶす島じま家からか。眼鏡めがねバカは執しつ事じ服姿だった。眼鏡を指でクイッとあげてみせる。それでもまぁ、こいつがフロアに出てしまったり執事服を持ち出すのは予想の範囲内だ。だが……さらに斜ななめ上うえを行かれたため、俺は頭を抱えた。

「なんで晴はる美みさんが来てるんだよ。しかもメイド服だし！」

「昨日メールしたら手伝いたいって言ってたからな」

　お手製のメイドエプロンではなく、ポイズンのメイド服姿のモデルのような美人のお姉さんの登場に、男子たちの視線が釘くぎ付づけになっていた。

「あ、ああああああの！　お邪魔なようでしたら帰りますから！」

　男子の視線に圧倒されたのか、晴美さんは声を震ふるえさせている。

「普通にお客さまとして来てくれればよかったのに、なんでまた……」

　このちょっぴり……いや、かなり変態なお姉さんのことである。女子高生ハァハァという動機でもあるんじゃなかろうか？　と、俺はつい勘かんぐってしまった。

　けど、晴美さんは男子の視線に怯おびえながらも、じっと俺の目を見る。

「お、お手伝いさせてほしいのです。朗あきら先輩のおかげで、男の子が大丈夫になりました。まだ、緊張することもあるけど……前よりずっと世界が広がったのです。朗先輩がいてくれたから、酒多さん先輩や縁先輩と、な、仲良しになれたのです！」

　そこに川原の名前が出ないのはちょっと仲間外れな気がするんですけど。

　しかも恥はずかしい台詞せりふだ。

　川原がサムズアップしてみせた。

「オレもテメェとライバルと書いて友と読むようになってから、毎日充実してるしな」

「あ、そう」

　ライバルっていうのは、やっぱり酒多さんを巡めぐってという意味なんだろうな。

「そ、そういうクールな素そ振ぶりでオレを翻ほん弄ろうするんじゃねぇ」

　素振りもなにも、素直な感想なんだが。

「えーと、じゃあ今からその服で帰るのもアレだし……晴美さんにはそうだなぁ」

　困ったことにどこに彼女を配置していいのかわからない。接客班は西川さんと南なん原ばらさんを中心に、クラスの女子で固めてしまっている。何かあった時のための保険として川原がつくので、この部門の戦力は十分だ。

　とはいえ、洗い物や材料の運うん搬ぱんをするのにメイド服姿はもったいない。受付やレジにも生徒の当番は決まっているし……。

　俺が思案していると、川原が俺の顔をビシッと指さした。

「朗はずっと休んでないだろ？　それに酒多さんも縁も」

「あ、ああ……けど、俺がいないと生き地じの仕し上あげができないし。それにお店が賑にぎわうのは楽しいからこのままでいいんだけど」

「よくねぇ！　ちょっと西川さんいいか！」

　川原のやつ、接客班の西川さんに何か交こう渉しようしはじめたぞ。いや、交渉というか二～三、確認して戻ってきた感じだ。

「オッケーが出たぞ。よかったな朗。仕上げは晴美に任まかせろ」

　任せろって……確かに、任せられるけど。晴美さんなら俺の意い図とをしっかりとくみ取って、そのうえ俺よりも上手にやってくれるに違いない。

「もしかして、俺に休きゆう憩けいさせるために晴美さんを呼んだのか？」

　川原に確認すると、眼鏡バカはそっぽを向いた。

「べ、別にそんなんじゃなくてアレだ。晴美のやつがどうしても手伝いたいって言うから。て、テメェがいたら晴美が手伝えないんだよ！」

　なんかもう無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　けど、ここは素直に従おう。せっかく晴美さんまで手伝う準備をして、わざわざ来てくれたわけだし。

「わかった。それじゃあ最初のお客さまが入ってオーダーが来たら、晴美さんには手順を教えるから」

「はいなのです！」

　いつにも増して晴美さんは気合いが入っていた。

　せっかく捻ねん出しゆつしてもらった文化祭を堪たん能のうできる自由時間。無む駄だにはできないな。




　第一陣のお客さまを迎え撃ち……もとい、送り出し『プチポイズン』は開店からさい先の良いスタートを切った。ちらほらと「ブログ見てきました♪」なんて声が聞こえてくる。昨日のお客さまの中で有名なブロガーがいたのか、口コミ効果もあって盛せい況きようだ。

　俺は晴美さんに生地の仕上げ係をバトンタッチした。

　繊せん細さいな手つきでメレンゲを潰つぶさないように生地に混ぜ込んでいく。職人顔負けだ。

　俺があっけにとられていると晴美さんは鼻歌を奏かなで始めた。

「ふんふふんふ～～ん♪　女子高生～～♪　いっぱい～～♪」

　聞かなかったことにしよう。

「じゃ、じゃあよろしくお願いします」

「了解なのです」

　変態だけど心強いぞ晴美さん。

　俺がエプロンを外してフロア脇わきのドアから出ようとすると、入れ違いでコック服の女の子が入ってきた。

「むう……い、衣装では負けてるわね」

　明らかに他のお客さまとは毛け色いろが違っている。まるでライバル店を視し察さつしにきたような……あ、もしかして……。

「でも問題は味よ！」

　独り言を口にして彼女は川原に接客されながら席についた。

「せ、接客で負けても、あ、味がすべてなんだから」

　相手が悪かったというか、川原の接客は俺も軽く引くくらいに完かん璧ぺきだ。

　少しして焼き上がったパンケーキがコック服少女のテーブルに運ばれた。

　俺としても緊張の瞬間だ。

　コック服少女はパンケーキを口にするとぶつぶつ呟つぶやく。俺は聞き耳を立ててしまった。

「パンケーキの生地をわざわざメレンゲと混ぜる方式にしたのね。中にフレッシュチーズを仕込むなんて……それにこのレモンの皮のコンフィチュール……生なま意い気きにも自家製じゃないの。飲み物のラッシー風ドリンクもさっぱりとしてるし……し、素人しろうとにしては上出来ね。うちのケーキの方が総合的なクオリティーは上だけど……接客の分を加か味みしてイーブンにしておくわ」

　なんだか救われた気がした。食べただけで製法や工夫を看かん破ぱするあたり、ただ者ではない。やっぱりこのコック服の少女が二年生の喫茶店の調理主任なんだろう。

　俺がぼんやりコック服の少女を見ていると、不意に廊ろう下かに引っ張り出された。

「朗くん！　ほらほら行きますよ！」

　酒多さんがほっぺたを膨ふくらませている。

「あれ？　酒多さん？　どうして？」

「どうしてって、伊い織おりちゃんからお昼過ぎまで自由時間をもらったんじゃないですか？」

　伊織ちゃん……ああ、西川さんのことか。

　そして酒多さんの隣で、小さなツインテールが揺れていた。俺は恐る恐る確認する。

「縁も自由時間をもらったのか？」

「あとのことは柏かしわ木ぎに任せた。あいつはなかなか骨ほねのある奴だ」

　俺はちらりと厨ちゆう房ぼうのメレンゲ班に視線を向けた。柏木君が俺にアイコンタクトで訴うつたえてくる。




　ソノ小型暴ぼう君くんヲ、外ニ連レ出シテクレ。




　なるほど。縁がいない間、メレンゲ班の過か酷こくな労働こそ変わらないものの、心の安あん息そくは得えられるというわけか。

　もう一度クラスの状況を俺は確認した。フロアは西川さん……というか、南原さんが中心になってうまく回っている。調理班も順調だ。問題はなさそうだけど。

「本当に自由時間なんてもらっていいのか？」

　縁が俺のみぞおちに拳こぶしをあてがった。

「他の連中もちゃんとローテーションで休んでるんだ。問題無い」

　そのローテーションを組んだのは東山さんだった。彼女は文化祭全体の仕切りに参加しているので、後こう夜や祭さいまでクラスに戻ってこられないらしい。そんな彼女には悪いけど、俺は縁の言葉にうなずいた。

「じゃあ、せっかくだし遊びに行きますか」

「はい！　朗くん焼きそば！　焼きそば食べましょう！」

　酒多さんがぴょんと廊下で飛とび跳はねた。その無む邪じや気きな笑顔に俺の顔もついつい、弛し緩かんしてしまうのだった。




　校こう舎しやから出て校庭側までやってきた。体育館の方からギターやドラムの爆音が響いている。音楽部の発表だ。体育館のステージでは時間ごとに吹すい奏そう楽部や演劇部、それに夏休み明けから部として承認された動画部の公演が行われている。

　ずっと自分たちの出し物のことばかりで、文化祭のパンフレットに目を通したのはこれが初めてだった。地図を見ながら校庭に面した校舎建物の脇に向かう。

「わぁ♪　ソースの良い匂においがします！　こっちです朗くん！」

　酒多さんが小走りになった。俺は耳を澄すませる。大丈夫そうだ。酒多さんの嗅きゆう覚かくナビは地図を見るよりも早くて、すぐに焼きそばの露ろ店てんを見つけた。

　買うために列に並ぶ。縁がパンフレットとにらめっこを始めた。

「次はどうしやがりますか酒多さん？」

「わたしは焼きそばをリクエストしたから、次は縁ちゃんが決めてください♪」

　なんだかデートをしているような……そうでもないような。三人か……思えば、最初はこの三人だけだったんだよな。春の出会いが懐なつかしく思えてしまった。

　縁は迷っているようでなかなか案が出てこない。縁が案を出せないでいるのなら、早い者勝ちっぽく提案してみようかな。

「じゃあお化ばけ屋や敷しきなんてどうだ？」

　お化け屋敷は三つあった。一つはうちのクラスの隣となりだが、準備の間、何かとネタバレを見てしまっていたので、残る二つのどちらかに決めたいところだ。

　酒多さんの瞳がきらんと輝いた。そして、縁はというと恨うらめしそうに俺を上うわ目め遣づかいに睨にらみ付ける。お化けなんかよりよっぽど怖い。

「だ、ダメだ。酒多さんを怖がらせるのはよくない」

「そんなことないですよ！　わ、わたしお化け屋敷に興味があります！」

　酒多さん本人がお化け屋敷にノリノリでは、守る会の会長としても文句は言えまい。

「で、でも酒多さんお化け屋敷は危ないです！　暗いし、足下にどんな危険があるかわからないから」

「俺がいるだろ」

「お、お前がいるから余よ計けいに危ないんだ！」

「暗いからってどさくさに紛まぎれて、俺が酒多さんに抱きつきまくるとでも思っているのか？」

　俺のツッコミに縁はうなずいた。

「そ、そうだ。お前はそういう奴だ！」

「節せつ操そうなく抱きついたりはせんぞ」

　酒多さんは両手の拳をきゅっと結んだ。

「そうです。朗くんは紳しん士しだから大丈夫です！」

　お墨すみ付つきをいただきました。しかし、酒多さんと俺の意見が合がつ致ちしてしまうと、縁が独りになるような感じがしてしまう。気にしすぎだろうか？

　縁のツインテールがしょんぼりと、頭と一緒に下がった。

「うう……なら、許可します。その代わり朗は酒多さんの隣じゃなくて、私を挟はさんで酒多さんと並ぶように。す、少しでもおかしな行動をしたら、お寺の鐘かねの中に頭を突っ込んで一〇八回警けい鐘しようを鳴らし殺す！」

　それは嫌な殺し方だな。しかし、焼きそばには特に異論も出さなかったのに、なんでお化け屋敷にはこうも反発するんだ？　俺が言い出したことだけど、酒多さんもむしろ行きたがっている風なのに。

「もしかして縁……お前、お化け屋敷とか苦手なのか？」

「そんなことはない」

　能のう面めんのような、見る角度によって表情が変わるようにも見える無表情さで縁は呟いた。瞬間、俺の右耳に声が響く。

【お化け屋敷怖こわいよ。なんで酒多さんは行きたがるんだろう。二人とも変だよ絶対におかしいよ】

　怖いものなんてなさそうなのに、不思議なやつだな縁って。

　そうこうしているうちに、焼きそば購入タイムになっていた。二つ買って校舎の中庭のベンチにやってくる。校舎内は一般の来場者も増えてきて混こん雑ざつの度合いも増したけど、中庭は穴場スポットなのか人もまばらで、ベンチを確保することができた。

　二つの焼きそばのうち、一つは俺が一人で食べて、もう一つは酒多さんと縁ではんぶんこだ。女の子同士でつけ箸ばしは普通のことなんだろうな。別に羨うらやましいとか思ってないぞ。むしろこんな状況を晴美さんが見たら、きっと彼女は悔くやしさのあまり壁を殴なぐっていたに違いない。

　文化祭の焼きそばを堪能してから、俺たちは校舎に戻る。次の目標はお化け屋敷だ。




　ゾンビＶＳ芸者。

　そんな意味不明なタイトルの看かん板ばんが掲かかげられた、二年生有志によるお化け屋敷の受付までやってきた。校内のゾンビ映画、ゾンビゲーム好き、及および芸者ファンが集まり、一学期のうちからこの日のために密ひそかに練り上げてきた恐怖の数々が、評判を呼んでいるとかいないとか。

　なんで芸者の部分をパージできなかったんだろうか。しかもＶＳをつけてしまったんだろうか。芸者の部分がシュールさになって、恐怖が和やわらいでしまっていないだろうか？

　受付係が芸者だった。

「おいでやす」

　芸者っぽいしゃべり方の白しろ塗ぬりの男子生徒。一応、女装になるんだろうか。歌か舞ぶ伎きの女形おやまのような雰ふん囲い気きだ。

「えーと、三人でお願いします」

　俺と酒多さんと、その後ろで縁がいつにもまして小さくなっている。まるでゾンビに気づかれないよう、クローゼットの中に逃げ込んだ子供のようだ。

「三人どすなぁ」

　芸者の正しい知識は俺にはないけれど、なんだか受付嬢（男）の演技の感じは偽にせ物ものっぽいというか、外国の映画に出てくる忍者のようなうさんくささがあった。

　酒多さんが挙手をする。

「あの、なんで芸者さんなんですか？」

「国際的なシェアを狙ねらっているんどすぇ。昨年はＶＳヤクザで大盛況どすぇ」

　なるほどわかったぞ。このアトラクション、細かいことを気にしたら負けなんだ。

　酒多さんは感かん慨がい深ぶかそうに呟いた。

「なるほど。ゾンビも芸者さんも国際化の波に呑のまれてるんですね」

　いやいや、いくら盛り上がっているといっても、高校の文化祭なわけだし国際化に真剣に取り組んでいるというわけでもないですよ酒多さん！

　縁はまったく絡からんでこない。いつもの傍ぼう若じやく無ぶ人じんさで受付嬢のかつらを取り外すくらいしそうなものだが……人が演じているとわかっていてもお化け屋敷は縁的にＮＧなんだろうか。

「縁は怖くないんだよな。ゾンビなんて余裕だろ？」

「に、ニフラム！」

　縁は呪じゆ文もんを唱えた。だが、何も起こらなかった。

　酒多さんが目を丸くさせる。

「今の、な、なんですか縁ちゃん？」

「魔ま除よけの呪文……」

　顔を真まっ赤かにさせて縁はうつむいた。

　入る前からこの調子だけど……ともかく怪け我がにだけは注意しよう。ここにきて思ったんだけど、二人と一緒だと俺、もしかしてお化け屋敷を楽しめないんじゃないか？

　仕掛けの七秒前には心の準備ができてしまうわけだし。

　そんな懸け念ねんを抱いだきながらも、俺はゾンビＶＳ芸者と書かれたアーチ状のゲートを通って中へと入るのだった。




　中は薄暗い。まだ何も出てきていないのに、酒多さんが俺の腕をぎゅっと摑つかむ。二の腕が弾力のあるものに押しつけられた。

　この薄暗さなら、きっと俺の鼻の下が伸びてしまっていても気づかれないだろう。しかし、酒多さんも怖いの苦手だったのか？　苦手なのに俺の提案に無理して付き合ってるんじゃ……だとしたら、悪いことをしたかもしれない。

「酒多さん。もし苦手なら無理に行かなくてもいいんだぜ。ほら、入り口に入っただけでも十分ドキドキできたなら、並んだ意味もあるってものだし。辛からいモノといっしょで、無理に食べても辛つらいだけ……って、酒多さん？」

　俺としてはこの二の腕の感触だけで、十分にドキドキできてしまったわけだけど、酒多さんは首を小さく左右させた。

「大丈夫です。朗くんは私が守ります！　こうしてくっついていれば安心です」

「は、はい」

　力強い口ぶりの酒多さんの言葉に俺はつい、うなずいてしまった。

「ニフラム！」

　縁が俺の背後に立つと拳を脇わき腹ばらにぐりぐりと押しつける。怪我に気をつけようと心に決めた矢先に、さっそく俺が負傷しそうです。

「痛い痛いッ！」

「す、すいません朗くん！　腕、痛かったですか？」

　酒多さんがパッと俺の右腕を解放してしまった。ちょっぴり残念だ。

　俺は振り返ると縁に抗議する。

「薄暗いんだから危ないだろ」

「ふ、フン！　お化け屋敷なんだから暗くて当然だ」

　いや、それは拳をぐりぐりする理由にはならんから。

　この闇やみに乗じて酒多さんの死角をつき、俺をコロコロする算段か？

　いやそれにしたって、縁のそわそわっぷりは普通じゃない。

「縁ちゃんもわたしが守ってあげます！」

　俺の腕を放した酒多さんは、今度は縁の手を握った。ぼんやりと薄暗い間接照明の中、二人が手をつないでいる姿に俺はなぜか安あん堵どする。なんだろうか、見慣れた光景なのだけど、何かが微妙に違って見えた。

　きっと酒多さんが良い意味で縁や俺に、遠えん慮りよをしなくなってきているからだ。

　気を遣つかって、空気に敏びん感かんになって、相手を傷つけないようにと考えて……もしかしたら、酒多さんがよく転ぶのは、頭の中でそういったことを常に考えていたからなのだろうか？

　最近、酒多さんは日常生活の中でも転ぶことが少なくなった。まぁ、何かに夢中になっちゃうと危なっかしいのは相変わらずだけど。

　そんな酒多さんに手をつないでもらって、縁は速足で歩き出す。

「早く行きましょう酒多さん」

「あ！　縁ちゃん走っちゃだめです。危ないですから！　転ぶと痛いですから！」

　酒多さんが言うと、なんとも説得力がある気がする。縁は三歩も進まないうちにペースダウンした。口を尖とがらせると首だけ俺に振り返る。

「おい、ちゃんとふぉ、フォローしろよ！」

「それをしちゃったらお化け屋敷の意味がないんじゃないか？」

　こういうツッコミをしてしまう俺も無ぶ粋すいだと、言ってから思った。

「二人とも怖がりすぎです。いいですか縁ちゃん。お化け屋敷なんですから、キャー！　とかワー！　ってなっていいんです。思いっきり怖がって泣いちゃうのが正しい楽しみ方なんですから！」

　つまり、何があってもフォローしないに尽きるというわけですね酒多さん。俺は自分に言い聞かせるようにうなずいた。

　縁は首をぶんぶん左右させる。

「べ、別に怖くないしこんなの作り物だし！　お化けなんていないしゾンビもただのメークだし、文化祭の出し物ごときで私を泣かそうなんて百万年早いです！」

　啖たん呵かを切った縁……だが、その声は確実に、お化け屋敷のスタッフに丸聞こえだ。殺意にも似た気配を俺はそこかしこから感じる。

「それじゃあ、い、行きますか？」

　俺が二人の背中を軽くプッシュした。このままここに立っていても、次の入場者の迷惑だ。

　瞬間、縁がビクンと全身を硬こう直ちよくさせた。

「――――――――ッ！」

　かみ殺したような悲鳴をあげる。縁は俺の方に振り向くと口を金魚のようにパクパクさせた。なにか抗こう議ぎをしているようだが、言葉になっていない。

「縁ちゃんどうしたんですか？」

「な、ななななんでもないです酒多さん」

　ちょっと押しただけでこれじゃあ先が思いやられるな。

「おい朗。前に行け！」

「俺が前に？」

　異能のおかげ……いや、今回ばかりは異能のせいで、俺は仕掛けの七秒前には何が来るかわかってしまうわけだけど……。

　まあ縁がこの調子だし、俺も仕掛け人側になったつもりで前に出た。

「それではめくるめくゾンビの世界へ参まいりますか」

　俺が先導するように薄暗い通路を歩きだす。

　通路は二人並ぶのでぎりぎりだ。男女のカップルなら否応無しに肩を寄せ合うことになる。

　俺の右耳がズキンとうずいた。




《きゃああああああああああああああああああああああああああ！　手が！　手が！》




　酒多さんの悲鳴を俺はスルーする。七秒後、ちょっぴり通路が広くなったところにさしかかった。ブラックライトで照らされた空間は、いかにも何かありそうな雰囲気だ。

　酒多さんと縁が到着した瞬間、壁の両方から白い手が何本も生えた。それは一瞬の出来事で、タイミングがあまりにもぴったりすぎて俺は心の中で拍手した。

　って、すごく楽しめてないぞ俺。この空間を見て「何か来る」くらいは思うけど、壁から闇に浮かび上がる白い手が、いっせいに出てくればパニックになるのに。

「きゃああああああああああああああああああああああああああ！　手が！　手が！」

　酒多さんの悲鳴に満足したのか、無数の白い手はスッと引っ込んだ。俺が振り返ると酒多さんが縁に抱きついて涙目になっている。

　縁はお地じ蔵ぞう様さまのように直立不動だった。













「だ、大丈夫か二人とも？」

　酒多さんは縁に抱きついたまま小さくうなずく。けど、膝ひざがカクカク笑ってますよ。とりあえず俺にリアクションできるくらいには、酒多さんは大丈夫なようだ。

　問題は縁だった。

「縁……おーい縁さん？　毒島縁さん？」

　わざと名字付きのフルネームで呼んでみる。手のひらを縁の顔の前で振ってみた。まるで無反応だ。時が止まって凍こおり付ついたような縁に、俺はもう一度聞く。

「お前、やっぱり怖いの苦手なんだな」

　ビクン！　と、縁は全身を震わせてから怒ど声せいを上げた。

「ニフラム！　ニフラム！　ニフラム！　バカ！　死ね！　ゾンビ死ね！」

　酒多さんが縁の頭を胸に抱き寄せる。

「大丈夫です縁ちゃん。ゾンビは最初から死んでます！」

　それフォローになってませんよ酒多さん。

　まあ、今のはゾンビという感じじゃなかったしな。しかしこの縁の荒れようは、ちょっと心配なレベルだ。酒多さんは大丈夫そうだけど……。

「引き返すか縁？」

「お、おま、お前と酒多さんをふたりきりにするなんて……」

「いや、みんなでギブアップでいいんじゃないか？」

　ゾンビＶＳ芸者の結末は気になるところだが、正直、縁をこのままにはできない。

「私を心配するな！」

　心、読まれてませんか俺？　いや、今のは顔に出てたかもしれない。薄暗いけど。

「心配するなだなんて、そんなの無理だろ。仲間なんだし」

　思わず口から言葉が漏れた。

「なに言ってるんだお前。恥ずかしい奴め」

　瞬間、俺の右耳に一瞬の沈黙が訪れる。

【な、なかま……朗が心配してくれるのは嬉うれしいけど、ちょっと寂さびしいな】

　寂しいって……どういうことだ？

　少し気になるけど、それよりも先に決めなければならないことがある。進むかギブアップかハッキリさせないとな。

「じゃあ先に進むけど構わないんだな？」

「あたりませ……あたりまえだ！　私に怖いものなんてない！」

　縁は酒多さんに頭をいいこいいこされながら胸を張った。強がって見せても説得力がナッシングだな。

【怖いよ。ゾンビ怖いよ。やっぱりやだよ。でも酒多さんとも……朗とも離れたくないよ】

　右耳自重しろ。相手の本心がわかるのって、なんか……もてあますぞいろいろと！




　ゾンビＶＳ芸者。そのすべてをここで語ることはできない。ただ、その内容は高校生による文化祭での出し物という枠わくを超えていた。ドライアイスによるスモークの演出。プロジェクターによって投影された映像。様々な場所に仕込まれたスピーカーから響く、三次元的な音響効果。そして、優ゆう美びに舞い踊る芸者ゾンビたち。最初に出てきたあの白い手はドーランを塗った芸者さんのイメージだったのか。

　しかし、特とく殊しゆメークによって作られた芸者ゾンビの顔の半分は、ただれて腐り落ちる寸前だった。

　俺は芸者ゾンビにツッコミをいれずにはおられない。

「ゾンビＶＳ芸者じゃなくて、芸者ゾンビじゃないか！」

　まあ、ストーリー的には芸者はゾンビに勝てなかったよ。的な流れだったらしい。芸者はみんなゾンビになってしまったようだ。それでも優美な舞を覚えていたり、三しや味み線せんなどのお囃はや子しを披ひ露ろうするあたり、芸者の魂たましいは死なず……ということなんだろう。

　ゾンビＶＳヤクザの方がよかったんじゃないか？　芸者に変えるよりゾンビＶＳヤクザ２でいいだろ！　ヤクザがゾンビに勝つかもしれないし、ヤクザがゾンビになればそれはそれで怖いし。芸者ゾンビはただただシュールすぎる。

　そして、舞い踊る芸者ゾンビに縁が叫んだ。

「芸者こわいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいッ！」

　ここまでずっと、口だけは「怖くない」で通してきた縁だが、数々の恐怖のトラップにすでに平常心を失い、最後は本音が出たようだ。

　俺がここまで冷静でいられるのは、自分以上に怖がる人間がそばにいたおかげと、異能による心の準備ができてしまったためである。

　縁はおろおろしながら……酒多さんではなく俺に抱きついてきた。

「朗なんとかしろ！　怖い！　早く！　早くニフラめ！」

　ニフラムの動詞形をつくるくらいに怖いのか。混沌とした中、酒多さんは芸者ゾンビのシュールさに笑っている。

「なんだか怖いというより、ちょっとおかしいです」

　縁は俺の背後から胴に腕を回すと、楯たてにしながら泣き叫ぶ。まったく、お前は俺を芸者ゾンビの餌え食じきにしたいのか。

　最後の芸者ゾンビパレードが終わって、俺たちはゴールを果たした。日差しの明るい廊下に出るまで、ずっと縁は俺の腰のあたりをがっちりホールドしたままだ。

　外に出てもまだずっと、縁は俺の背後に子亀のように張り付いていた。

　酒多さんがそんな縁の背後に抱きつく。三人で連結してしまった……いや、変な意味ではないです。

「縁ちゃんよく最後までがんばりました。偉いです！」

「あぅあぅああああああああああ」

　縁は朦もう朧ろうとしている。何かが壊れてしまったようだ。

　俺は溜ため息いき混じりに呟いた。

「縁もやっぱり怖いものは怖いんだな」

「怖くない！　す、すこしびっくりしただけだ」

【怖かった。朗がいなかったら泣いてた】

「泣いてた……って、実際泣いてたじゃないか？」

　あっ……つい、俺はごく自然に入り込んでいた右耳からの声にレスをしてしまった。

「うっ……」

　詰まったような声を出すと、縁はがばっと俺から距離をとった。驚いて酒多さんも縁を解放する。

　先ほどまで青ざめていた縁が顔を真っ赤にさせて俺を指さした。

「げ、芸者に嚙かまれて芸者になり死ね！」

　縁の顔は怒りというよりも、困ったような顔をしている。酒多さんまで眉まゆを八の字にさせていた。

「ま、まさかその悩める乙女な表情……縁ちゃん、朗くんのことが……って、わたしまた勘かん違ちがいしちゃうところでした。反省です」

　酒多さんはムムッ！　と表情を引き締めた。

「で、でも、縁ちゃんが朗くんのことを好きなら、わ、わたしは……」

　瞬間、俺の右耳が波一つ立たない湖こ面めんのような静けさに包まれる。

　そして、声が響いた。

【縁ちゃん、朗くんのことが好きなんだね。わたしも……朗くんが好き。だけど縁ちゃんも好き。このままでいたいって願うなんて、わたしはやっぱりわがままかな】

　それは、縁のものではなく酒多さんの声だった。
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　声。

　人の声。心の声。

　前にじいちゃんが言っていた言葉を思い出す。

　その目は妖怪の噓うそを見抜き、その耳は妖怪の先を読み聴きく。

　酒さか多たさんや縁ゆかりが妖怪だの怪異だのというわけじゃない。もしかしたらという程度だけど、面めん堂どう家のご先祖様が戦っていた相手はやっぱり人間だったんじゃなかろうか。相手の噓を判別できる力があって、時の権力者に重ちよう用ようされていた……なんてことだったのかもしれない。

　俺おれの右耳には今、二つの力がある。

　一つは先を読み聴く力。そして、もう一つが噓に反応する力。俺自身、コントロールできなくて不安定だけど、もう一つの声は隠したい、噓ではない心の声だったんだ。

　ずっと酒多さんから聞こえなかったのは、それだけ酒多さんが俺に対してオープンに接してくれていたからなんだと思う。

　縁の声ばかり聞こえたのは、縁が俺に隠したいと強く思っていたからなんだと思う。

　どうしていいのかわからない。頭の中はあれからずっと真っ白だ。

　自由時間を使い切り『プチポイズン』に戻った俺はひたすら手を動かした。

　ホットプレート班は酒多さん抜きでも十分にこなせている。メレンゲ班も柏かしわ木ぎ君が中心になって仕事の分担はばっちりだ。逆にフロアが手薄になっていた。

　酒多さんと縁がフロアに投入される。いつの間にかポイズンと同じような配置だ。

　おまけに晴はる美みさんまでフロアに出てしまっている。この人、俺たちが自由時間をもらった時から働きっぱなしじゃないか。

「あの晴美さん！　俺の代役で来てもらっただけでも悪いのに……せめて休きゆう憩けいくらいはとってください！」

「大丈夫なのです。むしろこの場所の方が落ち着きます」

　笑顔で晴美さんは女生徒のお客さまがついたテーブルを中心に、八はち面めん六ろつ臂ぴの活躍を見せる。男性のお客さまには酒多さんと縁が当たっていた。クラスの女子のメイドウェイトレスさんには、困ったことがあれば即座に川かわ原はらが飛んでいく。

　俺は懸けん命めいにパンケーキの生き地じを混ぜ続けた。思考を鈍どん化かさせて単純作業に没頭した。




　こうして時間は過ぎていき『プチポイズン』は材料切れという形で他の飲食系の出店などよりも早めに片付け作業に入った。最後の方でパンケーキを出せなくなってしまったのだが、意外というか、二年生の『コトブキ洋菓子店』から申し出があって、ガトーショコラを出させてもらい、最後のお客さまに提供するような形になったりして、無事閉店となった。

　ともかく完売御礼だ。

　そのまま文化祭の閉会式まで片付けが続いた。

　クラスの雰ふん囲い気きは良い感じで、文化祭前と比べると不思議なまとまりがある。誰だれかが指示を出さなくても、みんな自発的に片付けたり手伝ったりするようになっていた。

　疲労感はあるけれど、誰もが充実感と達成感に満ち足りた表情をしている。

　閉会式前に、片付けの合間を縫ぬって俺と川原で晴美さんを校門まで送ることにした。

　閉会式のあとの後夜祭は、残念ながら生徒だけの行事である。

　校門の前までやってきた。二日間、校門前を彩いろどった巨大なゲートが解体作業に入っている。大看板が降ろされる姿は、見ていてなんだかちょっと寂さびしく感じた。

「それではお先に失礼するのです」

　メイド服姿でぺこりとお辞じ儀ぎをすると、ちょっぴり物欲しそうな顔で女子生徒の姿を遠目に眺ながめてから、晴美さんはとぼとぼと帰っていく。

　あれだけお手伝いをしてもらった恩人を追い返すような感じに、罪悪感を覚えてしまった。

「あ！　朗あきらあのさ、オレやっぱ送ってくよ。晴美を呼んだのオレだし」

　執しつ事じ服姿の川原が校門の外に出た。

「閉会式はどうするんだ？」

「テメェがオレの分まで出ておけ！」

「へいへい」

　俺が了承すると、川原は軽い足取りで晴美さんの隣となりに立って歩き始めた。帰りの一般来場者にまぎれるメイドさんと執事さん。本日二番目のシュールな絵だ。ちなみに一番は芸者ゾンビです。

　俺は校門に取り残された。













　なにやら川原の方から晴美さんに話しかけている。晴美さんは……笑っていた。談笑するくらい通じ合ってるのかこの二人。盛り上がってるみたいだけど、どんな会話の内容なんだろう。気になる。

　俺の抱いだいた罪悪感はすっかり雲う散さん霧む消しようした。むしろ二人の邪魔をしなくてよかったとさえ思えてくる。

　うーん、どう見てもカップルだよな。

　変人と変態さんか。いや、川原は酒多さんのことが気になってるはずだし、晴美さんは女の子が好きなのだから……これは男女間の友情が成立したということなんだろうか。川原と晴美さんの背中が遠くなっていく。二人を見ながら俺も……縁とそんな関係でありたいと願ってしまった。

　酒多さんと縁と……今の関係はなんだかんだ言っても楽しい。でもこのままだと、酒多さんも縁も、心のどこかで噓をつき続けることになる。

　このままでいたいけど、このままではいられない。

　縁が俺に好意を抱いてくれていたことに、俺は異能が無ければたぶん、気づけなかったと思う。こんな形で知ることになったのは卑ひ怯きようだとも思う。

　でも、知ったのだから、俺から動くべきだ。

　縁に好きになってもらったことは嬉うれしい。でも、俺がきちんと答えを出さないと、縁はずっと噓をつき続けることになる。噓をつき続けて、本心を隠し続けるのは辛つらいよな。俺自身がそうだった。

　酒多さんもその偽いつわりの檻おりに閉じ込めることになる。このままだと、誰にとってもよくない状況が続いてしまう。

　酒多さんと縁がいてくれたから、俺は……自分で作ってしまった檻から解放されたんだ。

　今度は俺が縁を解放する番だ。

　縁のことは好きだけど、それは恋愛感情じゃないんだ。殴なぐられたり蹴けられたり死ねと言われても構わないから、正直にあいつに自分の気持ちをぶつけよう。

　俺は校門から校こう舎しや方面に引き返し、そのまま閉会式の会場である体育館へと向かった。

　告白すると決めたとたん、手足が緊きん張ちようで震ふるえてくる。

　こんなことでどうするんだ。しっかりしろ俺。




　閉会式では部門賞と総合大賞の発表が行われた。審査員の独断と偏へん見けんもあるのだが、生徒会のメンバーと先生らの投票によって賞は決定されるらしい。

　俺たちＤ組の結果はというと……食品部門の金賞だった。

　つまり、今年の食べ物を扱った出店や店舗で一番をもらったのだ。次点は僅きん差さで『コトブキ洋菓子店』だった。ケーキの出来はあちらが上だったけど『プチポイズン』は接客が評価されたらしい。

　料理に関することで賞をもらうのは生まれて初めてだ。素直に嬉しいと思えた。あのガトーショコラにイーブン……とまではいかないけれど、ある程度太た刀ち打うちできたのか……。

　クラスの代表として、西にし川かわさんが賞状を授与された。西川さんは泣いていた。クラスの列に並んだままの俺まで、ちょっとだけうるっとしている。最初はどうなるかと思っていたけど、これ以上ない大成功じゃないか。

　俺がここまでがんばれたのも、酒多さんと縁のおかげだ。酒多さんは俺にとって太陽で、縁は北風みたいに意い地じ悪わるなところもあるけれど、二人のがんばりに俺も引っ張られて、自分が持っている以上の力を出せたんだと思う。

　ステージでは次々と部門賞の発表が行われ、最後に今年度の大賞が発表された。

　演劇部による公演だ。演劇部は今年、県大会に躍やく進しんした。その劇の公演が大賞だった。どうやら審査員全員、満まん場じよう一いつ致ちの意見だったらしい。そんなにすごかったのか。

　生徒たちの拍手の中、閉会式が終了した。

　俺は部門賞のことで少し興奮していた。だが、同時に緊張感も増してくる。賞の発表は終わったけど、むしろこれからが俺にとっての本番だった。

　縁に真正面から挑いどむのだ。




　後夜祭ではクラスごとにフォークダンスをするのが稲いな波ば高校の習わしだった。クラスごとの打ち上げはそのあとになるのだとか。営業終了が早まったこともあって、クラスの後片付けもすでに一段落がついていた。

　今日、やれる仕事はほぼなくなった。明日は一日かけて、学校を元の学びの場に戻すための本格的な復旧作業だ。そして代休を挟はさんだ翌日から、稲波高校は日常を取り戻すことになる。

　日常に戻ってしまったら、言えなくなりそうで怖こわかった。今しかない。いや、今言えなければ学校が落ち着いてからだって、縁に言えないだろう。

　俺は薄うす暗ぐらい体育館脇わきを速足で進んだ。先ほどの閉会式の余よ韻いんもすっかり引いて、体育館は無人でがらんとしている。この時間帯には、生徒は校庭側に集まっているのだ。

　遠くでスピーカーからオクラホマミキサーが流れている。

　空が紅あかく燃え落ちようとしていた。

　俺は物もの陰かげで息を吐く。

　縁を体育館裏に呼び出した。

　来るだろうか？　メールという方法はこちらから一方的に送るだけなので、返信がない場合、最悪「読んでもらえていない」可能性もある。電話と違って、その可能性が消せないため、不安も時間とともに膨ふくらんでいった。

　けれど、電話では言いづらかったんだ。縁とふたりきりで顔を合わせて、ちゃんと話したい。

　ここ最近の俺が、縁の心を読んだようなリアクションをしがちなことについて、縁もきっと引っかかってるに違いない。

　だから、きっと縁は来てくれる。願うというより、俺は縁の勘かんの鋭するどさを信じた。

　俺が送ったメールの文面は簡かん素そなものだ。




　きちんと話しておきたいことがある。時間が空あいたら体育館裏に来て欲しい。




　俺はケータイのメール画面でもう一度その文面を確認した。時間をこちらで指定していないから、いつ縁が来るかもわからない。

　俺はずっとここで待つ。完全下校時刻になるまで、ずっと、ずっと。

　緊張してきた。手がかすかに震える。俺はこれから、生まれて初めて大変なことをするのだ。けれど避さけて通る道はない。

　がさり！　と、茂しげみが揺れる音がした。振り返ると小さな影が茂みから飛び出す。

　縁だった。制服のあちこちに葉っぱがついている。体育館脇の路ろ地じではなく、わざわざ獣道のような裏道を通ってきたのか。

「縁、なんでそんな草木がボーボーなところから来たんだ？」

「お、お前はバカなのか？」

　俺は首を傾かしげる。

「バカって何がですか縁さんや」

「このタイミングで抜ぬけ駆がけするのが、ど、どどど、どういう意味かわかってるのか？」

　抜け駆け？

「その顔、わかってないみたいだな」

　ああ……クラスから二人だけ忽こつ然ぜんと消えた……なんてことなら怪あやしいよな。けど、フォークダンスの時間をサボる人間は結構いるようで、まじめな生徒が多い稲波高校でも出席率は七〇パーセントくらい……と、閉会式の後に東ひがし山やまさんに釘くぎを刺さされたっけ。出席できずにごめんなさい。俺は心の中で謝罪した。

　問題は酒多さんだ。

　俺と縁がいないのに気づいて、探しに行こうとするだろう。だからこそ、俺は人ひと気けの無いこの場所を選んだ。

「よ、用件をとっとと言え！」

　縁の瞳ひとみが俺を上うわ目め遣づかい気ぎ味みに見上げてくる。この警けい戒かい心しん剝むき出しの視線にもすっかり慣れてしまった。

「じゃあ、言うぞ」

「朗のくせにかしこまるな。だ、だいたいなんでこのタイミングなんだ。明日でも明後日あさつてでも三ヶ月先でも一年後でもいいだろ！　死ね。メレンゲの立てすぎで上じよう腕わんの筋肉パンパンに腫はれ死ね！　ど、どどどどどーせ大した用事じゃないんだろ!?」

　瞬間、右耳に痺しびれるような感覚が生まれる。

【告白されたらどうしよう。断らなきゃいけないけど、朗が私を必要としているんだったら私、断れないかもしれない。酒多さんの方が優しくて可か愛わいくてお、おっぱいも大きいし朗だって酒多さんと一緒の方が幸せだと思うけど、それでも朗が……朗が私を選んでくれるっていうなら】

　縁はそわそわしていた。視線は俺を見上げるようにしているけど、膝ひざをすりあわせるようにモジモジしっぱなしだ。

　縁が吠ほえた。

「な、何見てるんだ！　用件を言わないのか？　本当はなんの用事もなくて、思いつきで私を呼んだんだな？　そうなんだな？　そうに決まってる！　用事がないなら帰るぞ！　ほんとに帰るからな！」

　俺がイメージする縁なら「つまらん。帰る」と、問答無用で俺に背を向けているはずなのに、縁はその場から動こうともしなかった。

【か、身体からだが動かない。帰りたい。逃げたいよ。だって、このままここにいるだけで、酒多さんを裏切るみたいで……くるしいよ。つらいよ。私は酒多さんも朗の事も、どっちも好きでずっと、ずっとこのままでいたいのに。あ、だめ……こんなこと考えたら。こいつの異能は……心を読む異能は本当っぽいのに……考えるな。心を真っ白にするんだ】

　真っ白にできていない声が俺の右耳に響いた。

　なんだよ！　なんなんだよ！

　そんな風に俺のことを思うなんて、これじゃあ切り出しにくいじゃないか。

　縁は俺のことが好きなのか？

　俺だって縁のことは好きだ。けど、それは友人としての好きでしかない。

　誰かにこんなにも思ってもらえることが辛いなんて……知らなかった。できることなら知らずにいたかった。

　俺がもし縁に「お前の事が、一人の女の子として好きだ。付き合いたいんだ！」と言ってしまったら、縁はうんとうなずくのだろうか。

　そうしたら、こいつは……縁は俺に意い地じを張る必要がなくなるから、小型凶獣じゃない、ごく普通の女の子になれるんだろうか？

　逆に考えると……俺がこいつを受け止めてやらなかったら、こいつはずっとずっとこのままなんじゃないか？　俺が受け入れてやんなきゃ、こいつは……こいつはずっとこのまんまかもしれない。

　他人に意地を張って、酒多さんのことが好きだけど……酒多さんのために全部譲ゆずってしまって、自分のことも顧かえりみなくなって……そんな生き方はきっと辛すぎる。

　それに酒多さんだって、縁が全部を酒多さんに捧ささげることはきっと喜ばない。

　酒多さんだって辛くなる。縁のことを酒多さんが大事に思っているのは間違い無いんだ。

　俺が縁を受け止めれば……。

　でも、それって同情だ。同情で好きになられるなんて、縁が喜ぶわけがない。本当の好きでもないのに、こんな中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで縁を受け入れちゃいけないんだ。

　縁の顔がだんだんと赤みを増していく。それは夕日に染まっているからだけじゃない。彼女は小さくて早い呼吸をしていた。瞳がどことなく潤うるんでいる。

　俺はもう一度、あの日の放課後、ふたりきりで帰った時に公園で言ったのと同じことを彼女に告げた。

「お前の……縁の心の声が聞こえるんだ。俺の意志に関係なく。お前が俺に噓をつこうとした時に、俺の新しい異能が受信するようになっちまった」

　縁は俺から目をそらした。うつむいて地面に向かって言い放つ。

「だからそうやって私を動どう揺ようさせて！　そういう駆け引きとか作戦なんだろ？　そんな手には引っかからないんだからな！」

【じゃあ、やっぱり私が呼び出されてドキドキしてたのも知ってたの？】

「ああ、知ってた」

「噓だ！　心が読めるなんて大噓だ！　噓っぱちだ！　だって、噓がわかるんならお前はもっとうまくやるはずだし、お前が私のことをす、好きなわけないし、気持ちに気づいたって何もするはずないし、私はドキドキなんかしてないし、お前なんかに何も……何も何も何一つだって期待してないんだから！」

【本当は朗が告白してくれたらって願ってた。朗が告白してくれたら、私は絶対にうんって言うから。朗が好きって言ってくれたら、酒多さんも……ゆ、許してくれると思うから。私はずるい女の子だけど、だって……だってそうじゃないとどうしようもないの。どうすることもできないの！　自分から朗に好きだなんて言えないよ。恥はずかしいし……断られるのが……怖いから】

　噓だと叫んだその声は悲痛なもので、心の声は寂しげだった。

　二人が同じ時間、同じ場所にいてくれたから今の俺はここにいる。二人と別々に出会っていたら……どちらかにしか逢あわなかったら俺はダメなままだったかもしれない。

　俺の気持ちは決まっていたはずなのに、なんで……迷うんだ。

　縁に優しくしてあげたい。本当は傷つきやすいこいつを守ってやりたい。けど、俺がしようとしていることは全部正反対のことなんだ。

　傷つけようとしている。大きな傷だ。もしかしたらお互いの関係を修復不能にするかもしれない。俺も怖い。縁と普通に話ができなくなるかもしれないのが。お互いに憎まれ口っぽいことを言い合えるのも、縁だからだ。

「そんな風に思ってもらえて嬉しいよ」

「な、何を言ってる！　マゾなのか！　私はお前のことなんて……お前のことなんて……死ねばいいのにって思ってるんだぞ！　タバスコを目薬にして目から火を吹き死ね！　ラー油ゆ辛からすぎ死ね！　三倍激げき辛からわさび寿司を寿司アンルーレットの最初の一個目で引き当て死ね！　死ね死ね死ね死ね！」

【いつも死ね死ねって言ってごめんなさい。朗は優しいから私が酷ひどいことを言っても、遠くに行かないで……そばにいてくれて、それが嬉しくて……でも、朗がいなくならなかったのは酒多さんと私がいつも一緒だったからなんだよね？　私だから優しくしてくれてたわけじゃないんだよね？】

　縁は全身をわななかせる。まるで寒さに凍こごえる子犬のようだ。心細くて仕方ない。そんな縁の姿に俺は……一瞬、彼女のほっそりとした肩を抱きしめそうになっていた。

　落ち着け俺。落ち着くんだ。

　俺は心の中で深呼吸をしてから、ゆっくりと口を開いた。

「お前が俺に死ねっていうのは、そういう理由だったからなのか……けど、違うぞ縁。お前が酒多さんと一緒だからとかじゃなくて、ま、毎回どんな言い回しをしてくるのかとか、これでけっこう楽しんでたんだぜ。今の辛いモノで死ね三連打も良かったぞ……って、なんだよこのフォロー……俺、一体何言ってるんだ」

　目の前の縁がますます愛いとおしく見えてくる。頭の中がパンクするというのは、比ひ喩ゆ的てきな表現で、あえてオーバーに言っているんだと思っていたけど、実際、今の俺の頭の中は完全に許容量を超えていた。

　縁は涙目だ。じっと俺を睨にらみ付つける。今にも涙がこぼれてしまいそうで、痛ましくていたたまれない気持ちになった。

　俺は彼女の涙を嬉し涙に反転できる。でも、それはしないと決めてこの場に臨いどんだんだ。

　縁はこぼれ落ちそうになる涙をこらえて声を張った。

「私の心を読むな！」

「聞こえてくるんだ！」

「死ね！　死ね死ね死ね死ね！」

【本当はこんなこと言いたくないのに！　最初は酒多さんに近づく悪い虫だと思ってたけど、朗はそんなことなくて、でも、まだ私は朗に酷いことを言って……言い続けて……怒ってよ！　こんな悪い私を朗……怒っていいんだよ】

「俺は死なないし死にたくないぞ。それにお前の言うことに怒ったりもしない」

「だったら私を殺してくれ！　もう嫌だこんな気持ちでいるのは最悪だ！　私を殺して消して無くしてくれ！　朗の目の届かない海の底に沈めてくれ！　ロケットにくくりつけて月の向こうまで発射してくれ！」

【朗のことが好きなのに、なんで私は素直になれないんだろう。どこにも行きたくない。朗のそばにいたいよ】

　縁の言葉と心の声は正反対だ。

「殺すか！　生きろ縁！　沈めたり発射したりしないから！」

　もう俺も自分が何を言っているのかわからないくらいに混乱している。

　縁は黙り込む。俺もかける言葉が見つからない。

「「………………」」

　沈黙が訪れた。いかん。焦あせって声が大きくなってしまったかもしれない。威い嚇かくしてどうするんだ俺。縁はどれだけ強がって見せても、中身は普通の女の子なのに……。

　校庭側から聞こえていたオクラホマミキサーが終わり、引き続きマイムマイムが流れ始める。

　俺は努つとめてゆっくりと話しかけた。

「頼むから……俺の正直な気持ちを聞いてほしいんだ」

　縁の両肩がビクリと揺れた。怯おびえた目をしている。大きな丸い宝石のような瞳に、不安と焦りの色が揺らめいていた。

　ここまできて、何も伝えられないんじゃ俺はあまりに情けなさ過ぎる。だから俺は一歩前に出た。

　縁はうつむいてぽつりと呟く。

「正直な……気持ち？」

　縁の確認するようなか細い声に、俺は小さくうなずいた。

　一度深呼吸をしてから、落ち着いた口調で告げる。

「俺は酒多さんが好きだ」

　口にしてから、一いつ拍ぱくおいて言葉を足した。

「縁……お前が酒多さんを思うのと、同じくらいに酒多さんが好きだ」

「なんでそんなこと私に言うんだ！　そういうことは酒多さんに言え！」

【聞きたくない!!　言わないで!!　やだやだやだやだやだよぉ。そんなこと言わないでよ。今なら間に合うから。酒多さんに言わないで。お願いだから】

　縁が顔をあげる。その顔は……涙の堰せきが決けつ壊かいする一歩手前だった。

　俺は女の子を傷つけている。自覚がある。とてもじゃないけど、生きた心地ここちがしない。こんなこと、もう止やめてしまいたい。

　それでも俺は続けた。傷つき傷つけ合うことでしか、今の縁とは解り合えない気がしたから。

「もちろん言うさ。俺は勝手な男だから、酒多さんを一人の女の子として好きだし、縁とはこれからもずっとずっと友達でいたい。噓をついたり自分をごまかして生きてきたから、これからは素直になろうと思うんだ」

　酒多さんを好きになって、縁とは今まで通りでありたい。それが俺の出した答えだ。

　縁の気持ちを知ってしまったからこそ、余計に酷いと思う。

「両方とも失いたくないなんて都合がよすぎるぞ」

【私だってそうだから。酒多さんとも友達でいたい。朗とも……仲良しでいたい。でも……朗ともっと……もっと……近づきたいのに……言われちゃった。朗に言われちゃったよ。酒多さんが好きだって。心の準備だってできてると頭では思っていたけど……心が痛いよ……辛いよ……苦しいよ。朗にも酒多さんにも、私の事を二人に好きになってもらいたい。好きでいて欲しいなんて、ずるいんだ私は】

　縁の膝から力が抜ける。俺の右耳に倒れるような音がした。それが七秒後の音なのかもわからず、俺は縁の身体を支えるように抱きしめる。

「そうだな。俺たちはずるいんだ」

「バカ……」

　俺が縁と友人でいたいように、縁も酒多さんと友人でいたいんだ。誰かが誰かを好きになると、それが崩れてしまう。なのに好きだという気持ちは止められない。

　俺と縁は、似たもの同士だ。同じ気持ちを共有していた。友情も恋愛も、その両方とも得たいと願っていたんだ。

　時々、縁との間で起こるピタリと合う感覚が、ここにもあった。

　縁は俺の制服に顔を埋うめて泣きじゃくる。

「全部、私の心の中までわかってて言うなんてやっぱり卑怯だ。私がお前のことが好きでも、好きになっちゃいけないってわかってて、なのに……なのに……お前は……ひ、酷いやつだ。全部お前が悪いんだ！　全部全部お前のせいだ！」

【違う！　朗を責せめたいんじゃない！　朗のせいじゃないから！　朗の事を好きになったのは私の気持ちで、朗のせいとかじゃなくて、朗が朗だったからで……それでも私が朗を好きになると、酒多さんはきっと遠えん慮りよしちゃうから……なんでみんなで幸せになれないのかな。なんで人を好きになるのにこんなに苦しまなきゃいけないのかな。なんで……なんで……】

「酒多さんを傷つけたくないから苦しむなんて、縁は本当に……その、なんていうか……いいやつだな」

　こういうところがあるから、俺は縁を嫌いになれない。むしろ好きだ。

　他人に不慣れで不器用すぎるだけなのもよくわかる。縁と俺は違う人間だけど、不器用さは同レベルだから。

「うるしあ……うるしゃい！　いいやつなんかじゃない！　私はただ……酒多さんに幸せになってほしいだけなんだ。あれ……涙……なんで止まらないんだ……止まれ！　とまれとまれとまれとまれ！」

【なんで悲しいのに、辛いのに、朗に抱きしめられてると……嬉しくなるんだろう。ずっとこうしてたいよ。朗を近くに感じてたいよ。朗と離れたくない。朗の体温が伝わってきて、胸の苦しいのが溶けてくのがわかるから】

「……縁はその……とっても可愛い女の子だと……思うから」

「バカ！　同情か！　慰なぐさめになってないぞ！」

　体育館裏に縁の声が響いた。

　それが、彼女の耳に届いてしまった。

　校舎方面から体育館を迂う回かいして、よりにもよって俺が縁を抱きしめているところに酒多さんはやってきたのである。

「あ、朗くんに縁ちゃん……もうすぐフォークダンス……です……よ？」

　どうしてここに!?

　やってくる可能性は低いと見積もっていたけれど、ゼロじゃない。偶ぐう然ぜん通りかかったということもあり得る。

　いや、もう可能性がどうこうとかではなく、今のこの状況はやばい。

　不倫現場を押さえられた？　違うそういうんじゃなくてこれはそう儀式です！　縁についた悪霊を祓はらう儀式的な何かです！

　なんて言い訳が立つかッ!!

　俺が縁を抱きしめていて、縁が号泣している。これがすべてだ。

　すべてにして、言い訳の余地も挟めぬ完全なる犯行現場。いや、俺は犯行なんて行ってないです本当です信じてください酒多さん！

　信じて……くれないですよね。この状況を早とちラーな酒多さんが見たならば、俺と縁が二人で抜け出して、どちらかが告白してカップルが成立。縁はうれし泣きで俺に抱きつき俺もそれを受け入れて、縁をぎゅっと抱き返す。そんな情景にしか見えませんよね。

　酒多さんは棒立ちだった。

　どう声をかけていいのかわからずに、酒多さんは回れ右をする。

「え、ええええ、えっと、ごめんね縁ちゃん！」

　酒多さんは体育館裏から走り去った。

　瞬間、俺は胸の中に抱いていた小さな生き物に、軽く突き飛ばされた。

　縁が顔面をくしゃくしゃにしながら吠える。

「追いかけろバカ朗！」

　俺の右耳が反応しない。縁の心の声は聞こえない。

　酒多さんを追いかけて、なんて弁べん明めいするんだ？　迷いながら俺はバランスを取ろうと後ずさり続ける。

「酒多さんを泣かせるな！　早く行け朗!!」

　また、右耳は縁の本心を受信しない。

　追いかけろ……縁は心からそう言ってるんだ。

　バランスを崩しながらも、俺は後ずさるのを止めてその場に踏ふみとどまった。縁に向けてうなずく。

　まだ半泣きな縁をこの場に置いていくのは心配だ。

　けど、俺は心に決めたのだ。

　酒多さんが好きだと。一人の女の子として好きだと告げるんだ。そのためにも、縁と決着をつける必要があったんだ。

　ほぼ同時にやることになってしまったのは、運命の神様の悪質な悪戯いたずらだと思う。

　心臓がドックンドックン脈動する。頭のてっぺんから指先の毛細血管の先まで、血液が行き渡っているのを感じた。走れ。走るんだと体中の細胞に俺は指令を出す。

　俺は走った。すぐにも見つかると思ったけれど、酒多さんは意外な俊しゆん足そくをみせた。薄暗いこともあって、体育館裏手から飛び出した俺は彼女の姿を見失いかける。

　かすかに影が校舎方面によぎった。俺の視神経が酒多さんのシルエットに反応する。

　走れ。走って追いかけて、彼女を……酒多さんを摑つかまえるんだ。

　言い訳なんて考えるな。考えていつも失敗するじゃないか。

　本心でぶつかろう。正直であろう。まっすぐに行こう。酒多さんに、今度こそ……今度こそ最短距離で走っていくんだ。

　校舎方面に続く渡り廊下を過ぎたところで、やっと彼女の背中を見つけた。

　みれば渡り廊下と校舎の通用口のところに、靴が一足脱ぬぎ散ちらかっていた。酒多さんはソックスで滑すべりやすい廊下を走っている。

　俺も外そと履ばきを脱いで通用口から校舎内に飛び込んだ。廊下の向こうの階段へと続く踊り場で、酒多さんが前のめり気味に走っている。

　これは……危ない。




《ベタン！　はわわわ！　早く！　早くしないと！》




　一歩でも、半歩でも近くに！　動け両足！　全速力だ！　とっておきの本気を出すのは、今、この瞬間をおいて他にない。

　酒多さんに近づくんだ！

「待って！　酒多さん！」

「き、来ちゃだめです朗くん！　わたしのことよりも縁ちゃんのそばにいてあげてください！」

　今度は俺の右耳に沈黙が生まれた。

【縁ちゃんも心配だけど、朗くんに来てほしいけど、そうしたら縁ちゃんが……どうしていいのかわからないです。あわわわわわわ】

　酒多さんは相当テンパっているようだけど、俺の右耳に本心が聞こえたということは、来ちゃだめというのは噓……そうだ。噓なんだ。行かなくちゃ！　ここで酒多さんに追いつけなかったら、俺は一生後こう悔かいすることになる。

　酒多さんは足をスコン！　と滑らせた。その場で両手をばたつかせてフラフラっと倒れそうになる。

　そんな酒多さんを、俺は後ろから抱きしめた。クッションになるように受け止める。

　なんとか酒多さんも俺も転ばずにすんだ。

　さっきの縁を抱きしめるような格好になったことといい、事情がわからなかったら俺は本当にただの抱きつき魔で変態扱いされても仕方がない奴だ。

「待って酒多さんストップ！　逃げないで！　俺の話をきいてくれ！」

　酒多さんは俺に後ろから腰を抱きしめられたまま、首だけ左右にぶんぶんさせた。

「朗くんは縁ちゃんのことが好きなんじゃないんですか？」

「好きだよ。大切な友達だ。だけど……」

　俺は酒多さんをぎゅっと、ぎゅっと抱き寄せる。すると酒多さんは急にぴたりと抵抗をやめておとなしくなった。

「あの、朗くん。もう逃げません。だから……放してください」

「ご、ごめん」

　俺がそっと酒多さんを解放すると、彼女はこちらに向き直った。しごくまじめな表情だ。なんというか、怒られるんじゃないか？　という気持ちになった。

　キリッとした表情で、酒多さんは静かに俺に告げた。

「朗くん。わたしの目を見てください」

「は、はい」

　じっと見つめ合った。酒多さんはゆっくり息を吐くと俺に訊きく。

「ちゃんと事情があるんですよね？」

　俺はうなずいた。全部正直に話そう。

「俺は自分に正直になろうと思ったんです。それに縁にも、酒多さんにも……誰にも噓をついてほしくなくて……いや、噓っていうか、自分の気持ちに素直でいてほしいと思ったんです。俺自身、自分に噓をついて生きてきたのが辛かったから」

　酒多さんは黙って俺の言葉に耳を傾けてくれた。俺は続ける。

「縁は酒多さんのことを大切に思ってて、酒多さんも縁のことを大切に思ってる。俺も二人のことが……好きです。あ、その、友人として！　まず、友人として好きであって、その……あの」

　酒多さんは人指し指を立てると、俺の口元にもっていった。

「朗くん。無理に言葉にしなくても大丈夫です。私も……同じ気持ちだから」

「同じ……気持ち？」

　それから酒多さんはまじめな顔でこう呟いた。

「ゆ、縁ちゃんと……話をさせてください」




　俺は酒多さんを連れて、再び体育館裏までやってきた。すっかり辺りは暗くなってしまった。もういないかもしれない……と諦あきらめていたのだが、縁はそのまま物陰に立って、宵よいの明みよう星じようを眺めていた。

　俺と酒多さんに気づくなり口を尖とがらせる。

「なんで戻ってきた」

　それは主に俺に対する抗議だった。並んでいた酒多さんが俺よりも一歩、前に出る。

「泣いている縁ちゃんをおいていけないです。縁ちゃんには笑顔でいてほしいんです」

　二人とも、どこか思い詰めたような表情だ。

「あの、朗くん。少しだけ二人でお話させてください」

「お、おう」

　俺がいると言えないことがある……そういうことだよな。どんな内容なのか想像するのはやめよう。

　酒多さんの提案にうなずいて退散する。

　一瞬だけちらりと振り返ると、酒多さんが縁を胸に思いっきり抱きしめていた。

　すぐに俺は前を向いて足を速める。さっきが俺と縁の話なら、ここから先は縁と酒多さん……二人の話だ。

　俺は体育館から校舎をつなぐ渡り廊下までやってきた。キャンプファイヤーのかがり火を遠目にぼんやりと見つめる。

　すでにフォークダンスの時間は終わっていた。クラスごとに雑談タイムになっている。俺はその輪の中には入らなかった。

　一人で考え事をしたかったんだ。

　二人との出会いが、ずっと昔のことのように思えた。まだ出会って半年くらいなのに、ずいぶんと色んな事があったと思う。

　俺が酒多さんを助けたのは偶然だった。四月、初めて登校した朝に、枝一杯に咲さき誇ほこっていた大きな桜の木の前で、七秒後の悲鳴を耳にして彼女を見つけてしまったのは……運命だったんだろうか？　いや、運命だなんてかっこよく言い過ぎだ。

　孤独でいようとしていたのに、俺はたぶん酒多さんに魅み入いられてしまって、つい助けてしまったんだ。今思えば、俺の一ひと目め惚ぼれから始まったのかもしれない。

　けど、恥ずかしくて俺は助けた酒多さんから逃げたんだよな。

　同じクラスだってことも知らないで。だから、クラスに酒多さんと……縁がいた時は正直、面食らった。

　縁は出会った時からずっと、俺を敵視してたっぽい。縁にとって酒多さんは守るべき存在だったけど、俺が酒多さんを助けるようになってから、縁の活躍の場を奪う形になったんだよな。

　好きな人にとって自分が特別でありたいっていう気持ちは、異能に頼ってきた俺も身に染みてわかる。助けることができなくなって、自分は特別じゃないんだってなった時の絶望も、今なら理解できる。俺がいることで酒多さんを助けられなくなった時の縁は、異能を無くした時の俺に似てたのかもしれない。

　だから出会ったばかりの縁との関係は、やっぱりあまり芳かんばしいものとは言えなかった。俺がいなければ縁は酒多さんを独どく占せんできたわけだし。

　俺は……余計なことをしたんだろうか。やっぱり孤独を選ぶべきだったんだろうか。

　もし二人に出会わずに、酒多さんと縁だけだったら……。

　それはそれで良かったのかもしれない。

　でも、酒多さんはきっと、転びながらも、失敗しながらも前へ進んでいって、友達も増えて……一歩一歩自分の力で進んでいけると思うけど、その酒多さんとだけしか関係性を持ちたがらない縁は、やっぱり心配だ。

　少なくとも、この文化祭で縁はクラスの女子たちとはもちろん、男子とも交流ができるようになったと思う。まだまだぎこちない感じはするけれど。

　そういえば晴美さんとは、縁も仲良く（？）なれたんだよな。

　晴美さんを俺にけしかけてきたこともあったっけ。あれは明らかに人選ミスだったな。俺もモテ期だとか調子に乗って浮ついてたけど、晴美さんは女の子が好きすぎるし、俺を誘惑して酒多さんから引きはがす……とはいかなかったんだ。

　あの時も、縁は俺のことを嫌っていたんだろうか？

　俺の異能が無くなったのがバレるまで、縁にとって俺はライバルだったのかもしれない。異能が消えて俺が酒多さんの特別じゃなくなったと思ったから、縁は俺に同情したんだろうか？

　思い返すと、あの時の……初はつ島しまのホテルの屋おく上じようで縁がしてきたキスって……か、考えるな。意識しすぎるな。

　今になって、縁に好きだと想われていたことにドキドキしてるのか？

　でも…………。

　やっぱり俺が一番好きなのは、酒多さんだ。

　最初は異能で彼女を助けているつもりだった。実際に、酒多さんはうっかりミスで大だい惨さん事じを起こしかけたこともあったし、俺はいつもハラハラして気持ちが休まらないなんてこともあった。

　けれど、異能のおかげで酒多さんの力になれたと思う。

　そして、酒多さんは俺の異能をすんなり受け入れてくれた。

　嬉しさ以上に、そんな人がいるということに衝撃すら受けたっけ。

　いつも笑顔で、頑張り屋さんで、ポジティブだけどちょっとおっちょこちょいっていうか、早とちりしちゃうところがある酒多さん。

　俺にとって、家族以外の初めての異能の理解者だった。

　俺はもっと酒多さんのことを知りたいし、力になりたいし、悩みがあったら相談にのって、理解してあげたいと思う。

　けど、俺が心配してみても、酒多さんはいきなり背中に羽が生えたように、俺の心配を杞き憂ゆうに変えてしまったりもするんだ。

　ああ、うまく考えがまとまらない。

　酒多さんは俺の想像した、想定していた枠を軽々と飛び越えていく。そんな女の子なんだ。

　なのに俺は酒多さんのことをずっと、守って上げなきゃいけない弱い女の子だって思い込んでいた。それは俺の願望だったのかもしれない。

　異能で危険を回避するたびに、心のどこかで俺は優ゆう越えつ感かんに浸ひたっていたと思う。酒多さんを助けるたびに、彼女にとっての特別な存在に近づけた……気がしていた。

　必要とされる喜びがあった。異能も含めて、酒多さんに「ここに居てもいい」と許されてる気がした。

　異能の事を素直に受け入れてくれた酒多さんに、俺は甘えてた。

　だから、異能が無くなった時は焦った。そばにいる理由が無くなった気がして……苦しかった。異能がなくても酒多さんをフォローする。そう決めたけど、異能に頼り切りだった俺が急に変われるわけもなく……苦い思い出がいっぱいできてしまった。

　すぐに酒多さんに異能が無くなったことを相談できていれば……今になって後悔することばっかりだ。

　俺はいつも逃げて遠回りしてばかりだったけど、酒多さんはゆっくりマイペースでも、まっすぐ進んでいたと思う。

　そして、時々酒多さんはマイペースどころじゃない、二段ジャンプで飛び込んできたりもするんだ。

　夏休みに実家に帰った俺を追って、いきなり駅までやってきた時は……驚いた。それになんだか無性に嬉しかった。

　酒多さんは俺の想定を軽々と超える。無理せず自然体で。

　そしていつも悩む俺を解放してくれるんだ。

　異能で酒多さんを救っているつもりだったけど、逆だった。

　俺が酒多さんに救われていたのだと気づいた時に、俺はもう……酒多さんのことがすっかり好きで好きでどうしようもなくなっていたんだ。

　何かをしてくれたから、何かをしてあげる。

　ギブアンドテイクなんて言い方をすると、なんだか冷たい感じがするけど、酒多さんは常に俺や縁に与えてくれる。信頼とか安らぎとか、俺が欲しいと思うものを分けてくれる。俺はそんな酒多さんに、少しでも返してあげたいと心から思った。

　そして、縁にも……。縁とは喧けん嘩か……というには、俺がやられっぱなしな気もするけれど、俺が凹へこんだら縁なりに俺を励はげましてくれてたんだ。ちょっとやり方が過激すぎることもあったけど。レモン汁とか、レモン汁とか、レモン汁とか……。

　だから縁が悩んだり、壁にぶつかったら俺だって励ましたいんだ。どんな些さ細さいなことでも、力になれたらって思うんだ。

　でも、俺は縁を傷つけた。

　俺の自分勝手な気持ちを縁に押しつけた。

　正直であれば許されるだなんて思わない。

　けれど、こう思うんだ。

　自分や他人に噓をつき続ける苦しみは、毒のようにゆっくりと心を蝕むしばんで、噓をつき続ける限り治らない。

　毒が回りきる前に傷つけて……折ってしまった方がいい時もあるんじゃないか？

　そこから新しい芽が出るかもしれない。逆に折れないで腐くさったままにしている方が苦しいかもしれない。

　これってやっぱり俺の自己正当化かな。

　縁は俺のことを、心の中でぽっきりと折ってくれたんだろうか。

　酒多さんを追いかけろと言った縁の声は本心だった。

　俺に酒多さんを泣かせるなと言ったあの声は、縁の本当の気持ちだった。

　校庭を見ると、キャンプファイヤーの炎が勢いを失って小さくなり始めていた。

　気づけば結構な時間が経たっていた。とりとめもなくて考えがうまくまとまらない。

　俺は自分の選択を確認する。

　これ以上、自分に噓をつきたくなかった。縁にも酒多さんにも、自分に噓をついてほしくなかった。噓という毒は、時間が経つほどに辛くなるから。縁は毒を溜ためすぎてすっかりこじらせてしまっていたし、俺も同じく毒にやられっぱなしな人生だった。

　だから、俺と縁がぶつかって毒が消え去ってくれれば……よかったんだ。

　もし縁が俺のことを好きだと意思表明したら、どうなっていただろう？

　でも、そうしたら俺も縁も不幸になるんだ。

　俺も縁も、本当に居てほしい酒多さんを失うんだ。

　そんな事態を俺は避けられたんだろうか？

　仮定の話ばっかりだ。

　今思えば、俺たちの関係は奇跡的なバランスの上に成り立っていて、いくつもの幸運があって、ここまでたどりついたんだと思う。

　その間にあった遠回りも含めて、無む駄だだったことなんて何もないと考えよう。酒多さんならきっと、笑顔でそう言うはずだ。俺も酒多さんが辛くなったときに、そう言い切れるような人間になりたい。

　いくつもの選択があって、正解ばかりじゃないけれど……選んだのは俺だ。

　その責任から逃げないで、今度こそ俺は前に進むんだ。

　願わくば酒多さんとだけじゃなく、縁とも変わらず三人で仲良くしていきたい。

　そして、酒多さんには……俺にとって酒多さんが特別なんだと素直に気持ちを伝えたいんだ。

　いや、思うだけじゃ足りない。伝えよう。今度こそ。

　キャンプファイヤーの炎は静かに燃え尽きようとしていた。月が南の空に昇り始めた頃、縁をつれて酒多さんが渡り廊下前に姿を現した。二人が手をつないでいたことに、俺は心の中で安あん堵どの息を吐いていた。

　縁が酒多さんと手をつないだまま、俺の方までやってくる。

「遅くなったけど、後夜祭に参加するぞ！」

　縁は俺の手をとって、反対側の手に酒多さんの手をぎゅっと握にぎって宣言した。













「え？　あの……」

　少し面食らった俺に酒多さんが微笑ほほえむ。

「行きましょう朗くん♪」

「は、はい！」

　俺が背筋をしゃきっと伸ばすと、縁が胸を張って俺の返事を鼻で笑った。

「返事だけはいいな。ほら歩け。私たちはこれからも三人一緒だ」

　いつも通りの口調で縁は俺に告げた。その瞳は充血して真っ赤になっている。

「ああ。そうだな」

　俺も縁の手を握り返した。三人で手をつないで歩くのは少し恥ずかしい気もしたけれど、俺たちは後夜祭が終わる間際のところで、手をつないだままクラスに合流した。

　俺はなんとなくだが、酒多さんに目配せしてみた。そして、縁と握っている手を軽く挙げるような素振りを見せる。酒多さんは俺のアイコンタクトの意図がなんだかわからないようだけど、わからなくても小さくうなずいた。

　俺と酒多さんが縁とつないでいる方の腕をあげる。

　縁は自然と体操の吊り輪の選手のように、両手をあげる形になった。縁がツインテールをフルフルっと左右に振って、俺と酒多さんを交互に見ながら声を上げる。

「え？　ええっ!?　何をしやがるんですか二人とも!?」

　俺はしれっとクラス一同に告げる。

「宇宙人を捕ほ獲かくしたぞみんな！」

「だ、誰が宇宙人だ！　酒多さんも笑うなんて酷いです。傷つきました」

「縁ちゃんごめんね♪　だけど、私はこんなに可愛い宇宙人さんなら、地球が侵略されてもいいかなって思います」

「だから宇宙人じゃないです！」

　縁がプチっとキレ気味になったけど、この一発ネタに西川さんはじめ、南なん原ばらさんや東山さんや柏木君たちも笑ってくれた。

　酒多さんもいきなり俺の共犯者にされてしまったわけだけど……笑顔のままだ。これって縁に対してはちょっとした意地悪で、俺流の反撃だったんだけど、今までの酒多さんなら気まずそうな顔になってたかもしれないのに。

　さっきの縁との話し合いで二人の距離も、そんな意地悪が冗談になるくらいに近づいたのかもしれない。

　それに加えて、縁が俺に物理的な報復をしてこなかったのにも俺は驚いてしまった。

　フォークダンスには間に合わなかったけど、クラスの輪の中に入った俺たちは、今日の事だけじゃなく、準備期間や文化祭の出し物を決めた時にまで遡さかのぼって、それぞれの班の垣かき根ねを越えて語り合った。

　俺にとって、初めての高校の文化祭は、これまで生きてきた中で一番嬉しくて、印象深くて、少しほろ苦いけど……最高の思い出になった。
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　翌日から文化祭の復旧作業が始まった。

　カラフルに彩いろどられた学校全体が、元の落ち着いたトーンを取り戻そうとしている。俺おれは柏かしわ木ぎ君と川かわ原はらと一緒に、男子の面々を連れて教室に机と椅い子すを運び直していた。

　最後の机と椅子を並べたところで、縁ゆかりが俺に紙コップを手渡してくる。

「ほら、飲め」

「なんですかこの真っ黄色な液体は」

「元気になるぞ。お前たちも飲むか？」

　縁が柏木君にちらりと視線を向けると、柏木君は「いや、いいです獄ごく長ちよう……」と敬語で返した。獄長って呼ばれてるのか縁。

　普通にキレるかと思いきや、縁はフンっと鼻で笑った。

「柏木の根性無しめ。川かわ原はら、飲むか？」

「朗あきらのために作ってきた特製ドリンクなんだろ？」

「こいつのためってわけじゃない」

「じゃあ飲む！」

　川原も紙コップに黄色い液体を注そそがれた。

「かんぱ～い！」

　俺のコップに軽く縁ふちをぶつけてから、川原がごくごくと一気にいった。本当に無む防ぼう備びだな川原は。

　しかし乾かん杯ぱいされた手前、俺も飲まないわけにはいかない雰ふん囲い気きだ。

　川原のリアクションは気になるが、運うん搬ぱん作業で汗をかいてちょうど喉のども渇かわいていたところだし、いただくことにしよう。

　慎重にまず、一口だけ口に含ふくむ。

「――――――ッ!?」

　レモン汁じゃないか！　この爽さわやかな香りと豪ごう快かいな酸さん味み……何度となく縁から味わわされてきた苦く渋じゆうならぬ苦く酸さんの味だ。

　ああ、俺たちの関係は相変わらず変わらないんだな縁さんや。

「どうだ朗？　レモン好きだろ？　クエン酸たっぷりだぞ」

「すっぱいんだが！　すっぱすぎるんだが！　飲む人のことを考えてイージーモード的な優しさの甘み成分を入れるべきだ！」

「すっぱくなきゃレモンじゃないからな。素材の味を大切にしてるって前にも言ったはずだ」

　縁はドヤ顔でフラットな胸を張った。

　彼女は元気だ。少なくとも、俺や酒多さんの前では今までと変わらないでいる。

　ちなみにレモン汁をごきゅごきゅ喉を鳴らして呑のみきった眼鏡めがねバカはというと、そのままゆっくりと自分の机に戻っていった。つっぷして充じゆう電でんモードに切り替わる。右手には、くしゃっと潰つぶした紙コップを握ったままだ。

　そういえば、あのあと川原は晴美さんとどうなったんだろう。

　何も無かったのか……って、変な期待をするな俺。こういうのを野や暮ぼっていうんだ。

　縁が川原の席までツカツカと歩いていった。

「おかわりいるか？　そうやってつっぷしてると、またクラスで孤立するぞ」

　川原はピクリともしない。

「で、お前はホモなのか？」

　クラスの男子がいる中で、とんでもないことを言い出す縁さん。角かどが取れたと思っていたけど、川原には容よう赦しやなしなのか!?

　さすがの川原もガバッと上半身を跳はね起おこした。

「違う！　お、オレは……朗の男友達で、その中の一番になりたいだけだ！」

「キモイ」

「うるせ――――――！　ほっといてくれ！」

　何か俺に対して告白チックなことをしたかとおもったら、川原はケータイでメールを打ち始めた。もう、縁の言葉など聞きたくないという空気を醸かもし出だしまくっている。

　メールの相手って……晴美さんか？

　川原は俺に友情を求めてただけ……ってことでいいんだよな。

　いや、愛情とか求められても困るんだが。

　こいつも不器用すぎてわけのわからなさに拍車がかかってる人間だ。俺が言うのもなんだけど、もっと素直になれよ川原。お前はやればできるんだから。

　俺がちびちびと少しずつレモン汁をすすっていると、教室に西にし川かわさんと一緒に酒さか多たさんたち女子チームが戻ってきた。調理室や被服室の片付けに出ていたのだが、どうやらそちらも一段落ついたようだ。

「あ！　朗くんずるいです自分だけドリンク休きゆう憩けいなんて！」

　俺のコップをひょいっと取り上げて、酒多さんはあろうことか……コップの縁に口をつけてしまった。縁が大おお慌あわてで止める。

「ストップ！　酒多さん待って！　それは朗用だから！」

「やっぱり俺専用の殺さつ戮りく生なまジュースじゃないか！」

　俺はツッコミつつも思った。間接的になってしまうことはスルーですか!?

　いやまて、その心配はなさそうだ。

　酒多さんがレモン汁を飲んだなら、悲鳴くらいあげているはずだ。

　だが、七秒後の未来の音が聞こえてこない。つまり思いとどまって酒多さんは飲むのを……って、あれ、普通に飲んでる!?

「あの、酒多さん……だ、大丈夫？」

　酒多さんは目をつぶって、紙コップに半分以上は入っていたレモン汁を、残さずごっくんした。

「お、おいしかったです！」

　見開かれた瞳ひとみはすっかり涙目だ。

　縁が俺に抗議の視線を向ける。が、逆に縁から感じるこの殺気……ローキックが飛んでくるはずだ。

　本能的に蹴けられそうな右足をスッとあげて、俺はローキックを待った。

　縁は……蹴ってこない。

「朗。しっかりしろ。酒多さんを泣かせるなんて、い、いけないんだぞ」

「ごめん……じゃなくて、元はと言えばこんな凶悪ドリンクを持ってくる方が悪いんだろうに！」

「私は悪くない」

　ムスッとした表情でふてぶてしく縁は呟つぶやいた。酒多さんは軽くむせている。

「けふっ……けふっ……まだまだレモンが襲ってきます……」

「酒多さん？　俺、水買ってくるよ！」

「大丈夫です美お味いしかったですから！」

　うーん、無理をしたり噓うそだったりすれば、俺の右耳は酒多さんの本心も聞いてしまうはずなんだけど……それがないということは、美味しいというのは本心なのか。

　自分に噓をつかずに無茶するなんて、健けな気げさを通り越して悟さとりに近づいてますから酒多さん！

　それにしても、縁は縁のままなのに、何かが足りないような……。

「なあ縁。いつもみたいに言わないんだな」

「なにがだ？」

「ほら、○○死ねみたいな」

「そ、それは……お前が死んだら悲しむ人がいるから、もう言わないんだ」

　縁は恥はずかしそうにぽつりと呟く。

「優しいんだな縁は……いや、元々優しいから素直になったって方が合ってるか」

「だ、黙れ！　し、しししし……ふああああああああああああああ！」

　縁は死ねと言いかけて、言うまいとして奇声をあげた。瞬間、俺の右耳に縁の声が響く。

【恥ずかしいからやめて！　朗に褒ほめられて嬉うれしいけど……ハッ!?　この気持ちも読まれてるかも。死ぬ。恥ずか死ぬ。聞かないで！　わたしの心の声聞かないで！　あ、だけど朗の場合、聞こえちゃうんだよねしょうがないんだよね。ここで私が朗の異能のことを責めたら、朗が可か哀わい想そうだよね。私はべ、別にいいから。心の声とかきかれても気にしてないから】

　縁は心の声で強がってみせた。心の中で意見が二転三転するなんて、アクロバチックな奴だ。

　縁から強がりや噓が聞こえてくることはあるけれど、これからは……気にしないようにしよう。俺が異能をオフにできれば一番なんだが、まだ当分はこのままみたいだ。

　だから気にしない。聞かなかったことにはできないけど、気にしすぎてこじらせないようにしよう。その方が、縁もなにかとやりやすいだろうし。

　俺は彼女と――毒ぶす島じま縁という女の子と解り合えたように思えた。傷つき合って、傷つけ合って、やっとようやくたどり着けた気がした。




　帰り道、二人っきりになった。

　俺と酒多さんが二人だけ。出会った桜の木こ陰かげに俺たちは立っていた。

　縁が別れの挨あい拶さつをして、小走りにポイズンのある商店街方面にかけていくのを、俺と酒多さんは見送る。

　学校の復旧作業は終わったけれど、ポイズンの再開まではもう少しだけ時間があった。工事そのものは順調で、縁曰いわく予定通りのリニューアルオープンになるらしい。

　代休を挟はさんだ翌日からいつもの学校生活だ。それにポイズンでの忙しい日々が加わって……また賑にぎやかな演奏会のような毎日が戻ってくるんだと思う。

　こうしてまったりとした放課後の時間を過ごせるのは、今のうちだけかもしれない。

「ちょっぴりお話しませんか朗くん？」

　ふんわりとした髪を揺らして、酒多さんがちょこんと首を傾かしげるようにしながら俺に聞いてきた。なんだか普段よりも近くに酒多さんを感じる。

　俺もそのつもりだ。伝えたいことがあった。

　縁が先に帰ったのも、たぶん俺にチャンスをくれるため……なんだろうな。縁が不器用なことを俺が知っているように、俺の不器用さも縁は知っている。だから、酒多さんとふたりきりにさせてくれたんだ。

　心地ここちよい風が桜の木を揺らしていた。酒多さんは軽く耳元に髪の毛をたくしあげるようにして風を頰ほおに感じている。なんだか少しだけ酒多さんが大人っぽく見えた。

　段々と空の色に赤みが差し始めてきている。下校する他の生徒の姿もない。

　本当に、二人きりになった。

　こんな感触は、夏休みに実家から二人で帰った時以来だ。

　終電間際の電車を乗り継いで帰ってきたんだよな。この街に。

　あの時はまだ、ホームを降りるまで不安があった。稲いな波ば駅で酒多さんに全部さらけ出して……ちょっぴり恥ずかしい思い出だ。

　今はその時の不安とも違う、かすかな緊張感が俺にはあった。

　静かだけど、寂さびしくはない。妙に満ち足りた感じがする。

「春のあの日が懐なつかしいな。本当に……半年なんてあっという間なのに、なんだかずっと昔のことみたいに思えて不思議な感じだ」

　酒多さんはコクリとうなずいてから、周囲を見渡した。

「ここで朗くんに助けてもらったのがきっかけです」

　あの時、ダンプカーが走ってこなかったら……俺は今の俺ではなかったかもしれない。運命なんてどう転がるかわからないものだ。

「偶ぐう然ぜんだったのかな」

「そんなことないです。朗くんは良い人だから、もしかしたらこの場所じゃなかったかもしれないけど、学校でわたしが転びそうになったら、きっとそのときに居合わせて、助けてくれたと思います。朗くんは優しい男の子です♪」

　ダンプカーが来たことは偶然だったかもしれない。けど、俺はやっぱりどこかで、何かのタイミングで酒多さんを助けていたんだろうか？

　俺の意志で。俺の選択で。

「なんだか照れますってば酒多さん。褒められたりおだてられることってあんまりないから、俺……免めん疫えきがないんだ」

　優しくされるのに不慣れな自分が情けない。

「じゃあいっぱい褒めてあげます♪　免疫をつけてください！」

　酒多さんは軽く踵かかとをあげて俺の目線に視線を近づけると、俺の頭を撫なで撫なでした。抱っこや撫で撫では酒多さんの十お八は番こだ。

　かすかにあった緊張がフッと溶けて消える。

　恥ずかしいのに嬉しい……けどやっぱり公道では恥ずかしいです酒多さん。

「幸運だったんだな、俺。酒多さんや縁に出会えて」

　それに川原に碧みどり店長に晴美さん……。文化祭を通して、クラスのみんなとも打ち解けつつある。自分には運がないなんて思っていたけど、俺はとんでもなく幸運だったんだと思う。

　そして、良い人たちとの出会いを呼び込んでくれたのは、酒多さんだ。

「わたしだってそうです！　朗くんに出会えてとってもとっても……幸せです。毎日が楽しいし充実してます♪　朗くんとなら……どこまでもまっすぐに歩いていける気がするんです」

　彼女の柔らかい、はにかんだ笑みに俺のハートに矢が突き刺さった。無理に抜けばハートが壊れてしまいそうだ。

　俺はじっと彼女を見つめた。

「あ、あああ、朗くん？」

　不思議そうに、それでいて恥ずかしそうに頰を赤らめて、酒多さんは俺を見つめ返す。もう俺自身、押さえ切れそうにない。

　やっとここまでやってきたんだ。

　伝えよう。

　この瞬間を逃すことなく。

「あの……酒多さん」

「酒多さんって言い方は、ちょっと距離を感じます」

【えっ!?　朗……くん？　もしかして……わ、わたしが焦あせったら朗くんも慌てちゃうかもしれません。落ち着かないと……落ち着かないと……あわわわわ】

　酒多さんの心の声が聞こえた。酒多さんは冷静なフリをしているみたいだ。

　きゅっ……と、彼女は俺の服の裾すそを握にぎった。膝をすりあわせるようにもじもじとしている。

　月並みな表現だけど、心臓から胸が飛び出しそうだ。いや、逆だった。もうそんなこともわからなくなるくらいに、俺はドキドキしている。

　酒多さんが半歩近づいた。女の子特有のどことなく甘い匂においが俺の鼻び孔こうをくすぐる。

「距離を感じるって……」

「も、もっと近くに感じたいんです。朗くんを」

　物理的な意味でこれ以上近づけない。

　もっともっと近づこうと思ったら……。

　い、いかん。けしからん妄もう想そうをしてしまいそうだ。

　酒多さんの胸元のほどよい弾力が押しつけられるたび、俺の自制心が火を吹きまくる。燃えろ。燃え上がれ自制心。

　葛かつ藤とうしている俺を酒多さんは上うわ目め遣づかいで見つめた。

「だからあの……朗くんにはその……えっと……な、なま……で……して……ほしぃんです」

　所々つっかえつっかえで、酒多さんはしゅんと小声になってしまった。

「なま……なまで……あっ！」

　俺は鈍どん感かんで、ようやく気づいた。

　二人の距離を近づけるもの。それはきっと……呼び方だ。酒多さんは相手の名字よりも名前で呼ぶことを好む人だった。

　俺は酒多さんを酒多さんと呼び続けてきた。これまでずっと、ずっと。そうしてきたのには理由がある。なんとなく酒多さんがみんなから名字で呼ばれていたから……というわけじゃない。

　名前で呼ぶのが怖こわかった。呼んでしまったら、俺と酒多さんと縁との距離感のバランスを壊してしまいそうな気がしたから。

　俺が酒多さんの側に心の重心を傾けた瞬間、縁との距離が離れてしまうように思えていたから。

　けれど、もう、それを心配する必要は無くなったのだ。今の俺……俺たちは縁から後押しすらしてもらっている。

　酒多さんは俺の応こたえを待っていた。

　彼女の名前は、もちろん知っている。

　あとは自分次第だ。

　あまりにも酒多さんと呼び慣なれすぎてしまって、気恥ずかしさもちょっぴりあった。

　酒多さんの顔は耳の先まで真っ赤っかだ。

　これ以上酒多さんが赤くなってしまう前に、応えなきゃならない。

「じゃ、じゃあ……」

　俺は息を呑んだ。この名を俺が呼んでもいいんだろうか？　ええい、なんでこの期ごに及およんで迷うんだ俺というやつは。

　マイペースでいいんだ。回り道せずに前に一歩、踏みだせばいいんだ。

「ダメ……ですか？」

　酒多さんは不安げな表情をしていた。

　これ以上、不安にさせちゃいけない。

　俺はついに……その名を呼んだ。

「ゆ、優ゆ理り子こさん」

「は、ははははい！」

　涙なみだ混まじりの笑顔で彼女はうなずいた。

　ぎゅっとぎゅっとぎゅっとぎゅっと、嬉しそうに俺の裾をにぎにぎする。俺は、そんな彼女の身体からだをそっと抱きしめた。

　ついに名前で呼んだんだ。なんだか嬉しさもひとしおだ。普通のことかもしれないけど、やっぱり俺には特別だった。

　踏み越えられなかったラインを飛び越えて、彼女を今まで以上にもっとずっと近くに感じる。

　ちょっと、調子に乗ってしまおうか。

「優理子ちゃん」

「朗くん♪」

　ちゃん付けで呼んでも応えてくれた!!

　ま、まだ行けるか？　さらに進んでしまえるのか？　焦りすぎじゃないか俺？

　けど、押さえきれない！

「優理子……」

　押さえきれないわりに、俺は言葉につまった。

「……ちゃん。ごめん！　やっぱりちゃ、ちゃんから！　優理子ちゃんからお願いします！」

　ああ、ここに来ても決まらない。

　でも、ちゃん付けだって十分に進歩といえるはずだ。名字で呼ぶ段階から、名前をさん付けにして、さらにちゃん付けまで行けたんだ。二階級特進だぞ。

「はい♪　とってもとっても嬉しいです。朗くんを、もっともっともっと近くに感じられて♪　朗くんで良かった」

　瞬間、俺の右耳がうずいた。




《どたん！　あ！　朗くん大丈夫ですか！　わたしが体重かけちゃったから……お、重たいですかわたし!?》




　なんだか懐かしい感覚だった。

　俺はいつもならここで、足を踏ふん張ばると思う。

　けど、そのままにした。

　七秒後――。

　体重を預あずけるように酒多さんは俺に寄より添そった。俺はその重みを感じて一歩下がると、地面に張り出した桜の木の根っこに足を引っかけて、仰あお向むけに倒れる。上から酒多さんが降ってきた。俺は後頭部を打たないように顎あごを引きながら、酒多さんを守るように抱きしめる。

　ぶっ倒れた。酒多さんが俺の腕の中で慌てている。

「あ！　朗くん大丈夫ですか！　わたしが体重かけちゃったから……お、重たいですかわたし!?」

　俺は首を左右させて彼女を抱きしめた。

　路上で寝っ転がって抱き合うなんて、端はたから見たら変すぎる。

　けれど、いつまでも浸ひたっていたくなるような幸せな気分だった。

　腕の中に彼女を感じていられる幸せを俺は嚙かみしめる。

　逃げ道を探して、回り道をし続けて、迷っていた自分を彼女は救ってくれた。

　さあ、あと一歩。

　勇気を持とう。

　想いを伝えよう。

　自分から、自分の声で、自分の言葉で。

　俺は胸一杯に吸い込んだ息を言葉に変換した。

「好きです！　一人の女の子として大好きです！　ずっとずっとそばにいたいから……だから俺と……お、おおおおおおおおつきあいしてください！」

　雲一つ無い空に吸い込まれた俺の声に、腕の中で彼女はこくりと小さくうなずいた。
















　俺の持っていた悩みは、普通の人とは少しだけ違っていた。

　けど、その違いなんてほんの些さ細さいなものだ。

　みんなどこかで悩みを抱えている。自分一人ではどうにもならない難問を。

　最初に打ち明ける勇気をくれた彼女を、俺はずっとずっと好きでありつづけたいと思った。

　思うだけじゃ、願うだけじゃ足りないから、誓ちかおう。

　この桜の木と空と、彼女の潤うるんだ綺き麗れいな……宝石のようなその瞳に心から、心から。





　７秒後の酒多さんと、俺。④　了










　あとがき




　夏になって忙しくなり、全然卓たつ球きゆうに行けないまま秋。淺あさ沼ぬまです。

　お送りしてまいりました『７秒後の酒多さんと、俺。』シリーズも、みなさまの応援がありまして、無事、完結いたしました。

　本作はバトル要素やファンタジーな部分を抑おさえめにして、少し不思議だけど、それほど強力でもない異能を使いつつ、一人称に挑戦……と、いくつかのチャレンジを同時にやってみよう！　という感じで始まりました。

　以前にも一人称は何度か挑戦しているのですが、久しぶりなので書き始めた当初はとにかく新鮮で、次第に朗あきらのキャラクターが馴な染じんでいき、今では地の文のツッコミもナチュラルにできるようになった……かも。

　朗は作者に似てヘタレな主人公でしたが、四巻目にしてやっと自分の力で何かを成なし遂とげたような気がします。

　内容については、最終巻ということで詳くわしいところは控ひかえますが、朗君はきちんと自分で選択して、結末を迎えられた……かな？　どうかな？　やっぱりヘタレかな？

　てなわけで、これにておしまいとなりました。

　最後までお付き合いいただいて本当にありがたいです。

　物語の舞台は春に始まり、秋でひとまずの終わりを迎えたわけですが、冬も、その次の年も彼らの物語が続いていたらいったいどうなったのだろう？　なんて、ふと考えたりもします。番外編はどうかな？　無理かな？

　さてさて、酒多さんも縁ゆかりも可愛いのですが、ここで作者のお気に入りについて。

　川かわ原はら君が謎の可愛さ。

　実は、当初は彼ってほとんど作り込みもされていなくて、一巻のプロットの段階でかなり適当にモデリングしたキャラクターだったんです。カメラが好きなのも、丁度その頃、自分がデジタル一いち眼がんレフを手にしたから……くらいの理由でした。

　サッカーが上手なのは、サッカーの世界的な大会の影響だし、なんだか今思えば結構適当な感覚で作ったキャラなわけですが、不思議と自由なポジションでなんでもやってしまったり、無む駄だにハイスペックだったりと、朗を困惑させつつも助けてあげるシーンもしばしば。そんな川原くんが、実はヒロイン二人と同格でお気に入りだったりもします。友達にするとすごく困る奴なんですが……。

　男の子キャラの友情も青春って感じで良いですよね！

　てなわけでスペシャルサンクス！

　飴あめ沢ざわ狛こまさま。キュート＆イケメンの素敵なシリーズになりました。ファミ通文庫のホームページで公開された、夏の海での一枚もお気に入りです。縁の表情がかわかわすぎます！

　担当Ｇさま。ゲームショウのチケットあざーす！　今年もカメラ片手に行ってまいります！　シリーズを無事に終えることができてホッとしております。これからもよろしくね！

　そして、最後まで応援していただきましたみなさまに感謝＆幸さちアレ！

　またお会いできる日を楽しみにしております。ではでは！




　二〇一一年　八月吉日。





淺沼広こう太た






　追伸、ＭＦ文庫Ｊさまの、新作『俺は彼女の犬になる！』もよろしくお願いします！
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